
選定理由

　 分布が限ら れ、 個体数はき わめて少ない。

概　 　 要

　 常緑で樹上まれに岩上に着生する。 茎はまばら に又状に分枝し 、 茎は

径３ －５ mmで長いも のは3 0 cmを 越える。 葉は開出し て密生し 、 緑色

で線状披針形から 狭披針形、 長さ １ －２ cm。 胞子嚢は枝端近く につき 、

胞子葉は栄養葉より やや小さ いが、 胞子嚢穂と いう べき まと まり をも た

ない。 北海道東部から 屋久島にかけての山林中に生育する。 国外では韓

国（ 済州島） や台湾・ イ ンド にも 記録さ れている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部の山地で樹幹への着生が点々と 見ら れるが、 個体数はき わめて少

ない。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 採集。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 3 1 1 pp .平凡社,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

スギラ ン
ヒ カ ゲノ カ ズラ 科

Lyco p od iu m  cryp tom erin u m  M axim

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 現在県下での生育知ら れている のは1 ヵ 所のみで、 非常に希少な種で

ある。

概　 　 要

　 地上生の常緑草本で茎の主軸は地中を長く 匍匐し 、 帯赤褐色でまばら

に分枝する。 側枝は直立枝と な っ て 地上に伸び、 下部は分枝せず、 上

部で分枝し て樹木状と なり 、 高さ 1 0 －3 0 cm。 葉は線形で鋭頭、 全縁、

緑色でやや硬い。 胞子嚢ははっ き り し た形と なり 、 １ 本の側枝に数個つ

き 、 小枝端に１ 個頂生する。 南西諸島を除く 日本各地の山地の林下や陽

地に生じ る。 国外では東アジアから 北アメ リ カ にかけて分布し ている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の山地に生育すると いう 情報も あるが、 確認でき なかっ た。 現在

は西部の奥地に1 ヵ 所確認でき るのみである。

存続を脅かす原因

　 遷移、 採集。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
澤江　 宏・ 篠原良夫（ 2 0 0 9 ） 益田市に自生する シダ植物(1 4 )， 島根植物研究会会報1 6 ： 1 4 -1 5
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也
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選定理由

　 県内での生育地はき わめて局地的であり 、 個体数も 少ない。 日本海側

で北限にあたり 、 離れた分布を示す。

概　 　 要

　 常緑性のシダで、樹幹や岩上について下垂し 、長さ 2 0 －5 0 cmになる。

茎は細く 、 ひも 状で、 基部で多数に分枝する。 葉は鱗片状で小さ く 、 三

角状卵形～卵形で長さ ２ mm以下、 茎に圧着し てつく 。 胞子嚢は小枝の

葉腋につき 、 その部分がわずかに太く なる。 国内では本州の南部（ 伊豆

半島・ 東海道・ 紀伊半島） と 隠岐諸島に分布し 、 四国・ 九州・ 南西諸島（ 沖

縄本島与那覇岳） に産する。 九州南部や屋久島に比較的生育地がみら れ

るが、 森林の伐採や採集により 生育地が減少し ている 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内では古く から 隠岐（ 島後） に自生分布が知ら れており 、 三瓶自然

館に1 8 8 0 年代の杦村喜則の標本がある。 杦村（ 1 9 9 7 ） では自生があ

ると し ているが、 現在では自生は確認さ れなく なっ ている も のと 思われ

る。 自生があればも ちろ ん、 栽培さ れているも のであっ ても 厳重に保護

する必要がある。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 採集。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 3 1 1 pp .平凡社,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類（ E N ）撮影者（ 提供者）： 佐藤仁志

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ヒ モラ ン
ヒ カ ゲノ カ ズラ 科

Lyco p od iu m  sieb o ld i i M iq .

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育は1 か所のみ知ら れており 、 遷移により 環境が変化すれ

ば容易に絶滅するこ と が危惧さ れる。

概　 　 要

　 常緑性のシダで、 山地の岩上に匍匐し て茎を伸ばし 5 ～1 5 cmと なる。

茎は直径1 mm弱で長楕円状披針形で硬い葉を つける 。 葉の先端はと が

り 、 縁は繊毛状の突起がある。 ロ シア（ 極東） や朝鮮半島に分布し 、 国

内では北海道、 本州の近畿以北に多く 、 西部では広島県と 鳥取県の山地

と 隠岐諸島に分布し ている程度である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） の崖地に生育し ている こ と が報告さ れている。

存続を脅かす原因

　 遷移、 採集。 　

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2
丹後亜興（ 2 0 0 9 ） 隠岐諸島新産の植物(2 )， 隠岐の文化財2 6 ： 1 7

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）
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イ ワヒ バ科
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選定理由

　 県内の産地がまれであり 、 個体数が少ない。 また、 全国的にも 生育地

は少なく 、 減少傾向が著し い。

概　 　 要

　 夏緑性の水草で、 葉は長さ 1 5 －3 0 cmで断面は４ 稜のある 円柱形で

先はし だいに細く なる。 葉の基部は広がり 卵状になり 、 中に胞子嚢が存

在する。 大胞子は白色で表面は平滑、 時に低い瘤状突起を 持つ。 従来、

ミ ズニラ と 考えら れてき たも のは現在ミ ズニラ と ミ ズニラ モド キに分け

ら れており 、 ミ ズニラ モド キは大胞子の網状突起が長く 、 密に生じ 、 小

胞子の表面に針状突起があるこ と で区別さ れる。 ミ ズニラ は６ 倍体有性

生殖種で、 国内では本州と 四国の低地に広く 分布し たが、 ミ ズニラ モド

キは8 倍体有性生殖種で東北・ 関東の太平洋側や瀬戸内海各県から 報告

さ れている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 出雲部のため池数ヵ 所に産地が知ら れていたが、 現在確認でき ないと

こ ろ も 多く 、 個体数も 非常に少ない。

存続を脅かす原因

　 ため池の環境変化。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 辻井要介

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ミ ズニラ
ミ ズニラ 科

I so e tes ja p o n ica  A.Brau n

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内の産地がまれであり 、 現在確認でき ると こ ろ がない。 また、 全国

的にも 生育地は少なく 。 減少傾向が著し い。

概　 　 要

　 外見では他のミ ズニラ 類と 区別でき ないが、 全体的に大型で、 大胞子

表面はと ぎれた畝状隆起があり 、 小胞子表面に針状突起がある。 従来は

シナミ ズニラ と 混同さ れていたが、 シナミ ズニラ は小胞子の長径が3 0 µ

ｍ以下で気孔の孔辺細胞長は8 0 µｍ以下であるのが、 オオバシナミ ズニ

ラ では小胞子の長径は3 0 µｍ以上で気孔の孔辺細胞長は8 0 µｍ以上であ

るこ と で区別さ れると いう 。 シナミ ズニラ は４ 倍体有性生殖種で国内で

は九州各県や佐渡に見ら れ、 タ イ プは中国であり 、 オオバシナミ ズニラ

は６ 倍体有性生殖種で、 茨城・ 長野と 中国（ 岡山、 広島、 島根、 山口の

各県）、 四国（ 高知）、 九州（ 福岡、 大分、 宮崎） に分布する。 また、 国

外では朝鮮半島に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 最近まで出雲部のため池や休耕田に産地が知ら れていたが、 現在はど

こ も 確認でき ない状況である。

存続を脅かす原因

　 ため池や休耕田の環境変化。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2
柳浦（ 2 0 0 4 ） 仁多町でオオバシナミ ズニラ を 採集， 島根植物研究会会報4 :9 　 島根植物研究会

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類（ E N ）撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）
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（ VU ）
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（ CR＋EN ）
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選定理由

　 県内の産地は１ カ 所のみ確認さ れており 、 個体数も 少ない。 他の産地

から 離れた分布であり 、 環境の変化により 絶滅が心配さ れる。

概　 　 要

　 湿地に群生する 夏緑性草本で、 地下茎は長く 匍匐し 、 直立茎を つけ

る。 茎は高さ 2 0 －6 0 cmで枝を 輪生する。 胞子嚢穂は主軸に頂生し １

－3 .5 cm。 0 .5 －３ cmの柄を 持つ。 国内で は北海道や本州（ 関東・ 中

部以北） に分布する。 国外では北半球の温帯に広く 分布する。 栄養茎に

胞子嚢穂を つけたミ モチスギナと は枝の最下の節間が主軸の葉鞘より 短

いこ と で区別でき る。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部の湿地に生育し ているが、 以前から 分布が知ら れていたよう であ

る。「 日本産シ ダ植物標準図鑑Ⅰ」 で はイ ヌ ド ク サの扱いと さ れたが、

誤認である。 他の地域と は非常に離れた分布ではあるが、 自然分布と 考

えら れ、 非常に貴重な生育地である。

存続を脅かす原因

　 ごく 限ら れた場所であり 、 遷移や乾燥化による絶滅が心配さ れる。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
宮本巌（ 1 9 7 0 ） 西部石見の高等植物目録　 補遺Ⅲ、 益田高等学校高津川総合学術調査研究報告： 5 2 -5 3 　 益田高校
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2
柳浦正夫（ 2 0 1 3 ） 植物の分布・ 観察報告　 (4 4 )イ ヌ スギナE q u ise tu m  p a lu s tre  L .の再確認， 島根植物研究会会報2 4 ： 9

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 西限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

イ ヌ スギナ
ト ク サ科

Eq u ise tu m  p a lu stre  L.

ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 全国的に個体数が少なく 、 県内でも 生育が限ら れている。

概　 　 要

　 夏緑性のシダ植物で、 栄養葉は3 回羽状複葉で水平に開く 。 胞子葉は

栄養葉と ほぼ同じ の長さ と なり 、 2 ～3 回羽状で軸に延着し 棒状になる。

小羽片は尖る。 近縁のナツノ ハナワラ ビは胞子葉が栄養葉より はるかに

長く 、 胞子葉は3 回羽状複葉で似ている が羽片が広がるのが異なる 。 北

半球の冷温退部に広く 生育する が、 国内では北海道から 九州の山地の冷

温帯域に生育し ている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） の森林下に生育し 、 2 0 1 3 年採集の丹後亜興による 標本

が国立科学博物館に収蔵さ れ、「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 に反映さ

れている。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ナガボノ ナツノ ハナワラ ビ
ハナヤスリ 科

Bo trych iu m  strictu m  Un derw .

ー ー
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（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県下で確認さ れている箇所が少なく 、 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 小型の夏緑性のシダで 栄養葉は細長く 、 線形から 卵形で胞子穂は４

cmになる も のも ある。 北海道から 南西諸島の海岸の湿っ た砂地から 川

原などに生育し 、 シベリ ア・ 中国・ 台湾やミ ク ロネシアに分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 杦村（ 1 9 9 7 ） で「 益田―飯浦海岸に多産し たと 聞く が確認でき てい

ない。」 と さ れている が、 現在も 同様の状況である。 隠岐（ 島後） での

生育が報告さ れ、 丹後亜興によ る2 0 1 3 年に採集さ れた標本が国立科学

博物館に収蔵さ れている。

存続を脅かす原因

　 除草剤散布。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）
●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ハマハナヤスリ
ハナヤスリ 科

Op h io g lo ssu m  th erm a le  Kom arov

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて局地的であり 、 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 樹幹や岩隙生の多年生の常緑草本で、 地上茎は直立し 、 ２ 叉分岐をす

る。 高さ は1 0 －4 0 cmほど で、 全体緑色で 枝には稜があり 、 断面は３

角形と なる。 胞子嚢群は３ 室で、 枝につく 短い側枝の上に単生する。 国

内では本州（ 宮城、 石川県以西の暖地） から 南西諸島にかけて分布し 、

韓国（ 済州島）・ 中国南部から 、 世界の熱帯・ 亜熱帯に広く 分布する。

開発や採集により 、 生育地が減少し ている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 出雲部の数か所で生育が確認さ れていたが、 見ら れなく なり 、 現在生

育し ている場所は知ら れていない。 いずれも 県内では個体数はわずかで

あっ た。 日本海側の分布と し て山口の笠山から 飛んで分布し 、 石川県に

も 記録があっ たよ う であるが、 絶滅し たよう である。 また、 栽培株由来

の胞子から 生育する こ と も あり 、 自生かそう でないのか区別が難し く

なっ ている。

存続を脅かす原因

　 生育地の開発や遷移、 また採集によ る減少。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）
●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
廣江伸作（ 2 0 1 6 ） 安来市のシダ植物相， 島根植物研究会3 1 ： 2 -6
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2
柳浦正夫（ 2 0 1 9 ） 松江市植物目録（ シダ植物） 6 0 3 -6 0 7 「 松江市史 史料編１  自然環境」 6 4 9 pp． 松江市史編集委員会（ 編）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： ー

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

マツバラ ン
マツバラ ン科

Psi lo tu m  n u d u m  ( L.) Beau v.

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内では生育地がき わめて少なく 、 個体数が限ら れている。 国内での

自生の北限と なる。

概　 　 要

　 樹幹やまれに岩上に着生し 、根茎が長く 匍匐する。 常緑で、葉柄は0 .8

－２ cmで葉身は単羽状複生で長さ 1 0 －3 0 cm、 幅1 .5 －４ cmで先端は

円頭から 鋭頭で基部はく さ び形である。 胞子嚢群は狭く なっ た裂片に生

じ 、 包膜はコ ッ プ状である。 国内では本州南西部（ 和歌山県・ 三重県・

島根県・ 山口県およ び伊豆諸島神津島）・ 四国・ 九州・ 南西諸島の森林

中に見ら れ、 イ ンド から ミ ク ロネシア・ マレ ーシアにかけての熱帯に分

布する 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部の照葉樹林下の岩上や樹上に着生し たも のが確認・ 報告さ れてい

る。

存続を脅かす原因

　 附近の森林伐採にと も なう 環境の変化。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
澤江宏・ 篠原良夫（ 2 0 0 7 ） 益田市に自生する シダ植物(1 1 )， 島根植物研究会会報1 3 ： 1 1 -1 3
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ツルホラ ゴケ
コ ケシノ ブ科

Crep id o m an es a u ricu la tu m  ( Bi.) K.Iw ats.

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内では1 か所し か確認さ れておら ず、 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 小型で根茎は針金状で長く 匍匐し 、 毛に覆われる。 葉は卵形で葉身は

長さ 2 cm、 幅1 .5 cm程度で、 2 回ー3 回に羽状深裂する。 ホソ バコ ケシ

ノ ブに似る が、 胞子嚢群が先端部に集まるこ と が異なる。 山地の明るい

岩壁などに着生する。 北海道から 九州まで点在し て分布し 、 国外では朝

鮮や中国、 台湾に分布し ている 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内では東部の山地の岩壁での生育が確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 遷移による被陰。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」． 4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」． 3 1 1 pp .平凡社,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相． ホシザキグリ ーン 財団研究報告(1 )： 2 2 1 -2 3 2　 ホシザキグリ ーン 財団
柳浦正夫・ 柴田一樹（ 2 0 2 3 ） 猿政山でヒ メ コ ケシノ ブを 確認． 島根植物研究会会報(4 4 )： 3 　 島根植物研究会

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ヒ メ コ ケシノ ブ
コ ケシノ ブ科

H ym en o ph y l lu m   co rean u m  N aka i

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 全国的にまれな植物と なっ ており 、 県内ではき わめてまれな植物であ

る。

概　 　 要

　 根に長い根毛が宿存する他、 葉状体が三角形と なり 、 葉の表面に粒状

突起が密生するのを特徴と する。 オオアカ ウキク サは葉の上部に突起が

ないかほと んどなく 、 根毛は早落性なので区別でき る 。 さ ら に近年帰化

アカ ウキク サ類があり 長い根毛が見ら れるなどアカ ウキク サと 同じ 形態

を も つが、 葉状体の形や葉の表面の突起の違いから 区別で き る。 本州

（ 東京都と 東海地方以西の暖地）・ 四国・ 九州・ 南西諸島で、 水田や湖沼、

溝などの表面に生じ 、 冬季に特に鮮やかな赤色と なる。 除草剤の影響で

減少が著し い。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部各地の自生が標本から 確認でき るが、 絶滅し 、 確認でき なく なっ

た。 確実な分布の記録は辻井（ 2 0 2 1 ） によ る 東部での2 0 0 5 年の報告

までである。こ れ以降の報告は帰化アカ ウキク サ類の誤認と 考えら れる。

存続を脅かす原因

　 除草剤散布。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」． 3 1 1 pp .平凡社,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2
辻井要介（ 2 0 2 1 ） 松江市大垣町で確認さ れたアカ ウキク サの記録， 島根県立三瓶自然館研究報告1 9 ： 5 3 -5 4 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類（ E N ）撮影者（ 提供者）： 辻井要介

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

アカ ウキク サ
サンショ ウモ科

Azo lla  im b rica ta  ( Roxb .ex Grif f .) N akai

野生絶滅
（ EW ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 産地・ 個体数と も に少ない。 日本での分布の北限を 構成し ている。

概　 　 要

　 地上生の常緑シダで根茎は短く 斜上し 、 葉を叢生する。 栄養葉は単羽

状で、 羽片の上側は中軸に流れてつく 。 頂羽片ははっ き り せず、 側羽片

が鎌状に曲がる。 本州（ 伊豆諸島・ 伊豆半島以西の暖地）・ 四国・ 九州・

南西諸島に生育し 、 国外では台湾・ 中国南部から アジアの熱帯に広く 分

布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布はと ても 希少で、 西部と 東部で局所的な生育が報告さ れ

ているが、 現在生育が見ら れると こ ろ は限ら れている。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
澤江　 宏・ 篠原良夫（ 2 0 0 4 ） 益田市に自生する シダ植物(4 ):， 島根植物研究会会報５ ： 2 -3
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

タ カ サゴキジノ オ
キジノ オシダ科

Pla g io g yria  a d n a ta  ( Bl.) Bedd .

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内で1 ヵ 所の生育が報告さ れているだけである。

概　 　 要

　 特徴地上性ま たは岩上生の常緑のシダで し ばし ば群生する 。 葉柄は

光沢のある 褐色で、 5 －1 0 cm。 ほと んど無毛。 根茎は短く 斜上し 、 葉

は単羽状複生で長さ 1 5 －3 0 cm、 幅2 －3 cm。 葉は薄く 、 生時深緑色、

普遍は5 0 対前後ある。 胞子嚢群は円形で小さ い。 本州（ 福島県・ 関東

地方以西）・ 四国・ 九州に見ら れ、 中国・ 台湾に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部の山地の岩壁に生育すると さ れる。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
澤江　 宏・ 篠原良夫（ 2 0 0 9 ） 益田市に自生する シダ植物(1 5 )、 島根植物研究会会報1 7 :3 -5 、 島根植物研究会

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

フ ジシダ
コ バノ イ シカ グマ科

M on ach o so ru m  m axim ow iczii  ( Baker)  H ayata

ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内では産地も 個体集も 少ない。

概　 　 要

　 川沿いの湿度の高い岩などに付着する多年草。 根茎は短く 、 葉は叢生

し 、 葉身は披針形から 線形で先端はややと がる。 基部はし たいに細く な

り 長く のびる 。 色は暗緑色で光沢がある。 国内では本州中部以西から 九

州に分布し 、 台湾・ 中国・ イ ンド シナ半島・ マレ ーシアと 広く 分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 正式な報告は少ないが、 東部から 西部にかけて丘陵域の被陰さ れた川

の岩に点々と 確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 遷移、 採集。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： ー

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）
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選定理由

　 県内では産地が限ら れている。

概　 　 要

　 常緑性のシダで、 葉柄は光沢のある紫褐色から 赤褐色であり 、 葉身は

三角状卵形で３ 回羽状に分枝する 。 小葉は倒三角状卵形で基部はく さ び

形になり 、 胞子嚢群が１ 個つく 。 胞子嚢群のつく 先端はややく ぼむ。 国

内での分布は本州・ 四国・ 九州であり 、 ややかわいた林中の岩上や岩の

傍ら の地上に生育し 、 朝鮮半島南部・ 中国・ 台湾に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内では東部の岩上に生育し ている が、 数ヵ 所の限ら れた場所にのみ

分布するだけで、 個体数も 少ない。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 土砂堆積、 採集。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
梶谷雄基（ 1 9 7 0 ） 島根県簸川郡河南部のシダ植物の分布について， 島根大学教育学部付属中学校研究紀要１ ５ ： 2 1 -3 3 　 島根大学教育学部付属中学校
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2
柳浦正夫（ 2 0 2 0 ） 植物の分布・ 観察報告　 (5 6 )梶谷雄其氏報告のハコ ネシダを 再確認， 島根植物研究会会報3 9 ： 2 -3

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 佐藤仁志

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ハコ ネシダ
イ ノ モト ソ ウ科

Ad ia n tu m  m on o ch lam ys Eato n

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内では産地・ 個体数と も に少ない。 また、 国内の日本海側での北限

と なっ ている 。

概　 　 要

　 常緑性で根茎は短く 、 葉柄は光沢のある 赤褐色で長さ は2 0 －2 5 cm。

葉身は２ 回羽状深裂し 、 広披針形から 長披針形で、 頂羽片がある。 側羽

片は３ －６ 対ある。 胞子嚢群は葉の縁につける。 国内では本州（ 関東地

方以西）・ 四国・ 九州・ 南西諸島で、 暖地の山麓から 村落近く の日当た

り のよい場所から 陰地にかけて生育し 、南部ではややふつう に見ら れる。

国外では朝鮮半島・ 台湾・ 中国に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 石見の中部や西部の標本と と も に東部での記録も ある。 東部の産地で

は遷移によっ て被陰さ れ生育が見ら れなく なっ ている。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 採集。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
柳浦正夫（ 2 0 2 1 ） 植物の分布・ 観察報告(6 4 )松江市でアマク サシダの生育について， 島根植物研究会会報4 0 ： 6

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 自然環境課

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

アマク サシダ
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Pteris d isp a r Ku n ze
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選定理由

　 県内で採集さ れた標本がある。 全国的にも 希少種であるので自生が確

認さ れた場合厳重な保護を必要と する。

概　 　 要

　 常緑性で、 根茎は短く 匍匐し 、 葉は線状で長さ 2 5 －4 5 cm、 幅３ －

５ mm。 葉の表面に中肋が隆起し 、 その両側に溝がある。 胞子嚢群は葉

縁と 中肋の中間の浅い溝に生じ る。 本州（ 奥多摩以西）・ 四国・ 九州で、

山中の岩上や樹幹に着生するがまれである。 国外では中国南西部に分布

する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県西部で記録さ れ、 標本も 博物館に納めら れているが、 現状は不明で

ある。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 土砂の堆積、 採集。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
倉田　 悟・ 中池敏之（ 1 9 8 7 ）「 日本のシダ植物図鑑５ 」 8 1 6 pp .． 東京大学出版会， 東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ナカ ミ シシラ ン
イ ノ モト ソ ウ科

Vitta ria  fu d zin o i M akin o

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 生育地・ 個体数と も に非常に少ない。

概　 　 要

　 常緑性の小型のシダであり 、 葉を 叢生する。 葉柄は短く ２ －５ cmで

葉身は２ 回羽状複生し 、 広披針形から 三角状長楕円形で、 鋭頭。 長さ ２

－1 5 cm。 幅１ －４ cm。 胞子嚢群は裂片に１ －４ 個つき 長楕円形で長

さ ２ －３ mm。 北海道・ 本州（ 主と し て太平洋側）・ 四国・ 九州でやや

薄暗い岩上に生じ る。 国外では台湾から 中国・ ヒ マラ ヤに分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県西部の生育は報告さ れ、 標本も 収蔵さ れている。 こ れと 同所に生育

し ている と 思われる個体も 2 0 0 0 年代に確認さ れているが、 近年確認さ

れていない。

存続を脅かす原因

　 土壌堆積、 遷移、 採集。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
倉田　 悟・ 中池敏之（ 1 9 8 1 ）「 日本のシダ植物図鑑２ 」 6 4 8 pp .． 東京大学出版会， 東京
澤江　 宏・ 篠原良夫（ 2 0 0 7 ） 益田市に自生する シダ植物(1 0 )， 島根植物研究会会報1 2 :7
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）
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選定理由

　 県内での生育地は１ カ 所のみ知ら れている。全国的に希少な種である。

概　 　 要

　 根茎が長く 這い、 先端部に葉を つける、 葉柄はわら 色で長さ 約1 0 cm

でまばら に鱗片を つける 。 葉身は倒披針形で鋭尖頭、 長さ 2 0 －5 0 cm、

幅５ －８ cm、 下部の羽片はし だいに短く なり 、 下部数対は耳状になる。

胞子嚢群は裂片の辺縁より につき 、 胞膜は円腎形である 。

　 静岡県・ 中部地方西部・ 中国（ 広島・ 山口）・ 四国（ 徳島県・ 愛媛県）・

九州（ 北・ 中部） と 屋久島にややまれに分布する。 国外では韓国（ 済州

島）・ イ ンド ・ スリ ラ ンカ から ニュ ーギニアにかけての地域に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部で生育地が確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
澤江　 宏・ 篠原良夫（ 2 0 1 0 ） 益田市に自生する シダ植物(1 6 )， 島根植物研究会会報1 8 ： 2 -4 ， 島根植物研究会
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ホソ バショ リ マ
ヒ メ シダ科

Th e lyp te ris b ed d om e i ( Bak.) Ch in g

ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地は１ カ 所のみ知ら れている。 国内で北限と なる。

概　 　 要

　 常緑性で、 根茎が長く 這い、 間隔をおいて葉をつける。 葉柄は長さ ２

－４ cm、わら 色で有毛。基部は黒色。葉身は３ －８ cm、幅0 .8 －２ cmで、

長楕円形～広披針形で鋭頭。 羽片は４ －８ に切れ込み、 円頭である。 胞

子嚢群は裂片の辺縁より につき 、 胞膜は円形から 楕円形で、 包膜は円腎

形である。 国内では主と し て太平洋側で伊豆半島・ 紀伊半島南部・ 四国

南部・ 九州（ 西・ 南部）・ 南西諸島に分布し ている 他、 広島県（ 宮島）

で確認さ れている。 また近年、 山口県の北部の海岸部で確認さ れたが、

県内の分布はこ の産地に近い場所である。 国外では台湾に分布し 、 明る

い林下や斜面、 路傍に生育する 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部の海岸近く で少数生育し ている のが報告さ れている 。

存続を脅かす原因

　 遷移、 被陰。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
澤江　 宏・ 篠原良夫（ 2 0 0 5 ） 益田市に自生する シダ植物(6 )、 島根植物研究会会報8 ： 1 4 、 島根植物研究会
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ヒ メ ハシゴシダ
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選定理由

　 国内での生育地は少なく 、 県内の分布は国内の分布の北限域を構成し

ている。 日本海側では他に生育地はなく 、 熊本県や愛媛県から 飛んで分

布し ているき わめて貴重な種である。

概　 　 要

　 常緑で 根茎は這い、 葉が約５ mmと 短い間隔で つく 。 葉柄は2 0 －

4 0 cmで葉身は長楕円状披針形で下部に向かっ てし だいに狭まる。 こ れ

は下部の羽片が短く なるこ と によ る。 ２ 回羽状中裂から 深裂し 、 側脈が

単状ではっ き り 見え、 胞子嚢は裂片の中肋より に生じ 、 円形である。 千

葉県以西の本州南部と 四国・ 九州の山地にややまれに生じ る。 国外では

朝鮮半島・ 中国・ 台湾に分布する 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 報告さ れている のは西部で4 箇所と 考えら れる が、 現在知ら れている

県内の分布は３ カ 所である。 いずれも 個体数はわずかで、 川沿いの林下

で常時湿っ た状態にある岩壁に生育し ている。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
倉田　 悟・ 中池敏之（ 1 9 8 3 ）「 日本のシダ植物図鑑３ 」 7 2 8 pp .東京大学出版会
澤江・ 篠原（ 2 0 0 8 ） 益田市に自生するシダ植物(1 3 )， 島根植物研究会会報1 5 ： 5 -6
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ミ ゾシダモド キ
ヒ メ シダ科

Th e lyp te ris o m e ien sis ( Bak.) Ch in g

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内では個体数が少ない。

概　 　 要

　 緑性のシ ダで 根茎は短く 直立し 、 葉を 叢生する。 葉柄は長さ １ －７

cmで関節はなく 、 赤褐色で光沢がある。 葉身は２ 回羽状深裂し 、 狭披

針形、 鋭尖頭で長さ ５ －3 0 cm、 幅1 .5 －５ cm。 胞子嚢群は裂片の辺縁

近く につき、 包膜は球形嚢状で大き いので名前の由来にな っ て いる。 　

北海道から 九州の各地に生育する が、 北部に多い。 山林や林縁などの岩

上に生じ る。 国外では朝鮮半島・ 中国（ 北部・ 東北部）・ アムール・ ウ

スリ ーに分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部と 西部の中国山地の林下の岩上に少数生育し ている のが報告さ れ

ており 、 いずれも 個体数は少ない。

存続を脅かす原因

　 遷移、 採集。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
澤江　 宏・ 篠原良夫（ 2 0 0 8 ） 益田市に自生する シダ植物(1 3 )， 島根植物研究会会報1 5 :5 -6
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2
柳浦正夫（ 1 9 9 1 ） 大万木山のシダ植物について， 島根野生研会報７ ： 1 7 　 島根野生生物研究会

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

フ ク ロシダ
イ ワデンダ科

Acysto p te ris ja p o n ica ( Lu erss.) N aka i

ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 柿木村の鈴の大谷山が基準標本産地であるシダ植物であり 、 他県では

個体数は多く はないが、 県内では産地は少ないが個体数は比較的多いと

こ ろ も ある。 ただ産地が限ら れており と ても 希少である。

概　 　 要

　 常緑性で根茎は直立し 、 数枚の葉を 叢生する。 葉柄は赤紫色を おび、

長さ 約2 0 cm、 １ 回羽状深裂する。 県西部と 近隣の山口県・ 広島県に産

地が知ら れていたが、 県内では東部に、 また県外では鳥取県西部や兵庫

県でも 自生が確認さ れている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 現在東部と 西部でそれぞれ数カ 所知ら れている。 基準標本産地の鈴の

大谷山では樹林伐採・ 崩土で絶滅し た場所も あっ たと 聞く が、 環境に変

化も なく 以前から 生育個体数が比較的多いと 思われる場所も ある。 いず

れの地も 森林に覆われた陰湿な斜面に生育し ている。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 採集。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2 　 ホシザキグリ ーン 財団

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ヘイ ケイ ヌ ワラ ビ
イ ワデンダ科

Ath yriu m  erem ico la  Oka et Ku ra ta

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 日本での自生北限であり 、 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 常緑性の大型のシダであり 、 根茎は短く 、 葉を 叢生し 、 葉柄は長さ

4 0 －8 0 cmで密に鱗片を つける 。 基部の鱗片は褐色を おびたわら 色で、

上部は黄褐色。 葉身は卵状三角形で３ 回羽状深裂する 。 国内での分布は

本州（ 千葉県・ 伊豆半島・ 伊豆諸島・ 紀伊半島南部・ 島根県）・ 四国南部・

九州・ 南西諸島で山地の林下に群生する。 国外ではイ ンド 北東部・ 中国

南部・ 台湾・ グアム・ フ ィ リ ピン・ ジャ ワ・ バリ ・ 東ニュ ーギニアと フ ィ

ジーに分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内では島根半島の西部に数カ 所の自生が見ら れる。 やや乾燥し た照

葉樹林やスギ林の林床内に自生し ているも のが多く 、 個体数の多いと こ

ろ も あるが、 遷移や被陰などにより 減少し ていると こ ろ も ある。 日本海

側では佐賀県から 飛び離れて分布する 国内の自生北限である。

存続を脅かす原因

　 一斉伐採、 被陰、 シカ の食害。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

カ ツモウイ ノ デ
オシダ科

Cten itis su b g la n d u lo sa ( Han ce) Ch in g

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 生育地も 個体数も 少ない。 人為的影響を受けやすい場所にあり 、 絶滅

が心配さ れる 。

概　 　 要

　 常緑性のシダ植物で、 根茎は塊状。 根茎や葉柄下部につく 鱗片は卵状

長楕円形から 卵状披針形で、 鋭尖頭。 葉柄は長さ 2 5 －4 0 cmで、 葉身

は狭長楕円形で、 長さ 5 0 cmになる こ と も ある。 単羽状複生し 、 側羽片

は2 －6 対、 卵状で鋭尖頭、 耳状突起が両側に出る。 また、 鋭い鋸歯が

並んでいる。 胞子嚢群は多数が葉裏に散生し 、 苞膜は灰白色で、 不規則

な鋸歯縁と な る。 本州（ 関東地方以南）・ 四国・ 九州の山地に生育し 、

石灰岩地に多い。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 報告さ れている。 山域の林縁に少数の生育が見ら れる。 西部

から の報告がある が、 現状は不明である 。

存続を脅かす原因

　 被陰、 遷移、 刈り 取り 。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
南　 敦（ 1 9 8 7 ） 島根県にタ カ サゴキジノ オ、 メ ヤブソ テツ 、 イ ズヤブソ テツがあっ た， 日本シダの会会報6 9 :2 8 -2 9
柴田一樹・ 柳浦正夫・ 井上雅仁（ 2 0 2 1 ） 島根県東部で確認さ れたメ ヤブソ テツ ， 島根県立三瓶自然館研究報告1 9 :5 5 -5 6
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

メ ヤブソ テツ
オシダ科

Cyrto m iu m  ca ryo tid eu m  ( Wal l. ex H ook. et Grev.)  C.Presl

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 全国的に個体数が少なく 。 県下では個体数が非常に少ない。 分布の北

限を構成する 。

概　 　 要

　 常緑性で葉を 叢生する 。 側羽片は1 0 －2 0 対で広披針形、 耳片は発達

し ない。 包膜の中心部が黒褐色の場合が多く 、辺縁は不規則に切れ込む。

本州（ 静岡以西）・ 四国（ 徳島県）・ 九州の山林中に見ら れる。 現在、 国

内に固有の変種と さ れている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 石見西部の林下に生育が確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

イ ズヤブソ テツ
オシダ科

Cyrto m iu m  fo rtu n e i  J.Sm . var. a tro p u n cta tu m ( Ku rata) K.Iw ats.

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 全国的に個体数が少なく 。 県下では個体数が非常に少ない。 分布の北

限を構成する 。

概　 　 要

　 常緑性のシダ植物で、 葉を 叢生する。 側羽片は６ －1 0 対程度であり 、

幅がヒ ロハヤブソ テツに比べ、 やや狭く 、 長楕円形から 狭長楕円形。 基

部が円みを持たず、 広いく さ び形である。 頂羽片も 小さ い。 包膜に鈍鋸

歯があり 、 中央部の色がやや濃い。 本州（ 栃木県・ 千葉県以西）・ 四国・

九州で山林中の比較的湿っ たと こ ろ に生じ る。 国外では中国に産する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県下では、西部の谷の林下に少数生育し ているも のが確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 土砂堆積。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ツク シヤブソ テツ
オシダ科

Cyrtom iu m  m acro p hy llu m ( M akin o ) Tagaw a var. tu ku sico la ( Tagaw a) Tagaw a

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内では産地や個体数が少なく 、 環境の変化により 生育地が消失する

危険性がある 。

概　 　 要

　 常緑性のシダ植物で、 根茎は斜上し 、 少数の葉を展開さ せる。 葉柄は

長さ 3 0 －6 0 cmで、 鱗片は黒褐色で光沢がある。 葉身は卵状三角形か

ら 5 角形で長さ 3 0 －5 0 cm、 幅2 5 －3 5 cm、 先端はやや長く 鋭尖頭で、

基部は下向き 第一小羽片が長く 、 羽片の基部につく のを特徴と する。 小

羽片は長楕円状披針形披針形で鈍頭。 胞子嚢群は小羽片の辺縁と 小羽軸

の中間につき 、 苞膜は全縁と なる 。 国内では本州（ 東海地方・ 近畿・ 中

国西部）・ 九州に分布し 、 台湾やフ ィ リ ピンにも 見ら れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部に数ヵ 所生育が知ら れている。 丘陵域の林下の斜面などに生育す

る。

存続を脅かす原因

　 遷移、 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
澤江宏・ 篠原良夫（ 2 0 1 2 ） 益田市に自生する シダ植物(2 1 )， 島根植物研究会会報2 3 ： 4 -5 　 島根植物研究会
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

タ カ サゴシダ
オシダ科

Dryop te ris fo rm o san a  ( H .Ch rist)  C.Ch r.

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 個体数が少なく 、 他の分布と 非常にはなれた分布と なっ ている。

概　 　 要

　 常緑性のシ ダで 根茎は短く 、 横走から 斜上する。 葉柄は長さ 4 0 －

6 0 cmで開出する 鱗片を 密生し 、 下部は淡褐色～濃褐色である。 葉身は

3 0 －5 0 cm、 幅3 0 －6 0 cmで広卵状三角形～卵形で下部は４ 回羽状深

裂～全裂する。 最下羽片が最大で非対称の三角形である 。 胞子嚢群は小

羽軸の近く につき 、 包膜は小さ い。 似たホウノ カ ワシダと は葉柄の鱗片

は淡褐色～濃褐色で、 小羽片の裂片は狭披針形、 鋸歯縁、 脈がはっ き り

見え、 包膜があるこ と で区別さ れている。 国内では屋久島の山地に生育

が知ら れており 、 国外ではヒ マラ ヤ・ タ イ 北部・ 中国・ 台湾・ フ ィ リ ピ

ンに分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部山地の谷上部の林下で生育が発見さ れた。 個体数はわずかで2 0

株程度である。 国内では屋久島から 離れて分布するも ので、 と ても 貴重

な生育地である。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 土砂堆積。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
澤江　 宏・ 篠原良夫（ 2 0 0 4 ） 益田市に自生する シダ植物(3 )， 島根植物研究会会報4 ： 1 -2
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類（ E N ）撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ホウラ イ ヒ メ ワラ ビ
オシダ科

Dryop te ris h en d erso n ii ( Bedd .) C.Ch r.

ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 生育地・ 個体数と も に少ない。 国内での自生の北限域をなすも のであ

る。

概　 　 要

　 常緑生で、 根茎は短く 、 葉は奇数羽状複葉である。 側羽片は２ －６ 対

あり 、 線形で鋭尖頭、 基部は円形から 切形で長さ は1 5 －3 0 cmである。

頂羽片も 側羽片と 同様な形である。千葉県以西の本州の太平洋側と 四国・

九州に分布し 、 山地の林下に生じ る。

県内での生育地域・ 生育環境

　 石見西部に少数の分布が知ら れていたが、 近年、 中部や東部にも 分布

が知ら れた。 スギ林の林床等に生育する。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2
柳浦正夫（ 2 0 1 6 ） 大田市で見つかっ たナガサキシダ， 島根植物研究会会報3 0 :5 -6 、 島根植物研究会

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： ー

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ナガサキシダ
オシダ科

Dryop te ris sieb o ld ii ( van  Hou tte ex M ett.) O.Ku n tze

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県下では生育地は限ら れており 、 個体数が非常に少ない。 全国的にも

同様である。

概　 　 要

　 常緑性で葉は狭線形で長さ は3 0 －5 0 cm、 中肋は表面がく ぼんで １

条の溝と なる。 胞子嚢群は連なっ て線形と なる。 国内では本州（ 能登半

島・ 長野・ 静岡・ 愛知・ 岐阜・ 近畿地方・ 中国地方西部）・ 四国・ 九州（ 大

分県耶馬渓） で、 深山の原生林中の樹幹や岩上に生じ る。 国外では台湾

と 中国（ 中部から 南西部） に分布する 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 石見西部の山域の川沿いなどの陰湿な場所の樹幹や岩上に少数生育し

ている。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 採集。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類（ E N ）撮影者（ 提供者）： ー

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ク ラ ガリ シダ
ウラ ボシ科

Drym o taen iu m  m iyo sh ia n u m ( M akin o ) M akin o

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 暖地に生えるシダ植物で、 国内での分布の離れた北限と なるも のであ

る。

概　 　 要

　 常緑性で 根茎は長く 伸び， 径1 －1 .5 mmで、 ま ばら に褐色から 赤褐

色の鱗片を つける。 葉は2 －4 cmの間隔をおいてつき、 単葉で胞子嚢を

つけない葉は卵形から 洋梨形、 長さ 2 －4 cm、 幅1 .5 －3 cm、 胞子嚢を

つける 葉は基部は卵状、 先端は舌状と な り 、 長さ 5 mm、 幅0 .5 －2 cm

と やや細長く なる。 胞子嚢群は中肋と 辺縁の中間で先端から 中央まで並

ぶ。屋久島の山地で樹幹や岩上に生育する。島根県でも 発見さ れている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部の丘陵域の谷部の林下の岩に群生し ていたが、 道路拡張のため生

育地はなく なっ た。 保存のために近く の岩に移殖さ れている。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 採集。

特記事項

　 島根県のオニマメ ズタ は胞子嚢をつけない葉は卵状であるが、 つける

葉は卵状のも のから 、 長さ 2 .5 cm程度で かな り 細長く な っ たも のま で

変化が多い。 また、 中池（ 1 9 9 2 ） で「 島根県の個体の胞子は著し く 不

定形を呈し 、 マメ ズタ と ヒ メ ノ キシノ ブの雑種でないかと 疑っ てみたく

なる も のである。」 と さ れる よ う にこ の種の扱いは今後確定さ れる も の

と 思われる。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）
●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠA 類（ C R ）撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

オニマメ ヅタ
ウラ ボシ科

Lep id o g ram m itis p yri fo rm is ( Ch in g ) Ch in g

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内で生育地は少なく 、 全国的にも 個体数は少ない。

概　 　 要

　 根茎は長く 這い、 葉柄は３ －５ cmで葉は披針形で基部に近いと こ ろ

で幅が最大になり 、 基部はく さ び型、 先端は尾状に伸び、 やや尖る。 胞

子嚢群は円形で、 中肋より につく 。 北海道から 九州までの各地で、 林中

の樹幹や岩上に生じ る。 朝鮮半島にも 分布するよう である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 中部や西部のブナ帯の樹幹に少数生育し ているのが確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 採集。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ホテイ シダ
ウラ ボシ科

Lep iso ru s an n u if ro n s ( M akin o ) Ch in g

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 暖地に生えるシダ植物で、 山陰地方では隠岐諸島にだけ分布すると て

も まれな植物である。 現地ではごく 少数の個体し か確認さ れず、 国内で

は山口県南部から 分布の離れた北限と なる。

概　 　 要

　 常緑性で根茎は長く 伸び， まばら に葉をつける。 葉は単葉で縁は全縁

から わずかに波打ち 、 葉身は披針形から 狭披針形で長さ 1 0 －3 0 cmほ

どである。 胞子嚢群は円形で下面にやや不規則に散在する。 本州（ 千葉

県・ 伊豆諸島・ 伊豆半島・ 紀伊半島・ 山口県・ 島根県）・ 四国（ 太平洋側）・

九州・ 南西諸島に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島前） の常緑樹林の僅かな範囲に生育が見ら れる 。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ヌ カ ボシク リ ハラ ン
ウラ ボシ科

M icro so riu m  b u erg eria n u m ( M iq .) Ch in g

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地は隠岐諸島に限ら れているが、 遷移により 生育地の環

境が悪化し 、 中には消失し た場所も ある。

概　 　 要

　 山地の岩上に生え、 根茎は這い、 長さ 2 0 －3 0 cmばかり の単羽状の

葉をつける 常緑の多年生のシダ植物である。 国内では北海道と 本州北部

に僅かに分布し 、 山陰では鳥取県の一部と 県内の隠岐諸島にのみ分布す

る。 国外では朝鮮半島、 中国、 ロ シア東部から ヨ ーロ ッ パ、 北アメ リ カ

と 北半球の温帯に広く 分布域があると さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐諸島では主要４ 島のいずれにも 生育が知ら れていたよ う だが、 現

在島後の生育は知ら れていない。 ミ ツ バイ ワガサなどの低木群落に出現

する隠岐諸島に特有な種であり 、 牛馬の放牧に起因する露岩地が生育適

地と なっ ていた。 し かし 放牧の廃止に伴う 遷移により 絶滅し ていると こ

ろ も あり 、 今後の推移が非常に心配さ れる種である。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類（ E N ）撮影者（ 提供者）： 自然環境課

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

オオエゾデンダ
ウラ ボシ科

Po lyp o d iu m  vu lg a re  L.

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 全国的にまれな植物であり 、 県内でも き わめてまれな植物である。

概　 　 要

　 常緑性で葉柄は1 2 －2 5 cmと 長く 、 葉身は３ －５ 裂し 、 葉裏は赤褐

色の星状毛で密に覆われている 。 胞子嚢群は主側脈の間に３ －７ 列に並

ぶ。 北海道から 九州まで分布し 、 深山の林中の岩上や樹幹に着生する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） と 東部と 西部の中国山地から 生育が報告さ れている。 山

地の空中湿度の高い川沿いなどの岩上や樹幹にまれに着生し ている。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 採集。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

イ ワオモダカ
ウラ ボシ科

Pyrro sia  h a sta ta ( Th u nb .exHou tt.) Ch in g

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

維
管
束
植
物

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

339339



選定理由

　 県内での現在の産地が１ カ 所に限定さ れており 、 除草剤並びにアメ リ

カ ザリ ガニやウシガエルなど移入種による食害によっ て産地の環境が悪

化し ている。

概　 　 要

　 １ 属１ 種で本州、 四国、 九州に分布。 植物体全体が長さ １ －３ cmほ

どの鋭い棘で覆われる１ 年生の浮葉植物で、 やや富栄養化し た泥深い池

沼や用水路に生育する。 塊状の茎から 太いひげ根を 多数泥中に伸ばし 、

時に直径２ m以上にも なる大型の浮葉を 叢生する。 光沢のある 葉の表面

にはし わが多数あり 、 裏面は濃紫色を帯び、 葉脈が桟状に隆起する。 花

には水中で自家受粉し て結実する閉鎖花と 、 水面上で開花する開放花の

２ つあり 、 花弁の色は赤紫色で美し い。 果実は長さ ５ －1 5 cm、 幅５ －

1 0 cmの楕円形で、 熟すと 分解し て寒天質の仮種皮によ っ て包まれた直

径約１ cmの黒色の種子を 多数放出する。 種子は仮種皮が腐る までの１

～２ 日間水面に浮かび、 その間に分散する。 種子は埋土種子と し て数十

年間にわたっ て休眠状態を保つこ と が報告さ れている 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 昭和3 0 年代までは松江城の堀にも 群生し ていた。 現在は松江市内の

１ つのため池での自生が確認さ れていたが、 最近はその姿を見せていな

い。 最近になっ て朝酌川の下流域にある中洲でオニバスが観察さ れたが

一時的なも のであっ た。 県の保護管理計画により 絶滅リ スク 分散のため

移植が実施さ れた結果、 県内の複数個所で野外での開花・ 結実が観察さ

れるよう になっ ている。

存続を脅かす原因

　 除草剤と アメ リ カ ザリ ガニやウシガエルなどの移入種による食害。

特記事項

　 日本各地の自生地で保護・ 保全のための施策が取ら れており 、 島根県

では2 0 1 0 年1 2 月に島根県指定希少野生動植物に指定さ れ、 保護管理

計画が定めら れている。

（ 執筆者： 國井　 秀伸）

●参考文献

波田善夫 （ 1 9 8 8 ） オニバスの復活． 水草研究会会報， 3 3 ･3 4 ： 3 1 -3 3 ．
三浦憲人 （ 2 0 2 2 ） オニバス関連文献リ スト ． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号， 3 1 ： 9 1 -1 0 2 .
上田常一 （ 1 9 6 1 ） 松江堀川の生物（ 旧稿）． 山陰文化研究所紀要， １ ： 1 -2 5 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 自然環境課

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

オニバス
スイ レ ン科

Eu rya le  f e ro x Salisb .

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 現在、 生息地が極限さ れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 多年生の蔓草で、 枝分れし て数ｍに伸びる。 葉は卵形で基部は心形、

長さ ５ cm前後で互生する。 花は葉の腋に数個ずつ着き 、 萼筒は球形で

先が細長く 伸びる 特徴的な形である。 実は緑色で長さ ３ cm程の卵形、

３ －４ cmの柄があっ て 下垂する。 国内で は山形から 島根の日本海側、

長野、群馬に分布し 、国外では朝鮮半島、中国北部、ウスリ ーに分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 朝鮮半島、 中国北部に分布が続く 大陸系の植物で、 国内で最初に気づ

かれたのは島根の松江市八雲町岩坂で採集さ れたも のである。 山麓の路

傍、 林縁、 川土堤などに生える。 県東部の山麓には数ヵ 所知ら れていた

が、 遷移などによ り 全て見ら れなく なっ ている。 隠岐諸島では島後、 西

ノ 島、 中ノ 島に記録があり 、 島後と 中ノ 島、 西ノ 島では現在も 生育が見

ら れる。

存続を脅かす原因

　 草地の刈り 取り 、 造成等。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）
●参考文献

井上雅仁（ 2 0 1 9 ） 松江市の植物（ シダ植物を 除く 植物） 総説及び目録、 松江市史編集委員会、 松江市史史料編１ 自然環境、 松江市， 5 9 9 -6 3 4
大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相， 島根県立三瓶自然館会報3 ::1 -4 9 　 三瓶自然館， 島根
杦村喜則（ 2 0 1 0 ） 島根県植物分布資料(5 2 )　 旧八雲村で のマ ルバウマ ノ スズク サA rr is to lo c h ia  c o n to rta  Bung e（ ウマ ノ スズク サ科） と ハネミ ギクV e rb e s im a  A lte rn ifo lia  
Br itt.（ キク 科　 北アメ リ カ 原産） について， 島根植物研究会会報1 9 ： 7 　 島根植物研究会、 島根

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

マルバウマノ スズク サ
ウマノ スズク サ科

Aristo lo ch ia  co n to rta  Bu n ge

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 生育地は限ら れていて、 生育地での個体数がき わめて少なく 、 まれで

ある。

概　 　 要

　 夏緑性の多年生草本。 葉身は薄く 卵状で基部心形、 長さ 3 .5 －1 3 cm、

幅3 －1 2 cm程度。 花は早春、 地際に咲いて、 径１ cm前後、 濃紫色。 萼

筒は膨ら み、 萼裂片は３ 枚で外側に反り 返る。 萼口は狭く なるが萼筒の

半分程度になる イ ズモサイ シン 対し 、 7 割程度と あまり 狭く なら ない。

本州、 四国、 九州に生育する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内では隠岐と 中部に生育地が点在し 、 主と し て夏緑樹林内に見ら れ

る。 前回のレ ッ ド リ スト まではイ ズモサイ シンと 混同さ れていた。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 遷移、 園芸上の採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物１ 」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
杦村喜則（ 2 0 0 6 ） 島根県の種子植物相（ 補遺） ,島根県立三瓶自然館研究報告(4 )： 4 1 -4 3 　 島根県立三瓶自然館
柳浦正夫・ 谷田貝繁明・ 井上雅人（ 2 0 2 4 ） 中国地方のウスバサイ シン 節の分布と イ ズモサイ シン と ウスバサイ シン と の形態比較 、 三瓶自然館研究報告(2 2 )： 2 7 -3 4 　 島根県立三
瓶自然館
山路弘樹・ 中村輝子・ 横山　 潤・ 近藤健児・ 諸田　 隆・ 竹田秀一・ 佐々木博・ 牧　 雅之（ 2 0 0 7 ） 日本産カ ン アオイ 属ウスバサイ シン 節の分類学的研究、 植物研究雑誌(8 2 )： 7 9 -
1 0 5

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ウスバサイ シン
ウマノ スズク サ科

Asiasa ru m  sieb o ld ii  ( M iq .)  F. M aek.

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 生育地はき わめて限ら れていて、生育地での個体数がき わめて少なく 、

まれである。

概　 　 要

　 夏緑性の低木で、 長さ 1 5 cm前後、 幅1 0 cm前後のやや大き い葉を 互

生する。 花は直径1 0 cm程で白色、 芳香があっ て特徴的である。 西日本

の山地に分布するが産地は多く ないも のと さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 奥出雲町）、 県中部（ 浜田市）、 県西部（ 益

田市） の中国山地脊梁部でまれに確認さ れているが、 いずれの箇所も 個

体数は僅かであっ て絶滅が心配さ れる 。

存続を脅かす原因

　 種々の目的によ る樹木伐採と 園芸上での枝の採取、 掘り 取り 。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

オオヤマレンゲ
モク レ ン科

M ag n o lia  sieb o ld ii  K.Koch  su b sp . jap o n ica  K.Ued a

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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https://science-net.kahaku.go.jp/,


選定理由

　 県内において、 生息地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 低地の草原や湿地に生育し 、 高さ 6 0 －1 2 0 cmにな る。 葉は1 枚で、

鳥足状に裂け、 1 7 －2 1 の小葉と なる 。 花序の柄は葉柄より 長く 、 仏炎

苞は緑色で一部紫色を帯びる。 舷部は広卵形で基部は著し く 狭まり 、 先

は尾状に長く 伸び尖る。 付属体も 先端が細く 尖り 、 上へ2 0 －3 0 cmと

長く 伸びる 。 本州から 九州に分布し 、 国外では朝鮮半島南部・ 中国・ 台

湾に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県西部に極まれに生育が見ら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移、 園芸における採集。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物１ 」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相． 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
杦村喜則（ 2 0 0 6 ） 島根県の種子植物相（ 補遺） ,島根県立三瓶自然館研究報告(4 )： 4 1 -4 3 　 島根県立三瓶自然館
柳浦正夫（ 2 0 2 1 ） 島根県で初確認さ れたマイ ズルテン ナン ショ ウについて． ,島根県立三瓶自然館研究報告(1 9 )： 5 1 -5 2 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 田中哲郎

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

マイ ヅルテンナンショ ウ
サト イ モ科

Arisa em a h ete ro p h y l lu m  Blu m e

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内では個体数が非常に少なく 、 生育地も ほと んどない。

概　 　 要

　 冷温帯の湿地に生える夏緑性の多年草。 葉は長い柄があり 葉身は卵状

楕円形で長さ 1 0 －2 0 cm。 幅は7 －1 2 cm。 花序は葉の後に出て、 仏炎

苞は広楕円形で長さ 4 －7 cm、 暗紫褐色と なる。 初夏に開花し 、 果実は

翌春に熟す。 北海道・ 本州に分布し 、 国外では朝鮮半島に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の山地の湿地に点在し て分布し ていたが、 現在確認でき ないと こ

ろ も 多い。

存続を脅かす原因

　 遷移、 採集。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

丸山　 巖（ 1 9 3 5 ） 三井野に於ける ヒ メ ザゼン ソ ウ。 ユーグナ． 4 (5 )： 6 -1 0 　 島根県師範学校博物学会
大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物１ 」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
杦村喜則（ 2 0 0 6 ） 島根県の種子植物相（ 補遺） .島根県立三瓶自然館研究報告(4 )： 4 1 -4 3 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ヒ メ ザゼンソ ウ
サト イ モ科

Sym p lo carp u s n ip p o n icu s M akin o

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 山地の露岩上に生えて、 葉を 根生し 、 草丈2 0 cmばかり のやや小型の

夏緑多年草である 。 葉は線形で長さ 6 .5 －3 0 cm、 幅3 －5 m m。 夏期に

葉より 長い花茎を伸ばし 、 花茎の上部に総状花序をなし て白色の小花を

多数つける。 花被片は線状長楕円形で長さ ３ －４ mm。 日本の特産で、

本州の近畿地方北部・ 九州（ 佐賀県・ 長崎県） に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） に生育し ているが、 生育地はかなり 限ら れている。 生育

地は山中の露岩地であり 、 湿り 気の強い岩上から かなり 乾燥し た岩上ま

で、 適応範囲はかなり 広い植物のよう である。

存続を脅かす原因

　 生育地の遷移、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
大井次三郎著・ 北川政夫改訂（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌顕花植物編」 .1 7 1 6 pp .至文堂,東京

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 隠岐ジオパーク 推進機構

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ハナゼキショ ウ
チシマゼキショ ウ科

To f ie ld ia  n u d a  M axim .

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れており 、生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 亜高山帯など冷涼な地域の湿地に生える多年草である。 草丈は花茎を

伸ばすと 2 0 －5 0 cmになる。 根出葉は長さ 5 －4 0 cm、 幅2 －8 mmの線

形で、 中脈に沿っ て表面を内側にし て折り たたまれており 、 根元から 袴

状に互生する。 花期は7 月下旬ー1 0 月上旬で、 花茎の先に側枝が退化

し た複総状花序をつける。 花被片は白色で、淡紅色を帯びる場合がある。

北海道は不明で、 本州（ 西限は広島県北東部） に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 隠岐諸島（ 隠岐の島町） にのみ知ら れている。 生育

環境は、 山中の渓流沿いで、 水がし たたるよう な露岩地である。

存続を脅かす原因

　 園芸上での採取、 大規模な出水によ る生育地の消失。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 邑田　 仁・ 米倉浩司・ 木原　 浩編（ 2 0 1 5 ） 改訂新版 日本の野生植物 1  ソ テツ 科～カ ヤツリ グサ科. 6 6 6 pp . 平凡社, 東京.
丹後亜興（ 2 0 2 2 ） 隠岐の西限植物. 隠岐の文化財 3 9 : 6 -1 4 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 西限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

イ ワショ ウブ
チシマゼキショ ウ科

Tria n th a  jap o n ica  ( M iq .)  Baker

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地はまれである。

概　 　 要

　 湿地、 浅い池に葉を 5 －6 枚根生し て生えて、 草丈は約3 0 cmである。

葉は水面より 上に出たも のは葉身の基部が矢じ り 形に２ つ裂け、 上の裂

けない裂片よ り 短いと さ れる。 夏から 秋にかけて、 花茎を出し 、 花を３

個ずつ輪生する。 花茎の下方に雌花、 上方に雄花がつく 。 国内では北海

道から 九州、 朝鮮半島に分布する と さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 松江市、 出雲市、 奥出雲町、 飯南町） で確

認さ れている。 人為干渉の少ない、 かなり 年数を経た湿地に生育するよ

う であり 、 県内でも そのよう な湿地がまれである。

存続を脅かす原因

　 生育地の自然な遷移と し ての湿地の乾燥化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

井上雅仁（ 2 0 2 5 ） 島根県自然環境保全地域「 赤名湿地性植物群落」 の植生と 植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 2 3 : 9 -2 4 .
国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

アギナシ
オモダカ 科

Sag itta ria  a g in a sh i M akin o

ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県東部のため池に生育地が限ら れており 、 現存する ため池は生育環境

が悪化し 、 絶滅のおそれが高い状況である。

概　 　 要

　 北海道を除く 全国各地の水田、 水路、 ため池などの浅水中に生育する

一年生の沈水植物。葉はスブタ と 同じ 形態で多数の線形の葉が根生する。

種子に尾状突起を欠く こ と が特徴で、 果実のない状態では識別ができ な

い。 以前はスブタ と と も に普通の水田雑草であっ たが、 除草剤の使用な

どにより 減少し 、 全国的にまれな種と なっ ている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県東部の山間部の限ら れたため池で生育が確認さ れている。 水の澄ん

だ浅い水域に点在し て生育する。 近隣の鳥取県西部では平野部の水田で

記録さ れている。

存続を脅かす原因

　 除草剤の使用、 水質汚濁、 アメ リ カ ザリ ガニによる食害、 農業形態の

変化によるため池の管理不足と 水田の乾田化。

特記事項

　 長ら く 標本のみの記録で現状が不明であっ たが、 2 0 2 4 年に２ 箇所の

新産地が発見さ れた。 ただし 、 いずれの産地も 小規模なため池で、 ひと

つは堤体が崩れ貯水量が低下し ており 、 も う ひと つは周囲の木々が被覆

し 日照条件が悪化し ているなど、 本種の安定的な生育が懸念さ れる。

（ 執筆者： 辻井　 要介）

●参考文献

角野康郎（ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp．  文一総合出版， 東京．
汐田達哉・ 澤田達也・ 辻井要介（ 2 0 2 5 ） 島根県における マルミ スブタ の再発見． 水草研究会誌， 1 1 8 ： 3 5 -3 8 ．
汐田達哉（ 2 0 2 2 ） 鳥取県米子市における セト ヤナギスブタ と マルミ スブタ の新産地． 水草研究会誌， 1 1 3 ： 4 7 -5 0 ．
杉村喜則（ 2 0 0 6 ） 島根県の植物相． 島根県立三瓶自然館研究報告， 3 ： 1 -4 9 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 辻井要介

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

マルミ スブタ
ト チカ ガミ 科

Blyxa  a u b erti i R ich .

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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https://science-net.kahaku.go.jp/,


選定理由

　 県東部に生育地が限ら れ、 き わめてまれと なっ ている。 近年いく つか

の生育地が消滅し ており 、 野生での絶滅のおそれが増大し ている。

概　 　 要

　 北海道を除く 全国各地の富栄養化し た湖沼、 ため池、 水路などに群生

する多年生の浮遊植物。 水中茎が水面直下を横走し 、 節から 発根し て水

中に垂ら す。 長さ 5 －2 0 cmの葉柄を も つ葉身は初めは巻いて いる が、

成長する と 径５ cmほど の心臓形の浮葉と なる。 浮葉の表面は緑色で光

沢があり 、 裏面には泡沫様の気のう がある。 花には雄花と 雌花があり 、

ど ち ら も 花弁は３ 枚で 白色。 花期は8 －1 0 月。 秋から 冬にかけて 水中

茎の先端が長さ ２ －４ cmの殖芽と なり 、 水底に沈んで越冬する。 時と

し て水面を密に覆いつく すこ と があり 、その場合には葉は気中葉と なり 、

気のう は目立たない。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県東部に位置する出雲平野の小河川や用水路の止水域に生育する。

存続を脅かす原因

　 除草剤の使用、 他の植物による被覆、 河川改修やため池の管理不足な

どによる生育地の消滅。

特記事項

　 県内での生育地はも と も と 県東部の斐伊川水系の下流域に限ら れてお

り 、 古く は松江城のお堀にも 記録があっ た。 比較的近年まで生育が見ら

れた島根半島側のいく つかの溜池では消滅し 、 県内で唯一残存する出雲

平野の生育地でも 減少し ている。

（ 執筆者： 辻井　 要介・ 國井　 秀伸）

●参考文献

角野康郎（ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp . 文一総合出版, 東京．
國井秀伸（ 1 9 8 6 ） 宍道湖およ び斐伊川河口域の小河川でみら れた水生植物． 山陰地域研究（ 自然環境）， 2 ： 5 3 -5 7 ．
上田常一（ 1 9 6 1 ） 松江市堀川の植物（ 旧稿）． 山陰文化研究所紀要， １ ： 1 -2 5 ．
柳浦正夫（ 2 0 1 1 ） 斐伊川河口北部の平野部流水域の水生植物について． 島根植物研究会会報， 2 0 ： 3 -6 ．
柳浦正夫（ 2 0 1 9 ） 第3 0 回研修会報告． 島根植物研究会会報， 3 6 ： 1 -2 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 辻井要介

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ト チカ ガミ
ト チカ ガミ 科

H yd ro ch aris d u b ia （ Bl.） Backer

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 生育場所が県内で２ カ 所に限定さ れ、 自生地のひと つである県西部の

用水路では人為的な刈り 取り が行われており 、 また隠岐諸島の自生地で

は遷移による 浅化が進んでいる。 こ れまでは絶滅危惧II類と し ていたが、

今回、 存続を 脅かす原因が取り 除かれていないこ と から 、 カ テゴリ ーを

絶滅危惧I類に変更し た。

概　 　 要

　 国内では北海道から 本州、 四国、 九州の湖沼や河川中に群生する多年

生の浮葉植物で、 浮葉と 沈水葉を 持つ。 浮葉は長さ 1 5 －2 0 cmの葉柄

を 持ち 、 葉身は全縁で長さ 1 0 －1 5 cm、 幅４ －７ cmの長楕円形あるい

は広楕円形。 表面は平滑で光沢があり 、 裏面は緑褐色で５ －７ 脈がやや

隆起し て顕著。 沈水葉は暗褐色で、 長さ 1 5 －3 0 cm、 幅２ －３ mmの硬

く 細長いひも 状であり 、 こ の点で似たよう な浮葉をも つヒ ルムシロやフ

ト ヒ ルムシロ と 区別でき る。 沈水葉の断面は半月状。 夏に浮葉の葉腋か

ら 長さ ５ －1 0 cmの花茎が上方に伸び、 その先に長さ ４ －６ cmの黄褐

色の穂状花序をつける。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐諸島、 県西部の河川、 用水路など。

存続を脅かす原因

　 河川改修と 人為的な刈り 取り 、 遷移。

（ 執筆者： 國井　 秀伸）

●参考文献

角野康郎 （ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp . 文一総合出版, 東京．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

オヒ ルムシロ
ヒ ルムシロ科

Po tam o geto n  n a ta n s  L.

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 植物体は地下の根茎から 葉を 根生し 、 草丈3 0 cm前後の夏緑多年草

で、 葉は線形で長さ 2 0 －3 0 cm、 幅１ cmである 。 花は夏に咲き 、 高さ

3 0 cm前後の花茎を 伸ばし 、 上部に総状花序に直径２ cmの黄色花を 多

数つける。 本州の中部以北、 北海道に分布範囲をも ち、 山地の湿地に生

える日本固有の植物と さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での生育地は隠岐諸島（ 隠岐の島町） にのみ知ら れているも ので、

島内でも き わめて限ら れた場所に生育し ている。 生育地は山中の露岩状

地で露岩崖地や岩棚の土壌が堆積し ている場所であっ て、 多少なり と も

上部から 浸出水があっ て、 保水状態のよい場所である。

存続を脅かす原因

　 生育地の自然な遷移による樹林化、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
丹後亜興（ 2 0 2 2 ） 隠岐の西限植物. 隠岐の文化財 3 9 : 6 -1 4 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 自然環境課

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

キンコ ウカ
キンコ ウカ 科

N a rth eciu m  a sia ticu m  M axim .

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 生育地での個体数も 多く は

ない。

概　 　 要

　 草丈3 －1 5 cmの小型の腐生植物で、 植物体全体が白色で、 葉は退化

し て長さ ３ mmほど の鱗片葉と なり 互生する。 花は夏から 秋にかけて、

茎頂に５ 個程の白色の小花を頭状につける。 国内では本州（ 関東以西）・

四国・ 九州・ 屋久島・ 沖縄島に見ら れ、 台湾・ 中国（ 南部）・ マレ ーシア・

タ イ ・ シンド ネシア・ ニュ ーギニア・ タ イ ・ スリ ラ ンカ に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 出雲での生育が報告さ れており 、 現地では照葉樹林内から 一部人工林

の林縁に生え、 落葉や他の種の稚苗などと 共に生えている 。 き わめて小

型の植物である。 目立たない植物であるので、 県内での生育地は他所に

も 存在する可能性がある。

存続を脅かす原因

　 林伐開または諸開発による生育地の破壊、 人の踏みつけ等。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 4 ） 島根県植物分布資料　 (9 )ヒ ナノ シャ ク ジョ ウ B u rom a n n ia  c h a m p io n ii　 島根植物研究会会報５ ： 9

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ヒ ナノ シャ ク ジョ ウ
ヒ ナノ シャ ク ジョ ウ科

Bu rm an n ia  ch am p io n i i Thw aites

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 生育地での個体数も 限ら れ

ている。

概　 　 要

　 林内に生える 小形の腐生多年草である。 草丈は多く は5 －6 cmで、 全

体が赤紫色で 葉は小さ い鱗片に退化し て いる。 花は夏から 秋に咲き 、

茎の上部の総状花序に1 0 個前後の花を つける 。 花序の下部には直径

1 .5 mm程の球状の雌花、 上部には直径２ mm程の雄花がつく 。 本州の

関東以西、 四国、 九州、 南西諸島の範囲に分布域がある植物と さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県東部（ 安来市、出雲市）、県西部（ 益田市、浜田市）

で知ら れている。 近年になっ て隠岐諸島（ 隠岐の島町） でも 確認さ れて

いる。 生育環境は山地樹林内で、落葉や他の稚樹などと 共に生えている。

小形で、 奇妙な腐生植物であるので一般にはあまり 認識さ れにく く 、 生

育があまり 知ら れていないも のと 思われる。

存続を脅かす原因

　 森林伐開、一部の山道の傍ら に生育するも のについては、山道の整備、

踏圧による消滅が心配さ れる。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）
●参考文献

澤田達也（ 2 0 2 4 ） 島根県安来市にてホン ゴウソ ウ及びヒ ナノ シャ ク ジョ ウを 確認. 島根植物研究会会報 4 6 :3 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ホンゴウソ ウ
ホンゴウソ ウ科

Sciap h ila  n a n a  Blu m e

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 植物体はやや大形で １ ｍを 越し 、 長さ 2 0 －3 0 cmの広楕円形の葉を

互生する夏緑の多年草である。 花は夏に咲き 、 茎頂に大き な円錐花序に

緑白色の小花を数多く つける。 分布はやや北方系の植物で、 国内では本

州から 北海道に分布し て、 朝鮮半島、 樺太から 大陸に分布がつながる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 奥出雲町）、 県西部（ 浜田市、 益田市） の、

中国山地沿いにまれに存在し ている。本来湿草原に生育する 植物であり 、

県内の生育地も 山中の湿地状態の窪地などである。

存続を脅かす原因

　 遷移による樹林化、 人為による埋め立て等の生育地の破壊。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

井上雅仁・ 大畑純二（ 2 0 0 7 ） 島根県浜田市金城町の湿原植生. 島根県立三瓶自然館研究報告 5 : 1 -6 .
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

バイ ケイ ソ ウ
シュ ロソ ウ科

Vera tru m  a lb u m  L. su b sp . o xysep a lu m  ( Tu rcz.)  Hu lté n

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県下で確認さ れているのは1 ヵ 所のみで個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山地に生える半つる性低木。 茎は稜が多く 、 細い刺がついている。 長

いまき ひげがあり 、 葉は卵形で 長さ 5 －1 2 cmで5 脈ある。 花は散形花

序で今年の枝の葉腋に連続し てつき 、 花被片は黄緑色で長楕円形、 平開

する。 果実は直径6 mm程度の球形の液果で、 黒く 熟す。 本州・ 四国・

九州に分布し 、 石灰岩や蛇紋岩地に多いと さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部の山地谷部の1 ヵ 所に生育し ているのが確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 森林伐採による 環境変化。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物１ 」． 3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
杦村喜則（ 2 0 0 6 ） 島根県の種子植物相（ 補遺） .． 島根県立三瓶自然館研究報告(4 )： 4 1 -4 3 　 島根県立三瓶自然館
柳浦正夫（ 2 0 2 3 ） 植物の分布・ 観察報告(7 4 )県西部でマルバサン キラ イ を確認． 島根植物研究会会報(4 3 )： 5 　 島根植物研究会

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

マルバサンキラ イ
サルト リ イ バラ 科

Sm ila x  sta n a   M axim .

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 生育地での個体数も 多く は

ない。

概　 　 要

　 山地林内に生える 多年草で、 草丈1 5 cm前後、 葉は長楕円形で長さ 5

－6 cm、 幅1 －2 cm、 対生ま たは３ 輪生。 花は春先き に咲き、 茎頂に

１ 個の長さ 約２ cmの鐘形、 花糸と 花柱に毛状突起がある。 いわゆる 早

春植物で５ 月中に果実成熟、地上部は枯れる。 本州の中国地方から 四国、

九州に分布域がある。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県西部（ 吉賀町） で確認さ れているが、 生育地はき

わめて狭い範囲である。 夏緑広葉樹林内から 林縁に生える 。 県中部（ 江

津市） のも のは、 最近の見解では、 ホソ バナコ バイ モと イ ズモコ バイ モ

の雑種であるイ ワミ コ バイ モと さ れる 。

存続を脅かす原因

　 森林伐開、 園芸上での採取、 生育地での自然遷移。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
鳴橋直弘（ 2 0 1 8 ） ユリ 科バイ モ属の１ 新雑種， イ ワミ コ バイ モ. 福井総合植物園紀要 8 : 1 - 6 ,
鳴橋直弘編（ 2 0 2 0 ） ユリ 科コ バイ モ Fr itilla r ia  j a p o n ic a  g roup  (L ilia c ea e ). 4 2 3 pp . 大阪.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ホソ バナコ バイ モ
ユリ 科

Fritil la ria  am ab il is Ko idz.

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 山地林内に生える 多年草で、 草丈は1 5 －2 0 cm、 葉は長楕円形で長

さ 5 －6 cm、幅２ cm前後で対生または３ 輪生。いわゆる 早春植物であり 、

春先に、 茎、 葉を地上部に展開、 開花、 結実の後、 周り の樹木の葉が出

揃う 頃には地上部は枯れてし まう 。 花は4 －5 月に咲き、 茎頂に普通１

個の花をつけて、広い鐘形で花被の長さ は2 －3 cmで下垂し て開花する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 島根県固有種であり 、 県内での分布は、 県東部（ 出雲市）、 県中部（ 大

田市、川本町） で確認さ れており 、夏緑樹林内から 林縁にかけて生える。

森林内の遷移や園芸上での採取による生育地での個体数が激減し た場も

あるが、 一方では自然保護団体や個人による生育地の保護、 保全が計ら

れている場も ある。

存続を脅かす原因

　 林内遷移、 照葉樹林化、 園芸用の採取。

特記事項

　 川本町では本種が町の天然記念物に、 出雲市では生育地が市の天然記

念物に指定さ れている。 大田市では市自然環境保全条例に基づく 「 大田

市指定希少動植物」 に指定さ れている 。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

井上雅仁（ 2 0 2 1 ） 島根県固有植物イ ズモコ バイ モ Fr itilla r ia  a y a k o a n a  Ma ruy a ma  &  N a ruha sh iの開花特性. 島根県立三瓶自然館研究報告 1 9 : 1 7 -2 5 .
国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
鳴橋直弘編（ 2 0 2 0 ） ユリ 科コ バイ モ Fr itilla r ia  j a p o n ic a  g roup  (L ilia c ea e ). 4 2 3 pp . 大阪.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

島根県固有種

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

イ ズモコ バイ モ
ユリ 科

Fritil la ria  a ya ko an a  M aru y. et N aru h .

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 個体数がき わめて少なく 、生育地も き わめてまれで絶滅が心配さ れる。

概　 　 要

　 山地の草地に生える鱗茎をも つ多年草。 植物体は小型で、 根出葉は１

枚（ 長さ １ cm、 幅３ mm）、 花茎は2 0 cm前後で、 先端に数個の白色小

花（ 花被片、 雄蘂６ 個） をつけて咲く 。

　 国内では、 北海道から 九州まで、 国外では朝鮮半島、 中国大陸、 シベ

リ ア、 カ ムチャ ッ カ 、 北アメ リ カ と 、 広い範囲にあるも のと さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 隠岐諸島（ 隠岐の島町、 西ノ 島町） の一部にのみ知

ら れている。 林緑、 路傍の岩質基盤の草地にまれに生育するも のが見ら

れる。

存続を脅かす原因

　 生育地の自然な遷移で、 種々の高茎草本が侵入するこ と が一番の原因

と 思われる。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ホソ バノ アマナ
ユリ 科

Llo yd ia  tri f lo ra  ( Ledeb .)  Baker

ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

維
管
束
植
物

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

349349

https://science-net.kahaku.go.jp/,


選定理由

　 県内での生育地はまれであり 、 生育地での生育範囲、 個体数も も と も

と 僅かなも のである。

概　 　 要

　 樹幹や岩上に着生する小型の植物で、 細い根茎を這わせて、 長さ 、 幅

と も 径１ cm程の円形の葉を ややまばら につける。 花は初夏の頃に葉の

も と に１ 花を 咲かせ、 淡黄色で長さ １ cm程のも のである。 国内では関

東地方以西、 四国、 九州に分布する も のと さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 出雲市）、 県中部（ 大田市）、 県西部（ 吉賀

町） の一部に僅かに知ら れるのみである。 県内での生育地は過去におい

てはあちこ ちに知ら れていたよう であるが、 現在ではき わめてまれな状

態と なっ ている。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開、 園芸上での採取も 考えら れる。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

井上雅仁・ 三島秀夫・ 大畑純二（ 2 0 1 1 ） 世界遺産石見銀山遺跡周辺で確認さ れた動植物目録. 島根県立三瓶自然館研究報告 9 : 4 9 -7 5 .
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

マメ ヅタ ラ ン
ラ ン科

Bu lb o p h y l lu m  d rym og lo ssu m  M axim . ex Oku bo

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はかなり まれな状態と なっ ていて、 生育地での生育範

囲も も と も と 僅かで存続の危険性大である。

概　 　 要

　 樹幹や岩上に根茎を這わせて着生する小型の植物である。 葉は根茎に

つく 偽球茎の先に１ 枚がつき、 楕円形～長楕円形で長さ 2 －3 cm、 幅１

cm弱程でやや厚く 硬いも のである。 初夏の頃に偽球形のも と に黄白色

の小花を１ 花だけつける。

　 国内では関東地方以西、 四国、 九州の範囲に分布するも のと さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県東部（ 出雲市、雲南市）、県中部（ 大田市、邑南町）、

県西部（ 益田市） で確認さ れている。 生育地は、 以前は全域にかなり 見

ら れたが、 現在では、 まれな状態と なっ ている。 山地渓谷状地での照葉

樹の樹幹から かなり 乾燥気味の山地露岩上にも 生える。

存続を脅かす原因

　 森林伐開によ る 着生樹木の伐倒、 山地露岩地の遷移によ る 樹林化等、

生育地の破壊、 消滅、 園芸上での採取も 考えら れる。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

井上雅仁・ 三島秀夫・ 大畑純二（ 2 0 1 1 ） 世界遺産石見銀山遺跡周辺で確認さ れた動植物目録. 島根県立三瓶自然館研究報告 9 : 4 9 -7 5 .
国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
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選定理由

　 県内での生育地が限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 長さ 3 0 cm、 幅7 －8 cm前後の広楕円形の葉を 数枚根生し て生える 多

年草。 春早く 、 新葉を 出すと 同時に花茎を 高さ 3 0 cm程に伸ばし て、 多

く の淡黄色の花を美し く 咲かせる。 国内では本州西部、 四国、 九州に分

布し て、 韓国の済州島にも 分布すると さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内の分布は、 隠岐諸島（ 隠岐の島町）、 県東部（ 松江市、 出雲市、

飯南町）、 県中部（ 川本町）、 県西部（ 益田市、 津和野町） と 、 全域に生

育地が点在するよ う であるが、 限ら れている。 隠岐諸島（ 西ノ 島町） で

も かつて生育が知ら れていたよう である。 山地の樹林内、 時には低海抜

地の樹林内にも 見ら れ、 多く は夏緑樹林内に生えるが、 人工林内にも 生

えるのが見ら れる 。 いずれも 生育地での個体数は少ない。

存続を脅かす原因

　 森林伐開と 園芸上での採取。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）
●参考文献

林　 蘇娟・ 大津浩三・ 井上雅仁（ 2 0 1 6 ） 隠岐諸島における ラ ン科植物の分布現状と 新記録. 分類 1 6 (2 ): 1 5 9 -1 7 3 .
国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
丹後亜興（ 2 0 2 1 ） 隠岐の北限植物. 隠岐の文化財 3 8 : 3 0 -5 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

キエビネ
ラ ン科

Cala n th e  citrin a  Sch eidw .

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 根際に長さ 2 0 cm、 幅３ cm前後の細長い葉を 5 －6 枚つけて生える多

年草。 夏前に、 葉間よ り 高さ 2 0 －3 0 cmの花茎を 出し 、 薄黄色の花を

約1 0 個咲かせる 。 北海道から 九州に分布域がある 植物で深山の林内に

生える。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、隠岐諸島（ 隠岐の島町）、県東部（ 飯南町）、県西部（ 吉

賀町） にのみ知ら れているが、 限ら れた範囲にあっ て個体数は激減し て

いる。 隠岐諸島では、 照葉樹林内から 露岩状地での針葉樹林内に生育地

がある。 県東部と 西部の生育地は、山地の針葉樹林（ 人工林） 内である。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開による 生育地破壊、 環境変化、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

林　 蘇娟・ 大津浩三・ 井上雅仁（ 2 0 1 6 ） 隠岐諸島における ラ ン科植物の分布現状と 新記録. 分類 1 6 (2 ): 1 5 9 -1 7 3
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 佐藤仁志
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Cala n th e  n ip p o n ica  M akin o

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

維
管
束
植
物

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

351351

https://science-net.kahaku.go.jp/,


選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育での個体数も まれである。

概　 　 要

　 植物体は長さ 3 0 cmばかり 、 幅７ －８ cm程の倒長楕円形のやや大型

の葉を 数枚根生する も ので、 早春、 新葉を出すと 同時に高さ 3 0 cm前後

の花茎を 伸ばし て、 1 0 花ばかり の特徴ある 美し い花を つける 。 花の萼

片や側花弁は黄緑色であるが、 唇弁は紫褐色系の独特な色相をも つ。 国

内では北海道から 九州まで分布し 、 国外では朝鮮半島・ 台湾・ 中国から

ヒ マラ ヤに分布する。 冷温帯の夏緑樹林の林床に生育する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 中部と 西部の中国山地に点々と 生育が見ら れる。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

サルメ ンエビネ
ラ ン科

Cala n th e  trica rin a ta  Lin d l.

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 生育地での個体数も き わめ

てまれである 。

概　 　 要

　 植物体はやや小型で、 草丈2 0 cm程度、 葉は退化し て鱗片状から 長さ

２ cm以下のも のが互生する。 初夏の頃に茎頂部に白色の花を２ ～３ 個

つける。 また花被片の間に少し 隙間があるこ と も 特徴と さ れる。 北海道

から 九州までの範囲に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後）、 島根半島に生育地が知ら れており 、 低地の照葉樹林内

及び照葉樹と 夏緑樹、 針葉樹の混生林内に生えている。 生育地も 個体数

も まれである。 また、 西ノ 島・ 中ノ 島に生育すると の情報も ある。

存続を脅かす原因

　 森林伐開。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ユウシュ ンラ ン
ラ ン科

Cep h a lan th e ra  e recta  ( Th u n b .)  Blu m e var. su b ap hy l la  ( M iyabe et Ku do)  Ohw i
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選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれであり 、 生育地での個体数も き わめて

まれである。

概　 　 要

　 暖地に分布する無葉の腐生蘭であり 、 地中に分枝し た根茎を持ち、 花

茎が立ち上がり 高さ 1 0 －1 3 0 cm。 下部に膜質の鱗片葉をも つ。 6 －1 0

月に開花し 、 茎頂部に数個の花を つける。 花被片は２ cmばかり で、 白

色に赤茶色を帯びる。 国内では本州（ 関東以西） の太平洋側から 南西諸

島にかけて分布し 、 国外では朝鮮半島・ 台湾・ 中国・ ヒ マラ ヤに分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内では隠岐（ 島後） と 東部の各地、 また西部でも 生育地が報告さ れ

ている。 海岸に近い照葉樹林やその林縁などにまれな生育が知ら れてい

る。 また、 西ノ 島に生育と の情報も ある。

存続を脅かす原因

　 森林伐開。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

三浦博文（ 2 0 1 5 ） 杦村先生と の思い出、 島根植物研究会会報2 8 ： 1 1 -1 2 　 島根植物研究会
大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

マヤラ ン
ラ ン科

Cym b id iu m  n ip p o n icu m  ( Fran ch . et Savat.)  M akin o

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 産地が減少し 、 現在生育し ていると こ ろ は非常に少なく なっ ている。

概　 　 要

　 暖温帯から 冷温帯の林下に生育する夏緑性草本で、 杉林や竹林などに

も 生育する 。 茎は高さ 2 0 －4 0 cmになり 、 葉は扇状で径1 0 －2 0 cmに

なる。 4 －5 月に茎頂に1 個、 径1 0 cm程度の大形の花を咲かせる 。 唇弁

は袋状で赤紫の脈がある。 側花弁は卵状披針形で、 内面に斑点と 軟毛が

ある。

　 国内では北海道西南部から 九州に分布し 、 朝鮮半島・ 中国東部に分布

する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） と 本土側の東部から 西部までの丘陵域から 山域の林下に

点々と 生育が見ら れたよう であるが、 知ら れていると こ ろ では採集さ れ

多く は絶滅し 、 残っ ていると こ ろ は少ない。 また密かに現地で保護さ れ

ている可能性も ある。 また、 西ノ 島に生育し ていたと の情報も ある。

存続を脅かす原因

　 遷移、 園芸上の採集。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
大井次三郎著・ 北川政夫改訂（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌顕花植物編」 .1 7 1 6 pp .至文堂,東京

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ク マガイ ソ ウ
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Cyp rip ed iu m  ja p o n icu m  Thu n b .
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（ CR ＋EN ）
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（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内において、 現在確認さ れている生育地は1 ヵ 所のみであり 、 生育

地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 主に常緑広葉樹林下に生える多年草の菌従属栄養植物である。 茎は高

さ 2 0 －5 0 cmにな り 、 匍匐茎がある。 茎は白黄色で、 唇弁は下位、 花

被片は披針形で鋭尖頭である。 花期は5 －7 月である。 繁殖は、 訪花昆

虫に依存し ない自動自家受粉であり 、 主に匍匐茎で増殖すると さ れてい

る。 国内では本州（ 東北南部以南）、 四国、 九州およ び南西諸島に分布

する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部丘陵域のスギ植林内において、 落葉が堆積する湿潤な環境に生育

する。

存続を脅かす原因

　 森林伐開、 落葉の清掃、 土地改変や豪雨による土砂崩れなど。

（ 執筆者： 針本　 翔太）

●参考文献

針本翔太・ 末次健司・ 井上雅仁（ 2 0 2 2 ） 島根県における タ シロラ ン の新産地発見. 植物地理・ 分類研究 7 0 (2 ): 1 8 7 -1 8 9 .
Y a g a me , T . Y a ma to , M . M ii, M . Suzuk i, A . a nd  Iw a se , K . （ 2 0 0 7 ） Dev e lopmen ta l p rocesses  o f a ch lo rophy llou s o rch id , E p ip o g iu m  ro se u m : from  seed  g e rm in a tion  
to  fl ow e rin g  unde r sy mb io tic  c u ltiv a tion  w ith  my co rrh iza l fu n g us . J . P la n t Res. 1 2 0 : 2 2 9 -2 3 6 .
遊川知久（ 2 0 1 5 ） ラ ン 科Orch id a cea e . 大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司（ 編）． 改訂新版 日本の野生植物1 　 ソ テツ 科～カ ヤツ リ グサ科． pp .1 7 8 -2 3 1 ． 平凡社，
東京．
Zhou , X . L in , H . Fa n  X .L . a nd  Ga o , J .Y . （ 2 0 1 2 ） Au tonomous  se lf-po llin a tion  a nd  in sec t v is ita tion  in  a  sa p rophy tic  o rch id , Ep ip og ium  roseum  (D . Don ) L in d l. A ust. 
J . Bo t. 6 0 : 1 5 4 -1 5 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 針本翔太

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

タ シロラ ン
ラ ン科

Ep ip o g iu m  ro seu m  ( D.Don )  Lin d l.

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県での生育地はき わめて限ら れていて、 生育地での個体数も き わめて

僅かである。

概　 　 要

　 草丈は約1 0 cmで、 多く は長さ ５ cm前後の楕円形の葉を２ 枚展開す

る植物である 。 多く はブナの大木の支幹分枝上に生えるコ ケ植物の基盤

上に生育する も のである。 花はスズムシソ ウに似るが、 スズムシソ ウと

ク モキリ ソ ウと の自然雑種である と する資料も ある。 富士山や近畿地方

に分布するこ と が知ら れている珍奇な植物である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県東部（ 奥出雲町）、県中部（ 大田市） で知ら れている。

生育環境は標高の高い山地林内である 。 県東部の生育地は現況が不明で

あるが、 県中部の生育地は国立公園内であっ て、 それなり に保護、 保全

策がと ら れている も のである。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開と 園芸上での採取。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

フ ガク スズムシソ ウ
ラ ン科

Lip a ris fu j isa n en sis  F. M aek. ex F. Kon ta  et S. M atsum oto

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 生育地での個体数も 多く は

ない。

概　 　 要

　 植物体は草丈1 0 cmばかり で、 多く は長さ ５ －1 0 cmばかり の広卵形

の葉を２ 枚対生状につけて生える。 花は初夏で、 葉間よ り 花茎を2 0 cm

ばかり に伸ばし 、 先端部に２ ～３ 花をつける。 花被片は線形で淡緑色で

赤茶色を帯びる部分も ある。 山地の樹林内、 露岩状地に多く はコ ケ類を

伴なっ た基盤に生える。 北海道から 九州まで広く 分布域があるよう であ

る。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での生育地はまれであっ て、隠岐諸島、石見西部に知ら れている。

生育地はいずれも 露岩状地でやや乾燥気味の立地である。

存続を脅かす原因

　 生育地の自然な遷移による照葉樹林化と 園芸上での採集。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ジガバチソ ウ
ラ ン科

Lip a ris kram eri  Fran ch . e t Savat.

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地は著し く 限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山地の林内に生える 多年草である 。 草丈は茎を 伸ばすと 1 0 －2 0 cm

になる。 葉は長さ 幅と も 1 0 －3 0 mmの三角状卵形、 青緑色で不鮮明な

白斑が入り 、 地上近く の茎に対生状につける。 茎には少数の鱗片葉をつ

ける。花期は7 －8 月で、茎の先に帯緑色の花を5 －2 0 個まばら につける。

本州、 四国、 九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 隠岐諸島（ 隠岐の島町） で確認さ れている。 生育環

境は、 植林さ れたスギや広葉樹が混在する山地樹林内の林床である。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 園芸上の採取。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 邑田　 仁・ 米倉浩司・ 木原　 浩編（ 2 0 1 5 ） 改訂新版 日本の野生植物 1  ソ テツ 科～カ ヤツリ グサ科. 6 6 6 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

アオフ タ バラ ン
ラ ン科

N eo ttia  m ak in o an a  ( Ohw i)  Szlach .

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地はき わめて局所的であり 、生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 主に暖温帯の常緑針葉樹林下に生え る 多年草で ある。 茎は高さ 4 －

1 0 cm、 茎の下部は地表近く を 横にはい、 根は退化し 突起状である。 茎

は茶褐色または緑色であり 、下部に3 －5 枚の暗緑色の葉を互生し 、子房、

苞および蕚片には細かい軟毛がある。 唇弁の下部は二裂し 、 三角形と な

る。 花期は6 －8 月であり 、 白色または淡紅色の花を 1 －4 個つける。 国

内では本州（ 中部・ 近畿）、 四国、 九州、 南西諸島に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 現在、 隠岐諸島（ 島後） にのみ生育地が知ら れている。 島内での生育

範囲は広いが局所的であり 、 主に針葉樹林下に生育する。

存続を脅かす原因

　 マツ枯れ、 森林伐開、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 針本　 翔太）

●参考文献

針本翔太・ 中本憲昭・ 井上雅仁・ 林　 蘇娟（ 2 0 2 1 ） 島根県隠岐諸島における ヤク シマヒ メ アリ ド オシラ ン の新産地発見. 植物地理・ 分類研究 6 9 (2 ): 2 1 5 -2 1 7 .
遊川知久（ 2 0 1 5 ） ラ ン科Orch id a cea e . 大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司（ 編）． 改訂新版 日本の野生植物1 　 ソ テツ 科～カ ヤツリ グサ科． pp .1 7 8 -2 3 1 ． 平凡社，
東京．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 針本翔太

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ヤク シマヒ メ アリ ド オシラ ン
ラ ン科

Od on to ch i lu s ya ku sh im en sis ( Yam am .)  T.Yu kaw a

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 生育地での個体数も 多く は

ない。

概　 　 要

　 水湿地に生え る 植物で、 地中に球茎があっ て、 未開花株で は草丈５

cm前後で長さ ３ cm程の披針形の葉を 数枚互生する。 開花株は高さ 2 0

－3 0 cmばかり に地上茎を伸ばし 、夏に茎頂部に白色の花を数個つける。

花は白鷺が舞い飛ぶ姿に似て、特徴的であり 、一般によく 知ら れている。

唇弁が３ 深裂し て、 側裂片の縁がさ ら に多く の細裂片と なり 、 白鷺の羽

根を広げた姿に似ていて美し い。 日本全土から 朝鮮半島、 台湾に分布域

があると さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 飯南町）、 県中部（ 邑南町）、 県西部（ 浜田

市） で確認さ れている。 生育環境は、 山間の低茎の湿地である。

存続を脅かす原因

　 自然な湿地での遷移や盗採により 、 個体数は明ら かに減少し ている。

特記事項

　 県東部の生育地は、 県の自然環境保全地域に指定さ れている。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

井上雅仁（ 2 0 2 5 ） 島根県自然環境保全地域「 赤名湿地性植物群落」 の植生と 植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 2 3 : 9 -2 4 .
井上雅仁・ 大畑純二（ 2 0 0 7 ） 島根県浜田市金城町の湿原植生. 島根県立三瓶自然館研究報告 5 : 1 -6 .
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
渡津友博・ 桑原一司・ 大野芳典・ 井上雅仁（ 2 0 2 4 ） 島根県邑南町水明湿地の植生と 植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 2 2 : 9 -1 7 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

サギソ ウ
ラ ン科

Pecte il is ra d ia ta  ( Th un b .)  Raf .

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

維
管
束
植
物

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

356356



選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれであり 、 生育地での個体数も 多く はな

い。

概　 　 要

　 湿地に生え、 開花株は草丈5 0 cm前後になる 草本である。 葉は線状披

針形で、 茎の下の方には長さ 1 0 cm前後、 幅２ cm程の葉がつく が、 上

方に向いし だいに小さ い葉と なっ て、 その先に穂状花序をなし て花が着

く 。 花期は初夏の頃で、 花は直径約１ cmの純白色の小数で、 数多く 咲

いて、 夏の青草の中に時に美し く 目立つも のである。 北海道から 九州ま

での範囲に分布域があると さ れる 植物である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 飯南町）、 県西部（ 浜田市、 津和野町） で

確認さ れている。 県東部の生育地は県の自然環境保全地域に指定さ れた

範囲の中にあるが、 その中でも ごく 一部であり 、 他の水湿地の高茎草本

と 混生し ていたが、 近年では生育が確認さ れていない。

存続を脅かす原因

　 湿原、 湿地での自然な遷移による乾草原化による生育地の環境変化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

井上雅仁（ 2 0 2 5 ） 島根県自然環境保全地域「 赤名湿地性植物群落」 の植生と 植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 2 3 : 9 -2 4 .
井上雅仁・ 三島秀夫（ 2 0 1 9 ） 島根県津和野町地倉沼の植生と 植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 1 7 : 1 -1 5 .
井上雅仁・ 大畑純二（ 2 0 0 7 ） 島根県浜田市金城町の湿原植生. 島根県立三瓶自然館研究報告 5 : 1 -6 .
国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
澤田達也（ 2 0 2 5 ） 島根県浜田市金城町にてミ ズチド リ を 確認. 島根植物研究会会報 4 8 :7 .
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ミ ズチド リ
ラ ン科

Pla ta n th era  h o lo g lo ttis M axim .

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はまれであり 、 生育地での個体数も 僅かである。

概　 　 要

　 山林の林内に生える 夏緑の多年草である。 草丈は開花株で3 0 cm前後

のも ので、 葉は披針形～長楕円形で、 長さ 1 0 cm、 幅２ cmのも のを 2

－3 枚つける。 花は夏に咲き 、 茎頂に淡緑色の小花を 数多く つける 。 国

内でのこ の種の分布は北海道南から 、 本州、 四国、 九州の範囲にあるも

のと さ れる がも と も と 、 まれな植物のよう である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 隠岐諸島（ 隠岐の島町） にのみ知ら れている。 現状

と し ては夏緑広葉樹の二次林内に生えるも のが多いが、 本来の生育環境

がどのよう な状態の場のも のか明かでない。 隠岐諸島においては人為の

影響がある場所の一部に生存可能な場があるよう にも 思われる。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開、 自然の進行による林床の灌木化、 照葉樹林化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

林　 蘇娟・ 大津浩三・ 井上雅仁（ 2 0 1 6 ） 隠岐諸島における ラ ン科植物の分布現状と 新記録. 分類 1 6 (2 ): 1 5 9 -1 7 3
国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類（ E N ）撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

イ イ ヌ マムカ ゴ
ラ ン科

Pla ta n th era  iin u m ae  ( M akin o )  M akin o

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 生育地での個体数も 多く は

ない。

概　 　 要

　 日当たり の良い草地に生える 植物で 、 茎は2 0 －4 0 cmでやや稜があ

る。 葉は下部の1 枚が大き く 、 線状披針形で、 長さ 5 －1 1 cm、 幅1 －

1 .5 cm、 先端は鋭頭、 基部はほと んど葉を 抱かない。 5 －7 月に黄緑色

の花を1 0 個内外開花する。 背萼片は広卵形、 側萼片は鎌形、 唇弁は舌

状で、 距は後方に水平でまたはやや下がっ て伸び、 長さ 7 －1 2 mmにな

る。 国内では北海道から 九州にかけ広く 分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 中部から 生育が報告さ れている。 山域の草原にわずかに生育がみら れ

る。 また、 隠岐（ 中ノ 島・ 知夫里島） に生育し ていると の情報も ある。

存続を脅かす原因

　 草原の遷移、 園芸上の採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ヤマサギソ ウ
ラ ン科

Pla tan th era  m an d arin o rum  Rchb .f . su bsp. m anda rin o rum  var. o read es ( Franch . et Sav.)  Koidz.

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれであり 、 生育地での個体数も 多く はな

い。

概　 　 要

　 湿地に生え、 開花株は草丈3 0 cm前後に細い茎を 立てる 草本である。

葉は茎の下の方に１ 枚が目立ち 、 広線形で長さ ５ cm、 幅１ cmである。

花期は夏で、 茎の上部に淡黄緑色の小花が疎ら に数個つけて咲く 。 唇弁

の距が長さ ２ cmに近いも ので上にはね上がる のが特徴的である。 北海

道から 九州の範囲に分布域がある も のと さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県東部（ 飯南町）、県中部（ 邑南町） で確認さ れている。

いずれも 山間の湿原状地に若干の生育地が認めら れるが、 まれな分布の

も のである。 個体数は僅かであり 、湿原の自然な遷移の中で、乾草原化、

樹林化その他の人為的な生育地破壊により 絶滅が心配さ れる。 一部の生

育地は県の自然環境保全地域に指定さ れた場の中にある。

存続を脅かす原因

　 湿原の乾燥、 樹林化と 埋立て等によ る生育地の破壊。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

井上雅仁（ 2 0 2 5 ） 島根県自然環境保全地域「 赤名湿地性植物群落」 の植生と 植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 2 3 : 9 -2 4 .
国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
渡津友博・ 桑原一司・ 大野芳典・ 井上雅仁（ 2 0 2 4 ） 島根県邑南町水明湿地の植生と 植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 2 2 : 9 -1 7 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

コ バノ ト ンボソ ウ
ラ ン科

Pla ta n th era  n ip p o n ica  M akin o

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 生育地での個体も 多く はな

い。

概　 　 要

　 湿地に生えて、 地中に這う 根茎から 線状長楕円形の長さ 1 0 cm、 幅１

cmの葉を １ 枚、 垂直に立てて生える 草本。 花は初夏に咲く 。 開花株は

茎を 高さ 2 0 cm程に立てて、 葉は中程につき 長さ ５ cm前後で、 茎頂に

薄紅紫色の花を１ 個だけ咲かせる。 花には長さ ２ cm程の葉状の苞が目

立つ。国内での分布は北海道から 九州までの範囲に生える も のと さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県東部（ 飯南町）、県中部（ 邑南町）、県西部（ 浜田市）

など、 山間の湿原状地にまれに存在する。 日当たり のよい湿地で、 草丈

の低い草本が出現する中に混生する。 一部の山地では放棄水田にも 生え

るが、 遷移による 湿地の乾燥化により 絶滅状態の場も ある 。 また、 一部

は県の自然環境保全地域内に生えるも のがあるが、 こ れも 乾燥化による

絶滅が心配さ れる 。

存続を脅かす原因

　 遷移による湿原の乾燥、 樹林化と 埋め立て等による生育地の破壊、 採

取。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）
●参考文献

井上雅仁（ 2 0 2 5 ） 島根県自然環境保全地域「 赤名湿地性植物群落」 の植生と 植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 2 3 : 9 -2 4 .
井上雅仁・ 大畑純二（ 2 0 0 7 ） 島根県浜田市金城町の湿原植生. 島根県立三瓶自然館研究報告 5 : 1 -6 .
国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ト キソ ウ
ラ ン科

Po gon ia  ja p o n ica  Rchb .f.

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれであり 、 生育地での個体数も き わめて

僅かである。

概　 　 要

　 岩壁などの露岩上に生え、 草丈1 0 cm前後のやや小型の多年生草本で

ある。 植物体は地中に球状の塊根を 持ち、 葉は線形で長さ ５ cm程、 幅

５ cm程で数枚がつく 。 花は夏に咲き、 葉よ り 少し ばかり 長い花茎の先

に赤紫色の花を5 －6 個つける。 国内では関東以西の本州、 四国、 九州

に分布域が知ら れている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は県西部（ 吉賀町） に知ら れているが、 き わめて限ら れ

た場所に生える。 陽当り のよい岩場の僅かな土壌が認めら れる小さ な岩

棚に生育する。 かつて生育がみら れた場所は現在では樹林化が進んで、

露岩地が消失し ており 、 生育状況は不明である。

存続を脅かす原因

　 岩場の自然な遷移による草原化、 樹林化、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ウチョ ウラ ン
ラ ン科

Po n ero rch is g ram in ifo l ia  Rch b .f .

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

維
管
束
植
物

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

359359

https://science-net.kahaku.go.jp/,
https://science-net.kahaku.go.jp/,


選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれで、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 植物体は長さ ５ cm、 幅１ cmばかり の葉を左右２ 列に互生し 、 根は細

い気根が互いに撚れ合い樹幹に着生する。 時には枝先に着いて下垂する

個体も 見ら れる 。 花期は夏で、 短い総状花序に1 0 個ばかり の淡黄色の

小花をつける。 多く は照葉樹につく 常緑の草本である。

　 国内では本州（ 千葉県以西） から 南西諸島に分布し 、 国外では済州島

に知ら れている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 前回の記述と し て杦村により 生育地は出雲部、 石見部にまれに存在す

ると し ており 、 三瓶には中部の標本が収蔵さ れている。

存続を脅かす原因

　 森林伐開、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
大井次三郎著・ 北川政夫改訂（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌顕花植物編」 .1 7 1 6 pp .至文堂,東京

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

カ シノ キラ ン
ラ ン科

Sacco lab iu m  jap o n icu m  M akin o

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 樹幹に着生する 小型の植物である。 植物体は全体と し ての長さ は５

cmに満たないも ので、 葉は２ 列に互生し 、 長さ ２ cm、 幅３ mmばかり

である。 花は春に咲き 、 葉腋から 出る花茎に数花の小花をつける。 花被

片は黄緑色の地に暗紫色の斑点がある。 国内では本州（ 岩手県以南）・

四国・ 九州の主と し て太平洋側に、 国外では朝鮮半島南部に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での生育地は多く はなく 、 出雲、 隠岐諸島に知ら れているが、 特

に隠岐（ 島後） の山地ではモミ の樹幹に多く 着生する も のが見ら れる。

モミ 以外ではウラ ジロガシの古木の樹幹に着生するこ と が多い。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）　

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
大井次三郎著・ 北川政夫改訂（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌顕花植物編」 .1 7 1 6 pp .至文堂,東京

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

マツラ ン
ラ ン科

Sacco lab iu m  m atsu ran  M akin o

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 植物体は樹幹に太い着生根でつき、 多く は長さ 1 0 cm、 幅３ cm前後

の長楕円形の厚い葉を４ ～５ 枚、左右２ 列につける常緑、多年草である。

花期は夏で、 葉より 長く 花茎を出し 、 総状に５ ～６ 花をつける。 側萼片

と 唇弁には紫色の横縞紋、斑紋がある。 花には強い芳香があり 好まれる。

国内での分布は本州南西部の沿岸域（ 静岡県・ 伊豆諸島・ 紀伊半島・ 福

井県・ 京都府・ 隠岐）・ 四国・ 九州・ 琉球に分布し 、 国外では済州島・

中国南部に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） に生育する。 多く はモミ 、 ウラ ジロガシの樹幹に着生し

てみら れるが、 隠岐諸島では気候が圧縮さ れている関係で冷温帯に生育

するク ロベやヒ メ コ マツにも 着生する も のが見ら れる。

存続を脅かす原因

　 森林伐開、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類（ E N ）撮影者（ 提供者）： 隠岐ジオパーク 推進機構

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ナゴラ ン
ラ ン科

Sed irea  jap o n ica  ( Lin d en  et Re ich b . f il.)  Garay et Sw eet

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれであり 、 生育地での個体数も まれであ

る。

概　 　 要

　 樹幹に着生し て生育する明ら かな葉を持たない奇妙な植物である。 樹

皮上に長さ ３ cm程の平ら な根を 放射状に這わせている だけの植物体で

あるので一般には気づかれるこ と がないが、 花期に認識さ れるこ と が多

い。 花は初夏に咲く が、 樹幹に直接奇妙な花がつく 感じ で、 数花の淡緑

色の小花がつく 。 照葉樹林内、 スダジイ やタ ブノ キ、 ウラ ジロガシの樹

幹によく 着生するよう である。 国内では本州の関東以西、 四国、 九州に

分布する種のよう である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 松江市、 出雲市、 雲南市） で確認さ れてい

るが、 それ以外はあまり 知ら れていない。 植物体が特異な形態のも ので

あるこ と による点も あると 思われる。 山地の谷筋にあっ て、 かなり な大

木から なる照葉樹林内に見ら れるこ と が多い。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ク モラ ン
ラ ン科

Taen io p h y l lu m  g lan d u lo su m  Blum e

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれであり 、 生育地での個体数も まれであ

る。

概　 　 要

　 植物体は樹幹に着生し て 生活する。 葉は披針形で 長さ ３ cm、 幅５

mm前後で左右２ 列に互生し 、 気根は葉のも と から 出て、 茎に沿う よ う

に下方に伸びて樹幹に着生する 。 常緑樹の樹幹に着生し 、 時に枝先に下

垂し て生育する個体も ある。 花は春に咲き 、 葉腋から 花茎を出し 、 淡黄

色の小花を 数個つけて咲く 。 国内での分布は本州は東北地方以南、四国、

九州にある と さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県東部（ 安来市、出雲市）、県中部（ 大田市、川本町）

で確認さ れている 。 生育環境は、 谷沿いなど湿り 気のある 森林内で、 上

部の樹幹や枝に着生し ている。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開と 園芸上での採取。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

廣江伸作（ 2 0 2 4 ） 安来市の植物誌. 6 4 pp . 島根.
井上雅仁・ 三島秀夫・ 大畑純二（ 2 0 1 1 ） 世界遺産石見銀山遺跡周辺で確認さ れた動植物目録. 島根県立三瓶自然館研究報告 9 : 4 9 -7 5 .
国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

カ ヤラ ン
ラ ン科

Th rixsp erm u m  ja p o n icu m  ( M iq .)  Rchb .f .

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育はき わめて限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はな

い。

概　 　 要

　 山地、 深山の地表に生える腐生植物で、 無葉で、 植物体は白色～薄紅

色で草丈は2 0 cm程度。 初夏に径３ －４ cmの淡紅紫色の花を 数個咲か

せる。 花に長い柄があるのが特徴的である。 国内では北海道西南部・ 本

州・ 四国・ 九州・ 屋久島に分布し 、 国外では台湾・ 中国南部・ アッ サム

に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の山地脊梁部の渓谷部に生育し ている。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ショ ウキラ ン
ラ ン科

Yo an ia  jap o n ica  M axim .

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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https://science-net.kahaku.go.jp/,


選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。 また生

育環境である 湿地は、 開発や乾燥化、 遷移の進行などにより 各地で減少

し ている。

概　 　 要

　 池沼の縁や湿地など に生える 多年草である。 草丈は花茎を 伸ばすと

4 0 －7 0 cmにな る 。 葉は長さ 3 0 －7 0 cm、 幅2 0 －3 0 mｍで、 葉の中

脈は目立たない。 花期は5 －6 月で、 花茎の先に2 －3 個の花を つける。

花は青紫色、 直径は約1 2 cmで、 外花被片の基部に白色～淡黄色の斑紋

がある。 北海道～九州、 韓国、 中国、 シベリ ア東部に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 松江市）、 県中部（ 大田市、 邑南町） で確

認さ れている。 生育環境は、 県東部では山間の湿地や湿り 気のある平坦

地、 県中部では山麓の池沼の水辺や山間の湿地などである。 県内の他地

域のため池の縁辺部、 休耕田などでも 見ら れるが、 園芸用に植えら れた

も のや、 それら が野生化し たも のと 考えら れる。

存続を脅かす原因

　 園芸上の採取、 池沼や水辺などの埋め立てや開発、 乾燥化、 遷移の進

行による灌木化。

特記事項

　 県中部の群生地は、 県の天然記念物に指定さ れている。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）
●参考文献

井上雅仁（ 2 0 1 3 ） 三瓶山姫逃池における カ キツ バタ 群落の保全活動と 植生動態. 島根県立三瓶自然館研究報告 1 1 : 1 5 -2 0 .
大橋広好・ 門田裕一・ 邑田　 仁・ 米倉浩司・ 木原　 浩編（ 2 0 1 5 ） 改訂新版 日本の野生植物 1  ソ テツ 科～カ ヤツリ グサ科. 6 6 6 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

カ キツバタ
アヤメ 科

I ris la evig a ta  Fisch .

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。 また生

育環境である 草原は、 管理放棄により 遷移が進行し 、 各地で減少し てい

る。

概　 　 要

　 日当たり の良い、 山地のやや乾いた草原に生える 多年草である。 草

丈は花茎を 伸ばすと 3 0 －6 0 cmにな る。 葉は長さ 3 0 －5 0 cm、 幅5 －

1 0 mｍで、 葉の中脈はあまり 目立たない。 花期は5 －7 月で、 花茎の先

に2 －3 個の花を つける 。 花は紫色で、 大き さ は直径約8 cmである。 外

花被片の基部に黄色の斑紋と 網目状の細脈がある。 北海道～九州、韓国、

中国（ 東北）、 シベリ ア東部に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県中部（ 大田市） で確認さ れている。 生育環境は、

明るく 開けた草原である。 他地域の畦畔などでも 個体が見ら れるが、 栽

培個体が逸出し たも のと 考えら れる。

存続を脅かす原因

　 管理放棄による 草原の灌木化、 樹林化、 園芸上の採取。

特記事項

　 県中部の個体は高原内にあり 自生個体と 考えら れるが、 既存文献では

野生状と の記載があり 、 引き 続き 情報収集が望まれる。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 邑田　 仁・ 米倉浩司・ 木原　 浩編（ 2 0 1 5 ） 改訂新版 日本の野生植物 1  ソ テツ 科～カ ヤツリ グサ科. 6 6 6 pp . 平凡社, 東京.
島根県（ 1 9 7 1 ） 大山隠岐国立公園 三瓶山の自然. 7 2 pp . 島根県. 島根.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

アヤメ
アヤメ 科

I ris sa n g u in ea  Ho rn em .

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れており 、生育地での個体数も 少ない。

本来はより 北方の寒冷地に分布する植物であるため、 分布的にまれな種

でも ある。

概　 　 要

　 寒地や高地の湿性の草原に生える多年草である。 草丈は花茎を伸ばす

と 3 0 －9 0 cmになる。葉は長さ 3 0 －7 0 cm、幅1 .5 －3 cｍと やや幅広く 、

葉の中脈は目立たない。 花期は7 －8 月で、 花茎の先に2 －3 個の花を つ

ける。 花は紫色、 大き さ は直径約8 cmで、 外花被片の基部に黄色の斑

紋と 網目状の細脈がある。 内花被片は著し く 小型で目立たない。

　 本州中部以北、 北海道、 中国、 韓国、 ロシア、 アラ スカ 、 カ ナダ東部

に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 隠岐諸島（ 隠岐の島町） にのみ知ら れている。 生育

環境は、 海岸付近の平坦で開けた岩場や礫浜で、 上方から の水で涵養さ

れる湿っ た環境と なっ ている。

存続を脅かす原因

　 水辺の開発や埋め立て、 波浪による 海岸の洗掘、 園芸上の採取。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 邑田　 仁・ 米倉浩司・ 木原　 浩編（ 2 0 1 5 ） 改訂新版 日本の野生植物 1  ソ テツ 科～カ ヤツリ グサ科. 6 6 6 pp . 平凡社, 東京.
丹後亜興（ 2 0 1 5 ） 本当だっ た隠岐のヒ オウギアヤメ . 隠岐の文化財 3 2 : 5 3 -5 9 .
丹後亜興（ 2 0 2 2 ） 隠岐の西限植物. 隠岐の文化財 3 9 : 6 -1 4 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 南限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ヒ オウギアヤメ
アヤメ 科

I ris se to sa  Pa ll. ex Lin k

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 本州、 四国、 九州に分布し て、 こ の地方でも 以前は山地のそこ かし こ

生えて、 花を つけ目立つ植物であっ たが、 近年、 いわゆる里山の植物と

し て急激に全域で激減し 、 絶滅状態と いえる状態と なっ ている。

概　 　 要

　 山地草原、 林縁草地に生える 多年草。 葉は線形で、 長さ 5 0 cm、 幅１

cm前後で根生する。 夏に高さ １ ｍ前後の花茎を 立て、 径1 0 cm前後の

黄花を次々に咲かせ、 目立つ。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 奥出雲町）、 県中部（ 大田市、 邑南町） で

確認さ れている。 県東部（ 安来市） では生育が見ら れなく なっ た場所も

ある。 生育環境は、 山地稜線の風衝草原、 丘陵地や山麓のススキ草原、

湿性草原内など、 いずも れ明るい草原である。

存続を脅かす原因

　 林地への人為干渉の減少、 遷移によ る樹林化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

林　 正久・ 井上雅仁・ 三島秀夫（ 2 0 1 3 ） 第4 章 自然環境の特性. 奥出雲町文化的景観調査報告書-奧出雲たたら と 棚田の文化的景観-（ 奥出雲町教育委員会編） . 3 1 -5 0 . 奥出雲町.
廣江伸作（ 2 0 2 4 ） 安来市の植物誌. 6 4 pp . 島根.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ユウスゲ（ キスゲ）
ススキノ キ科

H em ero ca l l is citrin a  Baron i var. vesp e rtin a  ( H .H ara)  M .H o tta

ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 植物体は地下の根茎から 長さ 5 0 cm前後、 幅1 －2 cmの葉を 数枚根生

し て生える 多年草。 花は夏の頃に咲き、 根茎から 高さ 5 0 cm前後の花茎

を立て、 茎頂に5 －1 0 個の花をつける。 花被片は橙黄色で長さ 7 －8 cm

である。 本来、 本州中部以北、 北海道から 千島、 樺太の範囲に生えるや

や北方の植物である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は隠岐諸島（ 隠岐の島町） にのみ知ら れているのも ので、

同島でも 、 ごく 限ら れた場所に生える 。 生育地はほと んどが山中の露岩

状地で崖地や岩棚の土壌が堆積し ている場所で、 多少なり と も 上部から

浸出水があっ て、 保水状態のよい場所である。

存続を脅かす原因

　 生育地の自然な遷移による樹林化、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
丹後亜興（ 2 0 2 2 ） 隠岐の西限植物. 隠岐の文化財 3 9 : 6 -1 4 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ゼンテイ カ（ ニッ コ ウキスゲ）
ススキノ キ科

Hem eroca l lis du m ortieri  C.M orren  var. escu len ta  ( Ko idz.)  Kitam . ex M .M atsuoka et M . H otta

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れている。

概　 　 要

　 水湿地に生える夏緑多年草。 植物体は草丈１ ｍ前後のやや大型の抽水

植物で、 葉は線形で、 長さ 5 0 cm、 幅１ cm前後のも のが直立し てつく 。

花は夏に咲き 、 葉間に伸びる太い茎に互生する葉の葉腋に枝を出し 、 下

部には球状で雌性の頭状花序を 数個つけ、 上部には雄性の花序を数個つ

けて咲く 。 果実はミ ク リ に対し て大き く 、 上部が平たい倒円錐形状であ

り 、 長さ ７ －８ mm、 幅６ －７ mmと なり 、 2 0 ～3 0 ばかり が球状に集

合する。 また、 ミ ク リ が地下の木化し た球茎から 伸びた地下茎の先から

茎をのばすのに対し 、 オオミ ク リ は球茎から 地下茎が伸びる他、 球茎の

腋芽が伸び、 こ れが翌年球茎になるので球茎が隣接するよう になるのが

異なると さ れる。 国内では本州に分布し 、 朝鮮半島、 中国東北部に分布

する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 前回の報告で東部と 中部から 報告さ れており 、 東部ではため池から と

判断でき るが、 詳細は不明である。 中部では小河川の浅い水域に群生し

ていたが、 現在確認でき なく なっ ている。 こ の中部のオオミ ク リ と さ れ

る も のは角野（ 2 0 2 2 ） では、「 結実率の低いオオミ ク リ 」 と さ れる も

のであっ た。

存続を脅かす原因

　 ため池や河川の管理放棄による遷移、 改修工事などによ る生育地の破

壊。

特記事項

　 オオミ ク リ はミ ク リ のシノ ニムになっ ているなど、 分類上確定さ れな

いと こ ろ も あり 、 大橋広好他（ 2 0 1 5 ） では記載さ れていない。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
角野康郎（ 1 9 9 6 ）「 日本水草図鑑」 1 7 9 pp .　 株式会社文一総合出版、 東京
角野康郎（ 2 0 2 2 ） ミ ク リ と オオミ ク リ のフ ェ ノ ロジーと 繁殖生態： 比較栽培によ る 観察、 水草研究会誌(1 1 3 ):2 3 -3 0 　 水草研究会
角野康郎（ 2 0 2 3 ） 日本の水草の分類-研究はどこ まで進んだか， 植物地理・ 分類研究　 7 1 (2 )： 9 3 -1 1 6

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

オオミ ク リ
ガマ科

Sp a rg an iu m  m acro carp u m  M akin o

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれであり 、 生育地での個体数も 多く はな

い。

概　 　 要

　 水湿地に生える１ 年草で、 植物体は長さ 約1 5 cmの線形の葉を根際か

ら 根生状に多数つける も ので ある。 花期は夏から 秋にかけて で、 高さ

2 0 cm程の花茎を 多数伸ばし て、 それぞれに頭花を１ 個ずつつける。 頭

花は倒円錐形で直径５ mm程のも のである。 総苞片は長楕円形で頭花よ

り 短かい。 頭花は雌花、 雄花が混生し 、 雌花、 雄花と も に萼は仏炎苞状

に合着し て黒藍色であり 、 花床は無毛である。 九州と 中国地方の一部に

分布する植物である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県西部（ 益田市） に生育地が知ら れているが、 個体

数は多く はない。 ため池の縁や開けた湿地に生える。

存続を脅かす原因

　 ため池の管理放棄、 湿地の乾燥化、 遷移の進行によ る 湿地の灌木化、

樹林化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ツク シク ロイ ヌ ノ ヒ ゲ
ホシク サ科

Erio cau lo n  k iu sia n u m  M axim .

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地も 遷移の進行や人為の干渉に

より 、 消滅し た地も あり 、 こ の種の存続が心配さ れる 。

概　 　 要

　 水湿地に生育する夏緑性の多年草であり 、 草丈は約5 0 cmである。 植

物体は幅２ mmの柱状の茎を伸ばすだけのも ので、 葉は葉鞘だけに退化

し たも のと さ れ、 茎の基部に鱗片状に付着するも のになっ ている。 茎に

は縦に数条があるのが特徴である 。 花は夏前に咲く が、 茎頂に１ 個の小

穂をつけ、 長さ 1 .5 －2 cm程で、 花の刺針状花被片は無いか、 または４

個である と さ れる。 国内では本州の一部と 九州に分布し て、 朝鮮半島、

中国から 中央アジアに分布域がある と さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、隠岐諸島（ 隠岐の島町） にのみ知ら れている。 池沼、

休耕田などの水湿地に生育し ている。

存続を脅かす原因

　 池沼、 休耕田における遷移による乾陸化による生育適地の消滅、 埋め

立て。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

井上雅仁・ 杦村喜則（ 2 0 1 4 ） 隠岐諸島油井の池の湿地植生の現状と 過去3 0 年間の変遷. 島根県立三瓶自然館研究報告 1 2 : 9 -1 6 .
国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

スジヌ マハリ イ
カ ヤツリ グサ科

Eleo ch aris eq u ise ti f o rm is  ( M ein sh .)  B.Fed tsch .

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県下で1 ヵ 所生育が報告さ れており 、 また全国的にも 希少な植物であ

る。

概　 　 要

　 海水の流入する 塩田等の湿地に生育し 、 茎は3 －7 cm、 小穂は卵形ま

たは長楕円形で やや扁平、 長さ 2 －3 mm、 淡緑色。 果実は倒卵形で 長

さ 1 mmで平滑。 似たマツ バイ は休耕田や湿地に生育し 、 基部の鞘が赤

みを帯び、 痩果の表面に格子状紋があり 、 柱基が扁3 角錘形に膨ら むが、

チャ ボイ は生育地が異なり 、基部の鞘は黄白色で、痩果の表面は平滑で、

柱基は膨ら まない。 国内では本州から 九州に分布し 、 ヨ ーロッ パ・ シベ

リ ア・ 北アフ リ カ ・ 北アメ リ カ ・ 南アメ リ カ に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の海岸部に形成さ れたため池状の水湿地での生育が報告さ れてい

たが、 周囲のやぶ化が進み近づけない状態になっ ている。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

チャ ボイ
カ ヤツリ グサ科

Eleo ch aris p a rvu la  ( Ro em . e t Sch u lt.)  Lin k ex Blu ff , N ees et Sch au er

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれであり 、 生育地の環境変化により 、 植

物体の消滅が心配さ れるも のである。

概　 　 要

　 湿地に生える 多年草で、 植物体は地下に細く 長い根茎があり 、 ２ ～

３ 枚の針状葉を 付け、 草丈は2 0 －3 0 cm、 まばら に生えてて群生する 。

春早く 、 株から １ 本の花茎を立て、 先端に２ ～５ 個程の小穂をつけて花

が咲く 。 多数の花被片があっ て、 こ れが果時には長さ ２ cm程の白い綿

毛と なり 、 綿の様に見える。 国内では北海道・ 本州に分布し 、 ユーラ シ

ア・ 朝鮮半島・ 北アメ リ カ に広く 分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の中国山地沿いの湿地に生育地が知ら れていた。 湿地は水田跡で

あるが、 近年はアシ等が広がり 、 確認でき ない状況である 。

存続を脅かす原因

　 アシ等の大き な湿原植物がひろ がり 、確認でき ない状況が続いている。

地上部の伐採を行う など保全が必要である。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 西限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

サギスゲ
カ ヤツリ グサ科

Erio p h o ru m  g ra cile  Koch

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地はいずれも き わめて小規模な

も のである。

概　 　 要

　 水湿地に生え る やや大形の多年草。 茎は直立し て 硬く 、 長さ 5 0 －

9 0 cmになる。 葉は円柱形で径３ mm、 長さ は5 0 cmで茎よ り 短い。 花

は夏前に咲き、 茎の先端に少し ばかり の枝を 分けて、 5 －8 個の卵状楕

円形で暗褐色の小穂がつく 。 本州（ 東海地方以西） ～琉球・ イ ンド ・ ス

リ ラ ンカ ・ イ ン ド ネシア・ オースト ラ リ アに分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部2 ヶ 所と 西部1 ヵ 所の低地から 生育が報告さ れている 。 いずれの

生育地も ため池の池畔であっ て、浅い水中から 岸辺の砂泥堆積地に生え、

群生し ていたが、 西部と 東部の各1 か所は確認でき なく なっ ており 、 現

在東部の1 か所だけに生育し ている状況である。

存続を脅かす原因

　 ため池の埋め立て、 改修工事による生育地の消滅、 管理放棄による生

育地の遷移による 樹林化。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ネビキグサ（ アンペラ イ ）
カ ヤツリ グサ科

M ach aerin a  ru b ig in o sa  ( Sp ren g .)  T. Koyam a

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれである。

概　 　 要

　 茎は高さ 1 0 －4 0 cmで 針状の葉を １ －２ 枚つける。 一年草で あり 、

葉は根生し 、 線状で 花0 .5 －1 mmで 鞘は一部赤色を 帯びる 。 花序は散

状または頭状で ２ －５ 個の分花序から なり 長さ 0 .8 －1 .5 cm、 1 0 個以

下の小穂をつける。 国内では本州から 琉球に分布し 、 台湾・ マレ ーシア・

オースト ラ リ ア・ ニュ ージーラ ンド に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部での生育が知ら れている。 生育地は海岸に近い、 岩の間から 水が

染みだす、 ごく 狭い範囲に群生し ている。

存続を脅かす原因

　 遷移による生育地の消滅。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館
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選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れており 、生育地での個体数も 少ない。

全国的にみても 分布がまれな植物である。

概　 　 要

　 深山の林内に生え る 多年草で ある。 稈は高さ が6 0 －8 0 cmにな る。

葉は長さ 7 －2 0 cm、 幅8 －1 5 mmで、 基部でねじ れて 上面と 下面が反

転する。 花期は6 －8 月で、 稈の先に長さ 1 0 －1 5 cmの穂状花序を つ

ける 。 小穂は長さ が約1 0 mmで、 1 小花から な り 、 先端には長さ 1 5 －

2 5 m mの芒がある 。 日本固有種で、 本州（ 長野県、 三重県、 山口県）、

四国、 九州に分布するが、 国内での分布はまれである

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県西部（ 益田市） で確認さ れている。 生育環境は、

西中国山地の渓谷沿いで、 夏緑広葉樹林の林床である。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

長田武正（ 1 9 9 3 ） 増補日本イ ネ科植物図譜. 7 7 7 pp . 平凡社. 東京.

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

イ ワタ ケソ ウ
イ ネ科

H ystrix d u th ie i ( Stap f )  Bo r su b sp. ja p o n ica  ( Hack.)  Baden , Fred . et Seb erg

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 日当たり のよい山中の草地や林縁などに生える越年草である。 草丈は

花茎を伸ばすと 2 0 －4 0 cmになる。 葉は羽状複葉で、 長さ 1 0 －1 5 cm、

幅4 －6 cmで、 小葉は羽状に細かく 裂ける。 花期は5 －6 月で、 花茎の

先に多数の黄色い花をつける。 朔果はやや湾曲し た線形で、 著し く 数珠

状にく びれる。種子の表面の細胞はレ ンズ状に盛り 上がるが突起はない。

北海道、 本州北部、 隠岐、 シベリ ア東部、 中国、 サハリ ン、 朝鮮半島に

分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内の分布は、隠岐諸島（ 隠岐の島町、西ノ 島町） で確認さ れている。

生育環境は、 山地林内の明るい箇所や、 林道沿いの林縁部などである。

存続を脅かす原因

　 森林伐採など。

特記事項

　 隠岐諸島および朝鮮半島南部の個体は、 外側の花弁の舷部が楕円形で

他地域の個体（ ほぼ円形） と 異なる。 こ の花弁の特徴をも つも のをト サ

カ キケマンと する 説も あり 、 今後の検討が望まれる。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）
●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 6 ） 改訂新版 日本の野生植物 2 イ ネ科～イ ラ ク サ科. 6 4 0 pp . 平凡社, 東京.
丹後亜興（ 2 0 1 2 ） 隠岐にある のはエゾキケマン だっ た. 隠岐の文化財 2 9 : 2 1 -2 7

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 南限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館
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選定理由

　 生育地が極限さ れていて、 将来でのこ の種の県内での存在が危惧さ れ

る。

概　 　 要

　 冷温帯の林内に生える 多年草。 植物体は草丈3 0 cm前後で、 茎の上部

に大小2 枚の葉を つけ、 茎の先に直径2 cm程の白花を 数個つけて咲く 。

実は直径1 cm程で藍色に熟し 、 時に美し く 見える 。 北海道から 中国山

地にかけて分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 奥出雲町、 飯南町） の中国山地脊梁部、 主

と し てブナ林内に群生する。

存続を脅かす原因

　 森林伐開と 園芸上での採取。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 南限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： ー

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

サンカ ヨ ウ
メ ギ科

D ip h y l le ia  g ray i Fr.Schm .

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれであり 、 生育地での個体数も 限ら れて

いる。

概　 　 要

　 夏緑林内に生える草丈約3 0 cmになる 多年草。 早春、 芽を 出すと 同時

に花が咲く 。 花は直径４ cm程で、 多数の黄色の花弁を も つ。 花後に茎

が伸びる と 同時に葉も 大き く 開き、 3 －4 回羽状葉を 互生する。 夏には

地上部はすべて枯れる。 古く から 栽培さ れている植物で、 自生品があれ

ば必ず採取さ れるであろ う 。

　 国内では本州の東北地方以南から 九州にかけて分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県西部（ 津和野町） で確認さ れている 。 夏緑二次林

内のやや明るい林床や林縁に生える。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開と 園芸上での採取が考えら れる。

特記事項

　 県西部の生育地は津和野町の天然記念物と し て保護さ れている。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

兼子伸吾・ 井上雅仁・ 三島秀夫・ 高橋佳孝（ 2 0 0 8 ） 島根県における ミ チノ ク フ ク ジュ ソ ウ（ キン ポウゲ科） の生育地. 島根県立三瓶自然館研究報告 6 : 1 9 -2 0 .
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 山地林内、 林縁に生える 夏緑性の多年草。 地中に這う 根茎に2 －3 枚

の根生葉を つける。 葉は1 0 cm前後の葉柄があっ て、 先に３ 小葉の葉

身を つける。 葉身は大小の欠刻状に裂ける。 花は春に咲く 。 花は高さ

2 0 cm前後の花茎の先に３ 枚の茎葉を つけ、 2 －3 花を つける。 花は直

径約２ cmである が、 萼片5 －6 枚が楕円形、 白色で花弁状であっ て目立

つ。 北海道から 四国、 九州に分布し 、 さ ら に朝鮮半島、 中国東北部に続

く 分布域があると さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県東部（ 松江市、出雲市、飯南町）、県中部（ 大田市）、

県西部（ 益田市、 吉賀町） にかけての山地夏緑二次林内、 林縁に生育地

が点在するが、 限ら れている。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開による 生育地の環境変化、 園芸上での採取も 考えら れる。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ニリ ンソ ウ
キンポウゲ科

An em on e  f la ccid a  F.Sch m id t var. f la ccid a

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 夏緑広葉樹林の林床、 明る い林縁や草地などに生える 多年草である。

草丈は花茎を 伸ばすと 1 0 －3 0 cmにな る。 横に長く はっ た根茎から 、

根出葉を 1 個出す。 根出葉は2 回3 出複葉で、 小葉は3 深裂する 。 花期は

3 －5 月で、 花茎の先に直径2 .5 －4 cmの花を1 個つける。 淡紫色から 白

色の花弁状の部分は萼片であり 、 花弁はない。 春先に花を咲かせて、 上

層木の葉が広がるこ ろ には地上部が無く なり 、 翌春までは地下部のみで

過ごすスプリ ング・ エフ ェ メ ラ ルである。 北海道、 本州（ 兵庫県以北）、

朝鮮半島に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県東部（ 奥出雲町） で確認さ れている。 生育環境は、

山地の夏緑広葉樹林の林床、 山間の集落付近の畦畔など、 春先に明るい

場所である。

存続を脅かす原因

　 園芸上の採取、 夏緑広葉樹林の手入れ不足によ る 林床の常緑樹林化、

畦畔や山地林縁の管理放棄による灌木化、 樹林化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 6 ） 改訂新版 日本の野生植物 2 イ ネ科～イ ラ ク サ科. 6 4 0 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

キク ザキイ チゲ
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、生育地での個体数も き わめて少ない。

概　 　 要

　 暖温帯林の緑や草地に生える 木本性のつる 植物。 と き に湿地や超塩

基性岩地にも 生える 。 茎は紫褐色、 有毛または無毛。 葉は夏緑性、 1 回

3 出複葉ま たは羽状複葉、 小葉は卵形～狭卵形， 長さ 3 －9 cm， 幅1 .5

－5 cm、 全縁または不規則に切れ込むか2 －3 浅裂～中裂し 、 葉柄は長

さ 2 －1 0 cm。 花期は5 －7 月。 花は当年枝に頂生し て 単生し 、 径4 －

7 cm、 両性、 上向き に咲き 、 花柄は長さ 4 －2 0 cm、 有毛ある いは無

毛、 小苞を 欠く 。 萼片は8 （ ー9 ） 個、 楕円形、 長さ 4 －7 cm、 幅1 .5

－3 cm、 先端は尾状にと がり 、 淡紅紫色～青紫色。 背面に伏毛があり 、

平開する。 雄は長さ 1 0 －2 0 mm、 花糸は無毛、 広がり 、 新隔は短く

突出する。 瘦果は広形、 長さ 5 mm、 密毛があり 、 残存花柱は長さ 3 －

4 cm。 本州・ 四国・ 九州（ 北部）， 朝鮮半島・ 中国東北部に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県西部の河川に生育する。 また、 東部や中部でも 確認し ており 、 過去

には東部で生育の記録も ある。 逸出の場合も 考えら れるが、 県内で複数

の記録と 自生し ていると の記述も あり 、 隣接県でも 自生と し て記録さ れ

ている。

存続を脅かす原因

　 園芸採集、 環境変化。

特記事項

　 県東部・ 中部の生育情報に関し ては、 付近には民家があり 逸出の可能

性も あるため調査が必要である。

（ 執筆者： 澤田　 達也）

●参考文献

広島大学理学部附属宮島自然植物実験所・ 比婆科学教育振興会（ 1 9 9 7 ） 広島県植物誌， 8 3 2 pp .中国新聞社,広島
丸山　 巌（ 1 9 8 2 ） カ ザグルマ， 島根県大百科事典編集委員会・ 山陰中央新報社開発局（ 編） ,島根県大百科事典上巻,山陰中央新報社,3 7 0
丸山　 巌（ 1 9 8 5 ） し まねの草花,1 1 5 pp .山陰中央新報社， 島根
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カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

カ ザグルマ
キンポウゲ科

Clem a tis p a ten s C.M o rren  et Decn e .

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れている 。

概　 　 要

　 山地の林内、 林縁に生える 常緑性の多年草。 植物体は地下茎を も ち、

葉を 数枚根生し 、 草丈は約1 0 cmである。 葉は長さ ５ cm前後の葉柄が

あっ て、 葉身は三角形で基部が心形、 ３ 中裂し 、 裂片の先は鋭頭である。

花は春に咲き、 長さ 1 0 cm前後の花茎を 出し て、 先に直径１ cm程の白

色の花をつける。 本州の中部地方以西から 九州北部に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 安来市、 出雲市、 奥出雲町、 雲南市、 飯南

町） 県中部（ 大田市）、県西部（ 津和野町） に点在するが、限ら れている。

隠岐諸島での生育地は不明である。主と し て夏緑二次林内に生えている。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開による 生育地の環境変化、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ミ スミ ソ ウ
キンポウゲ科

H epa tica  n o b il is Sch reb . va r. ja p o n ica  N aka i

準絶滅危惧
（ N T）
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（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県西部高津川の上中流域に生育場所が限定さ れており 、 その生育場所

で河川改修や用水路の改修、 温暖化影響と 考えら れる 河川増水、 ツルヨ

シによる被陰が進行し ている。

概　 　 要

　 湖沼、ため池、河川などに生育し 、国内では本州及び九州にまれに分布。

韓国の一部地域では水田で多産するこ と が報告さ れているが、 国内の水

田から はほぼ絶滅状態のよう である。 北海道から 本州に広く 分布するバ

イ カ モに比べて葉や花が小形で、葉柄の長さ ４ －1 2 mm、葉身の長さ 1 .5

－３ cm、 花の直径約１ cm以下。 花柄はあまり 伸びず、 長さ １ －３ cm

の範囲にある こ と と 、 果実に毛が無い点でバイ カ モと 区別するこ と がで

き る。 種子による繁殖のほか、 節から 不定根を出し 、 切れも による栄養

繁殖も 行う 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県西部の高津川水系の上中流域にのみ生育。

存続を脅かす原因

　 河川改修、 用水路の整備、 温暖化影響と 考えら れる河川増水、 ツルヨ

シによる被陰。

特記事項

　 2 0 1 2 年３ 月に「 島根県希少野生動植物の保護に関する条例」 に基づ

く 指定希少野生動植物に指定さ れ、 保護管理計画が定めら れている。 地

域の有志やN POによ り 本川源流部や用水路への移植も 行われ、 県によ

る巡視活動も 行われているこ と から 、 以前に比べて絶滅の恐れは減少し

ていると 考えら れる。

（ 執筆者： 國井　 秀伸）

●参考文献

角野康郎（ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp . 文一総合出版, 東京．
目黒 聡・ 滝口雅彦（ 2 0 0 2 ） 宮城県のヒ メ バイ カ モの分布と 生活史． 宮城の植物, 2 7 ： 9 -1 5 .
下田路子（ 2 0 1 0 ） 江華島（ 韓国） のヒ メ バイ カ モ． 水草研究会誌, 9 4 ： 2 1 -2 7 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類（ E N ）撮影者（ 提供者）： 自然環境課

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ヒ メ バイ カ モ
キンポウゲ科

Ran u n cu lu s ka d zu sen sis M akin o

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 生育場所が限定さ れており 、 河川改修や水質汚濁が進行し ている。 一

河川では長年にわたっ て多数のパッ チが確認さ れているも のの、 農業用

水路などでは衰退が目立っ てき ているこ と から 、 2 0 1 3 年版改訂し まね

レ ッ ド データ ブッ ク でラ ンク がそれまでの絶滅危惧Ⅱ類から 絶滅危惧Ⅰ

類に変更さ れた。

概　 　 要

　 冷涼な清流中や湧水池に群生する日本固有の多年生沈水植物。 北海道

及び本州各地に広く 分布する が、 水温が通年2 0 ℃を 越えない冷涼な環

境を好むため、 本州南西部ではその生育場所は河川の上流や湧水のある

場所に限ら れる。 糸状に細裂する 葉は互生し 、 葉身の全長は３ －７ cm、

葉柄の長さ は0 .5 －２ cmで 房状になる。 白色５ 弁の花は水面ま たは水

上に出るが、 流れの速い場所では水中で開花し 結実する。 種子による繁

殖のほか、 節から 不定根を出し 、 切れも での栄養繁殖も 行う 。 隣県の鳥

取県では絶滅危惧II類、 広島県では準絶滅危惧種に指定さ れている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 三瓶山と その周辺の限ら れた河川や水路中に生育。

存続を脅かす原因

　 河川改修。

（ 執筆者： 國井　 秀伸）

●参考文献

角野康郎（ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp . 文一総合出版, 東京．
木村保夫・ 國井秀伸（ 1 9 9 8 ） バイ カ モ (Ra n u n c u lu s  n ip p o n ic u s  v a r . su b m e rsu s ) と ヒ ルゼンバイ カ モ(R. n ip p o n ic u s  v a r . o k a y a m e n s is ) のシュ ート の形態と 成長特性の比較．
日本生態学会誌， 4 8 ： 2 5 7 -2 6 4 ．
國井秀伸・ 井上 功（ 1 9 9 7 ） バイ カ モの成長と 光合成． 水草研究会会報， 6 1 ： 1 -1 1

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 自然環境課

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

バイ カ モ
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（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
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絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 生育地は極限さ れ、 生育地での個数も き わめて僅かである。

概　 　 要

　 夏緑樹林内に生える 多年草で草丈は3 0 －5 0 cm程。 葉は２ 回３ 出複

葉で２ ～３ 枚着き 、 径５ －６ cmの薄桃色の花を １ 個咲かせる。 朝鮮半

島から 中国東北部に分布が続く 大陸系の植物で、 国内では北海道から 九

州まで分布する 。 似たヤマシャ ク ヤク が、 花弁が白色で、 6 枚、 雌蕊が

2 －3 、 柱頭がゆる やかに反曲、 葉の頂小葉は狭倒卵形、 先端は漸尖形

である のに対し 、 ベニバナヤマシャ ク ヤク は、 雌蕊が3 －5 、 柱頭は強

く 反曲する。 葉の頂小葉は倒卵形、 先端が鋭形または鈍形である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内では東部から 西部の中国山地沿いの夏緑林内に分布するが、 生育

地はまれである。

存続を脅かす原因

　 森林伐採と 園芸上での採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ベニバナヤマシャ ク ヤク
ボタ ン科

Paeo n ia  o b o va ta  M axim .

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 生育地はき わめてまれで、 個体数も 僅かである。

概　 　 要

　 夏緑樹林内の沢沿い湿り 気の強い岩上な ど に生え る 草本。 走出枝が

あっ て直径１ cm程の葉を互生し て、 高さ ５ cm程の花茎を立て頂部に黄

緑色の花を 集散花序に2 －3 個ずつつける。 花後、 走出枝が伸びて、 先

端に根生葉をも つ新株をつく る。 国内では四国に分布し て、 本州では近

畿以北、 北海道にあり 、 少し ばかり 北方系の種のよう である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 奥出雲町、 飯南町） にき わめて僅かな産地

があり 、 個体数も 限ら れている。 冷温帯夏緑樹林内の谷川沿いの水湿な

岩上に生育する。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： ー

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ツルネコ ノ メ ソ ウ
ユキノ シタ 科

Ch ryso sp len iu m  f lag e l l if e ru m  F.Sch m id t

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれであり 、 生育地での個体数も 僅かであ

る。

概　 　 要

　 樹幹に着生する夏緑性の小木で、 枝を分けて株状になり 、 高さ は大き

いも ので5 0 cmほどになる。 葉はほぼ円形で、 基部は深く 切れ込み、 全

面に毛がある。 花は春に咲く が、 緑白色で目立たず、 果実も 緑色で目立

たないが、 全体に刺状の毛が生えているのが特徴的である 。 本州から 四

国、 九州に分布し 、 中国大陸にかけて分布が続く も のと さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部の中国山地で生育が確認さ れている。 多く はブナの古木に着生し

ている。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開による 着生木の伐採、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ヤシャ ビシャ ク
ユキノ シタ 科

Rib es am b ig u u m  M axim .

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 生育地がき わめて限ら れており 、 個体数も 僅かである。

概　 　 要

　 夏緑性の低木で、 枝を多く 分けて２ ｍ程の高さ で叢生する。 葉は多く

は大き く 掌状に３ （ ５ ） 裂する。 雌雄異株の植物と さ れ、 雄花序には

黄緑色の小花を 1 0 個ばかり 、 雌花序には２ ～３ 個つける 。 果実は径２

mm程で赤く 熟す。 国内では本州（ 東北地方南部から 中国地方）、四国（ 高

知県） に生育し 、 国外では朝鮮半島と 中国（ 東北部） に生育する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の中国山地脊梁部に生育し ており 、 生育地はブナ林縁の露岩地で

ある。

存続を脅かす原因

　 森林伐開。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）　

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 5 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ザリ コ ミ
ユキノ シタ 科

Rib es m axim ow iczia n u m  Kom arov

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれな状態と なっ ている 。 本来、 生育地で

の個体数は多く はないも のである 。

概　 　 要

　 樹幹、 岩上に生える 草丈2 0 cm前後の夏緑性の多年草。 葉は卵形で長

さ 5 －6 cm、 幅3 －4 cmで対生する 。 花は秋に咲き 、 茎の先端の散房花

序に汚黄白色の小花を多数つける 。 国内の本州中部地方以西、 四国、 九

州に分布範囲があると さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 奥出雲町）、 県中部（ 大田市）、 県西部（ 津

和野町） の中国山地脊梁部に生育地が僅かに点在する。 多く はブナの古

木の樹幹に生え、 イ ワガラ ミ 、 ツルアジサイ 、 ツタ ウルシなど着生し た

中に見ら れる。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開と 着生樹の伐倒。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

アオベンケイ
ベンケイ ソ ウ科

H ylo te le p h iu m  virid e  ( M akin o )  H .Oh ba

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 生育地での個体数も き わめ

て限ら れている。 分布の北限と なる。

概　 　 要

　 蔓性の夏緑性木本で、 周囲の樹種に巻ひげで絡まり 伸び上がる。 葉は

大き く 、 長さ は3 0 cm程にも なり 、 ２ ～３ 対の羽状複葉である が、 最下

の羽片だけは、 ２ 回羽状と なる 特徴がある。 小葉は１ cmばかり の柄が

あっ て、 楕円形で長さ 1 0 cm、 幅５ cmばかり になる。 花は初夏の頃に

咲き 、花序は集散形で黄緑色の小花を 多数つける。果実は球形。赤く 熟れ、

さ ら に黒く 熟れる。 国内では本州（ 紀伊半島・ 中国地方西南部）・ 四国・

九州に分布し 、 基準変種が台湾・ 中国（ 中南部）・ 東南アジアに分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 中部の山域ににき わめてまれな生育地がある。 照葉樹林域の山中、 谷

間に生えている。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
柳浦正夫（ 2 0 2 0 ） 植物の分布・ 観察報告(6 0 )ウド カ ズラ を 千丈渓で確認， 島根植物研究会会報3 9 ： 4 　 島根植物研究会

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）
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（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内では波浪等による生育地の消滅があっ て、 現状と し て確実な生育

地は明ら かでない。

概　 　 要

　 海岸の砂礫に生える蔓性多年草。 葉は羽状３ 小葉。 小葉は四形から 広

側卵形で、 直径は約1 0 cmである 。 花は淡桃色、 豆実は長さ 約1 0 cmで

２ －５ 個の種子がある。 国内では本州、 関東以西、 四国、 九州から 南西

諸島、 中国に分布すると さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 松江市、 出雲市）、 県西部（ 浜田市、 益田

市） などで確認さ れているが、 近年はいずれの場所でも 生育がみら れな

い。 生育環境は海岸の砂礫から なる浜であるが、 大き な波浪を受けると

消失し 、 安定し て生存するこ と がまれである。

存続を脅かす原因

　 波浪による生育地破壊。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ハマナタ マメ
マメ 科

Can ava l ia  l in ea ta  ( Th un b .)  DC.

ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はまれで、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 草丈の低い草地に生える 高さ 2 0 －3 0 cmの１ 年生草本。 植物体は全

体に褐色の毛が多い。 葉は線形～狭長卵形で長さ ５ cm 。 花は7 －9 月に

咲き 、 茎頂に青紫色の花を2 ―2 0 個つける。 果実は豆果で長さ １ cmば

かり 、 長楕円形で萼片に包まれた特異な形態で特徴的である。 本州の東

北地方南部から 四国、 九州、 南西諸島に分布域がある。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の山間の草原や、 時に耕作地周辺の草刈場などにまれに生育地が

存在する。（ 飯石郡飯南町赤来町赤名）

存続を脅かす原因

　 生育地での遷移によ る 環境変化。 耕作地周辺での生育地については、

休耕、草刈り の中止などによ る遷移により 、個体群が消滅し た場がある。

（ 執筆者： 三浦　 憲人・ 杦村　 喜則）

●参考文献

井上雅仁（ 編）（ 2 0 0 9 ） 杦村喜則氏収集植物標本目録（ I） . 1 7 3 pp . 島根県立三瓶自然館・ 公益財団法人し まね自然と 環境財団, 大田．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

タ ヌ キマメ
マメ 科

Cro ta la ria  sessi l if lo ra  L.

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれであり 、 生育地での個体数も 僅かであ

る。

概　 　 要

　 夏緑性の低木で、 高さ は１ ｍばかり になり 、 枝を 多く 分けて 叢生状

になる。 葉は３ 小葉で、 小葉は長さ ５ －1 0 cm、 幅２ －３ cmで濃緑色、

常緑種に見える。 花は夏から 秋にかけて咲き、 緑白色で長さ は１ cmに

満たない目立たない花である。 果実は節果でき わめて扁平、 長さ 1 0 cm

ばかり で７ ～８ 個の小節果より なり 、 全面にかぎ状の短毛があっ て人の

衣服などによ く 着く 。 国内では本州（ 関東以西）・ 四国・ 九州・ 南西諸

島に分布し 、 国外では、 朝鮮半島・ 台湾・ 中国をはじ めスリ ラ ンカ まで

の東南アジアに広く 分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 中部までの沿岸域から 採集さ れているが、 消滅し ていると こ

ろ が多く 、 現在生育し ていると こ ろ は知ら れていない。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開、 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ミ ソ ナオシ
マメ 科

Desm o d iu m  cau d a tu m  ( Th u nb .)  DC.

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれで、 生育地での個体数も 僅かである。

概　 　 要

　 常緑の多年草で草丈5 0 cmばかり 、 葉は茎の下部に着き、 ３ 小葉で、

小葉は卵形で、 長さ ５ －1 0 cm、 幅３ －５ cmばかり 、 やや硬い感じ が

ある。 花は夏から 秋に咲き、 茎頂に長く 花序を 伸ばし 、 先端部に薄紫

色の小花を まばら に1 0 個ばかり つける 。 果実は節果で、 ３ ～４ 個の小

節果から なる。 小節果は長さ １ cm程で、 長三角形で特異な形で目立つ。

国内では本州（ 千葉県以西）・ 四国・ 九州の暖地林内に分布し 、 国外では、

中国・ イ ンド シナ・ ヒ マラ ヤ東部・ イ ンド ・ スリ ラ ンカ に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 中部の照葉樹林下にの生育が知ら れていたが、 2 0 0 2 年には確認でき

ない状況と なっ ている。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開による 環境変化。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 4 ） 島根権植物分布資料(1 5 )オオバヌ スビ ト ハギDesmod ium  La x um  島根植物研究会会報5 ： 1 0 　 島根植物研究会
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

オオバヌ スビト ハギ
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選定理由

　 県内での生育地はまれで、 生育地での個体数も き わめて僅かである。

概　 　 要

　 高さ 1 0 数ｍになる 夏緑性の樹種で、 幹、 枝には枝が変形し た太い刺

がある。 葉は２ 形あっ て、 長枝には２ 回羽状の複葉、 短枝には単羽状の

複葉がつく 。 短枝の単羽状複葉は、 小葉がほぼ楕円形で長さ 4 －5 cm、

幅1 －2 cm、 1 0 対前後がつく 。 花は春に咲き 、 花弁は４ 枚、 黄緑色の

小花で 枝先の総状の花序に多く つく 。 果実は豆果で 長さ 2 0 －3 0 cm、

曲り く ねっ た特異な形が特徴的である。 本州、 四国、 九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県中部（ 美郷町、 江津市） で確認さ れている。 県東

部（ 飯南町） でも 記録があっ たが、 近年は消滅し たよう である。 川沿い

の地に生えるも のが多い。

存続を脅かす原因

　 樹林伐倒。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

サイ カ チ
マメ 科

Gled itsia  jap o n ica  M iq .

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 生育地がき わめて限ら れている こ と に加えて、 生育地の植生遷移によ

り 絶滅が危惧さ れる。

概　 　 要

　 湿地に生える 草丈1 0 cm前後の小形の１ 年生草本。 葉は長さ １ cm前

後で長楕円形、 互生する。 夏から 秋に茎頂の穂状花序に長さ ２ mm程の

薄紫色の小花を多数つける。 本州の太平洋側、 四国、 九州以南に分布域

がある。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部にのみ生育地が知ら れている。 池畔の草地にイ ヌ ノ ハナヒ ゲ類な

どと 混生し て生育し ている。

存続を脅かす原因

　 草地の遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ヒ ナノ カ ンザシ
ヒ メ ハギ科

Sa lo m o n ia  o b lo n g i fo l ia  DC.
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絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれであり 、 生育地での個体数も 僅かであ

る。

概　 　 要

　 夏緑性の低木で、 葉は互生し 、 倒卵状楕円形で長さ 5 －6 cm、 幅2 －

3 cm。 表面には星状毛が多く 、 裏面も 黄褐色の星状毛に赤褐色の星状

毛が散生する。 花は春に咲き 、 葉腋に数花が束生し 、 萼筒は長さ 約１

cm、 萼裂片も 長さ ５ mmほどになる 。 果実は長さ 約１ cmで、 上半部は

扁円錐で赤く 熟れる。 国内では、 本州（ 兵庫県以西）・ 四国に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 生育はまれで、 中部から 報告さ れている。 明るい夏緑二次林内にまれ

に生育する。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開と 生育地の遷移による環境変化。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）　

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 青木充之

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ナツアサド リ
グミ 科

Ela ea g n u s yo sh in o i M akin o

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も まれである。

概　 　 要

　 夏緑性の低木であっ て高さ は約３ ｍになる樹種である。 葉はほぼ楕円

形であっ て長さ 5 －6 cm、 幅2 －3 cmで互生する 。 花期は夏で、 枝先き

に長さ 約1 0 cmの総状花序を 出し 、 花は緑色の目立たない小花を 多く つ

ける。果実は秋に熟れて、長楕円形、長さ １ cm弱で、赤く 熟れて目立つが、

最後は黒く 熟れる。 日本海側の山地にのみ生えるも のと さ れる。 島根の

生育地は分布の南（ 西南） 限にある。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 隠岐諸島（ 隠岐の島町）、 県東部（ 安来市、 松江市、

雲南市、 奥出雲町、 飯南町） で確認さ れている。 多く は山地の夏緑二次

林内に生えて、 時に林縁にも 見ら れて、 果時にその果実が目立つこ と が

ある。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

廣江伸作（ 2 0 1 8 ） 希少種の新産地報告. 島根植物研究会会報 3 5 : 1 8 -1 9 .
国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
丹後亜興（ 2 0 1 6 ） 隠岐諸島新産の植物(9 ) ホナガク マヤナギ. 隠岐の文化財 3 3 : 7 0 -7 1 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 南限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ホナガク マヤナギ
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Berch em ia  lo n g iracem o sa  Oku yam a

準絶滅危惧
（ N T）
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絶滅危惧Ⅰ類
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選定理由

　 県内での生育地はやや限ら れていて、生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 夏緑の樹種で高さ は1 0 数ｍになる。葉は長楕円形で、多く は波状縁で、

葉裏は粉白色である。 葉は互生であるが、 見た目には２ 枚ずつ続いて同

じ 側につく 。 花は初夏の頃に咲いて、 葉腋に短い集散花序で数個の黄色

小花をつけて咲く が、 枝の先端部では葉がなく 、 花序だけがつく 状態と

なる。 果実は赤色に熟れる。 国内では本州・ 四国・ 九州に生育し 、 国外

では朝鮮半島南部に分布するが、 まれな植物である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後・ 西ノ 島）・ 東部・ 西部に生育が見ら れる。 隠岐諸島につ

いては生育地も 比較的多い。 山地の急斜面などに生える。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ヨ コ グラ ノ キ
ク ロウメ モド キ科

Berch em ie l la  b e rch em ia e fo l ia  ( M akin o )  N aka i

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地は1 ヵ 所で非常に僅かな個体数であり 、 こ のままでは

近い将来絶滅するこ と が危惧さ れる。

概　 　 要

　 高さ １ －２ cmの夏緑低木のシモツ ケ属の一種、 葉は長さ ４ －５ cm、

幅２ cmばかり 。 葉は卵形で上半部重鋸歯縁。 花序散房状で、 花は白色、

径１ cmばかり 、 萼列片花時に反曲し 、 宿存する のが特徴的である。 国

内では北海道・ 本州（ 中部以北）・ 九州（ 熊本県） と さ れており 、 国外

では、 シベリ ア・ アムール地域・ アムール地域・ ウスリ ー・ サハリ ン・

朝鮮半島北部・ 中国（ 東北部） に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 石見中央部山地、 岩上に僅かな個体数から なる生育地があるだけであ

る。

存続を脅かす原因

　 遷移による環境変化。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）　

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 5 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

アイ ズシモツケ
バラ 科

Sp irae a  ch am aed ry fo l ia  L. va r. p i lo sa  ( N akai)  Hara .
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維
管
束
植
物

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

381381



選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 生育地での個体数は明ら か

に減少し ている。

概　 　 要

　 植物体は地際に根生葉を数枚つける。 葉は単羽状複葉で、 小葉はさ ら

に中裂する。 開花株では数本の茎を出し 、 花は夏に咲き 、 直径約1 .5 cm

の黄色５ 弁で、 時に美し く 見える 。 陽当り のよい河原や砂質草地に生え

る夏緑性の多年草である。 北海道と 本州中部以北の地に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内の分布は、 県中部（ 大田市） の山地尾根筋に限ら れた個体数をみ

る生育地がある。 過去には草原内にも 多く の個体が生育し ていたが、 草

原の樹林化により 絶滅し てし まっ た。 主要な分布地は北陸地方以北にあ

り 、 県内に存在するも のはき わめて貴重な存在のも のと 考えら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移による生育地の樹林化、 園芸上での採取。

特記事項

　 大田市自然環境保全条例に基づく 「 大田市指定希少動植物」 に指定さ

れており 、 また保護活動が行われている。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）
●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 南限）

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ヒ ロハノ カ ワラ サイ コ
バラ 科

Po ten til la  n ip o n ica  Th .Wo lf

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 生育が報告さ れているが、 現地での生育が確認でき ない。

概　 　 要

　 落葉高木で、 樹高2 0 mほど になる。 葉身は倒卵状長楕円形で、 先は

尾状鋭尖形で、 基部は心形にな る。 縁には先の尖る 鋸歯な 並ぶ。 葉表

は深緑色で 裏は淡緑色と な る。 花は5 －6 月に多数の花を つけ、 1 0 －

1 5 cmの総状花序と なる。 花弁は円形で白色、 長さ 4 －5 mmになり 、 果

実は卵状球形で夏に実り 、 赤紅色から 黒色と なる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） の山域での生育が報告さ れているが、 現地で確認でき な

い状況と なっ ている。

存続を脅かす原因

　 森林伐開。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

岡　 国夫（ 1 9 6 8 ） 隠岐の植物（ 一）、 北陸の植物1 6 (2 )： 5 2 -5 5
大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 3 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

シウリ ザク ラ
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選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 生育地での個体数も 僅かで

ある。

概　 　 要

　 夏緑性の低木で高さ 1 －2 ｍ、 やや叢生し て株を つく る。 葉は卵形で

長さ ５ cm、 幅３ cmで、 対生する 。 花は春に咲いて白色、 ４ 弁で直径４

cm前後で、小枝の先に１ 花ずつつける。雌蕊は４ 個の離生心皮から なり 、

１ 花に４ 個の黒色果実をつける。 古く より 庭園に植えら れ、 茶花などに

も 愛でら れ、知る人には知ら れた植物である。 本州の中国地方に分布し 、

朝鮮半島、 中国に分布が続く も のと さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 出雲市） の一部にのみ生育地が知ら れてい

る。 海岸に近い山地の斜面に僅かな個体が存在する。

存続を脅かす原因

　 生育地での遷移による照葉樹林化、 園芸上での掘り 取り 。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類（ E N ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

シロヤマブキ
バラ 科

Rh od o typ o s scan d en s ( Th u nb .)  M akin o

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 限ら れている。 主要な生

育地のも のは県指定天然記念物と さ れている。

概　 　 要

　 海岸の砂丘に生える夏緑低木と し てのバラ 類の一種。 植物体は高さ １

ｍ程で根際で枝を分け株と なる。 枝には大小多く の刺が生えている。 葉

は４ ～５ 対の小葉を持つ羽状複葉で、 表面は皺状である。 花は初夏に咲

き 、 枝先に数個、 花茎７ －８ cm程の大き な紅紫色５ 弁花を つける。 果

実も 大き く 径２ －３ cm の扁球形、 赤橙色に熟れる。 国内では北海道・

本州（ 千葉県、 島根県以東） に分布し 、 北東アジアの温帯から 亜寒帯に

分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 中部の海岸砂地に生育地が知ら れていて、 保護さ れている。 また、 隠

岐や各地に漂着し 一時的に生育し たも のも あり 、 人為的に持ち込まれた

と こ ろ も ある。

存続を脅かす原因

　 波浪等による自然災害、 遷移、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 5 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）
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選定理由

　 生育地はき わめて限ら れており 、 個体数も き わめて僅かである。

概　 　 要

　 夏緑性の小低木で 茎は細く 地に這い、 普通は刺がある 。 葉は長さ

1 0 cm程の奇数羽状葉で ２ ～３ 対の小葉に分かれ、 二重鋸歯縁を も つ。

花は枝先に１ ～３ 程がつき、 径約２ cmの白色５ 花弁。 果実は径約１

cm、赤く 熟す。 国内では本州・ 四国・ 九州のブナ林域に生育し 、朝鮮半島・

中国・ ヒ マラ ヤに分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 中部の山域のウラ ジロガシ林域の渓谷沿いの地にわすかに生育し てい

る。

存続を脅かす原因

　 森林伐開。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）　

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 5 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： ー

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

サナギイ チゴ
バラ 科

Ru bu s p u n gen s Cam b. var. o ld h am ii ( M iq .)  M axim .

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での分布は県西部にのみあり 、 生育地での個体数も 僅かである。

島根県が分布北限地と なる。

概　 　 要

　 常緑の低木で、 茎は蔓状に伸びて、 先端が地につけば、 根を おろ す。

葉は広卵形で長さ 1 0 －2 0 cmと 大き い。 葉裏は黄白色～黄褐色のも の

が密生する 。 茎、 葉面に刺がある。 花は春に咲き 、 径３ －４ cmで５ 弁

の白花。 果実は径２ cm程で赤く 熟れる 。 国内では本州（ 東京都、 島根

県以西）・ 四国・ 九州・ 南西諸島に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県西部に生育し ている。 海岸の砂礫地から 後背の斜面、 崖地に生え、

群生する。

存続を脅かす原因

　 造成工事による 生育地の破壊、 刈り 取り 。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）　

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 5 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： ー

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ホウロク イ チゴ
バラ 科

Ru bu s sieb o ld i i  Blu m e

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も き わめて僅かで

ある。

概　 　 要

　 茎は叢生し て、 高さ 1 －2 ｍ程になる 夏緑の低木。 葉は互生し 、 3 －7

小葉の奇数羽状複葉で 長さ 1 0 －2 0 cm程。 茎、 枝、 羽軸には暗紅色の

長軟毛が密生し 、 鉤刺が疎生し ていて特徴的である。 花は初夏の頃に咲

き 、 枝先に長さ 約2 0 －3 0 cmの散房状から 円錐状に花序を 出し 花を つ

ける。 花軸や小花柄にも 長腺毛が密生する。 萼は披針形で反り 返り 、 背

面に長軟毛がある。 花弁は倒卵形で長さ 1 cm程、白色。 果実は長楕円形、

長さ １ cm 程で黄赤色に熟れる。 本州の関東地方以西、 四国、 九州から

朝鮮半島南部、 中国に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県東部（ 安来市、出雲市）、県中部（ 川本町、邑南町）

で確認さ れている 。 林冠が破壊さ れた林床や林縁に生える が、 いずれの

生育地でも 個体数はき わめて僅かである。

存続を脅かす原因

　 遷移による環境変化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

廣江伸作（ 2 0 2 0 ） 希少種の新産地報告. 島根植物研究会会報 3 9 :1 .
国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

コ ジキイ チゴ
バラ 科

Ru bu s su m atran u s  M iq .

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れている。 生育地での個体数も き わめ

て僅かである 。

概　 　 要

　 夏緑性の蔓性木本である。 葉はほぼ円形で、 長さ 、 幅と も に4 －5 cm

で、 鋸歯は細かく 、 先が芒状にと がるこ と が特徴のひと つである。 托葉

が刺と なっ て残るこ と も 特徴である。 花は春に咲き 、雌雄異株であっ て、

雄株では雄花が２ －３ 花ずつ、 雌株では雌花が１ 花ずつつく 。 果実は球

形、 直径５ mm程で黄色に熟れる。 国内での分布は関東以西、 四国、 九

州にあっ て、 朝鮮半島から 中国東北地方に続く 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 隠岐諸島（ 隠岐の島町） にのみ知ら れて、 出雲部、

石見部での生育地については不明である。 隠岐諸島では山地の夏緑二次

林の林縁に生育地がある。 林内にも 個体が見ら れる。

存続を脅かす原因

　 生育地の遷移による環境変化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

イ ワウメ ヅル
ニシキギ科

Cela stru s f la g e l la ris Ru p r.

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地はまれで、 生育地での個体数も 限ら れている。

概　 　 要

　 鳥取県の大山を中心と し た中国山地脊梁部に特産する黄花のスミ レ 類

の一型である 。 林縁から 草原状地、 岩礫地に生える。

　 植物体は草丈1 0 cm前後の小形な も ので、 葉は卵形で 長さ 1 －2 cm、

数枚をつける 。花は初夏の頃に咲き 、葉腋に直径約１ cmの黄花をつけて、

美し い。 茎は普通、 濃い紫色を帯びていて特徴的である。 本州の中国地

方に分布し 、 中国山地の脊梁部を 中心に生える。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 飯南町） の中国山地脊陵部にまれに生育地

がある。 県中部（ 大田市）にも 知ら れていたが、近年は確認さ れていない。

存続を脅かす原因

　 生育地での遷移による環境変化、 生育地の崩土などの自然災害、 園芸

上での採取。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ダイ センキスミ レ
スミ レ 科

Vio la  b revistip u la ta  ( Fran ch . et Sav.)  W. Becker su b sp . b re vistip u la ta  va r. m in o r N aka i

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れており 、生育地での個体数も 少ない。

また近年は生育個体が確認さ れておら ず、 状況が不明である。

概　 　 要

　 山地の草原に生える 多年草である。 草丈は8 －1 5 cmで、 地上茎を 持

たない。 葉身は長卵形で、 長さ は3 －6 cm、 基部は心形と なる。 葉の縁

には鈍鋸歯が、 上面と 下面脈上に毛があり 、 下面はし ばし ば紫色を帯び

る。 花後の葉は長さ が5 －1 5 cmと 大型になる 。 花期は4 －5 月で、 高さ

7 －1 2 cmの花茎を 延ばし 、 先端に淡紅紫色の花を つける。 花の直径は

約2 .5 cm、花弁は長さ 1 5 －2 0 mmと 大き い。 北海道から 九州、朝鮮半島、

中国（ 東北部） に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県中部（ 大田市） に生育し ていたと の記録があるが、

1 9 9 0 年代から 生育が確認さ れていない状況である。

存続を脅かす原因

　 園芸採取、 管理放棄による草原の灌木化、 樹林化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

丸山　 巌（ 1 9 8 2 ） アルガスミ レ . 島根県大百科事典 上巻（ 島根県大百科事典編集委員会・ 山陰中央新報社開発局編） : 6 0 . 山陰中央新報社. 島根.
大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 6 ） 改訂新版 日本の野生植物 3  バラ 科～セン ダン 科. 6 0 4 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

サク ラ スミ レ
スミ レ 科

Vio la  h irtip es  S. M oo re

ー ー
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選定理由

　 県内では1 ヵ 所のみ確認さ れており 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 低山から 山地の暗い林床に生育する多年草で、 短い地下匐枝の先に新

株を作っ て増える こ と も ある。 根生葉を も ち、 葉の葉身は長さ 2 －4 cm

の楕円状卵形で基部は心形になる。 縁には低い鋸歯があり 上面は有毛で

浅緑色～濃緑色でやや紫色を帯び、脈に沿っ て白斑がはいるこ と も ある。

下面は紫色を帯びる。 葉柄は2 －5 cmほどになる。 花は春に咲き、 白色

で唇弁に赤紫の条が入る。 側弁の基部は無毛で、 花柱はカ マキリ の頭の

形になるが、 左右へのはり だし は弱い。 本州の福島県以西から 九州に分

布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部の山地の渓谷沿いの暗い湿っ た斜面に小群落を形成し ている。

存続を脅かす原因

　 森林の伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物３ 」 .3 3 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相． 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
杦村喜則（ 2 0 0 6 ） 島根県の種子植物相（ 補遺）． 島根県立三瓶自然館研究報告(4 )： 4 1 -4 3 　 島根県立三瓶自然館
柳浦正夫（ 2 0 2 2 ） 島根県でコ ミ ヤマスミ レ を 初確認． 島根県立三瓶自然館会報2 0 ： 2 3 -2 4 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

コ ミ ヤマスミ レ
スミ レ 科

Vio la  m axim ow iczia n a  M akin o

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。 生育環

境である湿っ た草原や湿地自体が少なく 、 また遷移の進行などにより 失

われやすい。

概　 　 要

　 山地や低地の湿地に生える 多年草である 。 地上茎はなく 、 草丈は1 0

－2 0 cmになる。 地下茎は短く 、 そこ から 直立する葉を 根生する。 葉は

長さ 4 －7 cmで、 やや細長く て基部は切形で、 葉柄は長さ 4 －1 2 cmと

葉身よ り も 長い。 花期は5 －7 月で、 花の直径は約2 cmで、 花の色は白

色で、 側弁と 唇弁に紫条が入る。 本州（ 滋賀県以西）、 四国、 九州に分

布する。シロスミ レ と ホソ バシロスミ レ は滋賀県を境に棲み分けており 、

ホソ バシロスミ レ は西日本に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県中部（ 大田市） と 県西部（ 津和野町） で確認さ れ

ている。 生育環境は、 湿り 気のある草原や湿地内である。

存続を脅かす原因

　 園芸上の採取、 遷移の進行による草原や湿地の灌木化、 樹林化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

井上雅仁・ 三島秀夫（ 2 0 1 9 ） 島根県津和野町地倉沼の植生と 植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 1 7 : 1 -1 5 .
丸山　 巌（ 1 9 8 2 ） アルガスミ レ . 島根県大百科事典 上巻（ 島根県大百科事典編集委員会・ 山陰中央新報社開発局編） : 6 0 . 山陰中央新報社. 島根.
大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 6 ） 改訂新版 日本の野生植物 3  バラ 科～セン ダン 科. 6 0 4 pp . 平凡社, 東京.

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ホソ バシロスミ レ
スミ レ 科

Vio la  p a trin i i DC. var. a n g u sti fo l ia  Regel

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 生育地がき わめて限ら れ、 生育地での個体数も き わめて僅かである。

概　 　 要

　 草丈2 0 －3 0 cmの多年生草本。 葉は楕円形で、 長さ 2 －3 cm、 幅５

mm前後で対生し 、 多く は十字対生状にやや密に着く 特徴がある。 花は

直径２ cm程で黄色５ 花弁に黒点、 黒線がある。 北陸から 中国地方の高

地に分布する 植物である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 奥出雲町）、 県中部（ 大田市） の山地高所

に僅かであり 、 主と し て山頂、 尾根筋の露岩地状の乾燥する立地に生え

る。 県西部（ 津和野町） での記録も あるが、 状況は不明である。

存続を脅かす原因

　 露岩地の草原化、 樹林化等の遷移と 園芸上での採取。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ダイ センオト ギリ
オト ギリ ソ ウ科

H yp ericu m  a sah in ae  M akin o

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れており 、生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山地の林内に生える 多年草である 。 草丈は茎を 伸ばすと 2 0 －8 0 cm

になる。 葉は根出および茎上に対生するが、 根出葉は花期にはないか少

ない。 茎葉の葉身は幅2 －8 cmで3 全裂し 、 側小葉はさ ら に2 深裂する。

花期は8 －9 月で、 茎や枝の先に少数の花を つける。 花の大き さ は直径

約1 cmで、 花色は淡紅色から 白色である。 本州（ 山形県・ 宮城県以南）、

四国、 九州、 韓国（ 済州島） に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県中部（ 大田市） で確認さ れている。 生育環境は、

夏緑広葉樹林の林内で、 やや明るい林床である。

存続を脅かす原因

　 夏緑広葉樹林の下層木やササ類の繁茂によるヤブ化、 灌木化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 6 ） 改訂新版 日本の野生植物 3  バラ 科～セン ダン 科. 6 0 4 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

コ フ ウロ
フ ウロソ ウ科

Geran iu m  trip a rtitu m  R. Kn u th  var. trip a rtitu m

ー ー
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選定理由

　 県内ではき わめてまれである。

概　 　 要

　 山地に生える 夏緑性の高木。 葉は正常なも ので長さ 、 巾と も に1 5 cm

前後、 先端部は浅く ３ －５ 裂する。 葉の表面は脈が裏側に落ち 込んで、

裏側の脈腋、 脈をはじ め全体に赤褐色の毛が密に生える。

　 日本固有の種で東北地方から 四国、 九州に分布する 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内では東部の1 ヵ 所のみ生育地が知ら れている 。 アカ ガシ林域の谷

部に生えている。

存続を脅かす原因

　 森林伐開。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 3 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

テツカ エデ
ムク ロジ科

Acer n ip p o n icu m  Hara

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、生育地での個体数も 少ない。

また国内での分布の北限である。

概　 　 要

　 海岸の砂泥地に生える 落葉低木または小高木。 高さ は1 －2 ｍになる。

葉は円形から 広卵形で、 長さ 4 －7 cm、 幅3 －6 ｍ、 葉柄は1 －2 cmで

ある。 花期は7 －8 月で、 枝の上部に、 直径５ cm前後の中心が赤褐色の

黄色い花を つける。 国内では、 本州（ 千葉県以西）、 四国、 九州、 奄美

大島に分布する。 人家や庭園に栽培さ れる場合も ある 。 こ れまでの日本

海側の分布北限は、 山口県萩市笠山のも のと さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、隠岐諸島（ 知夫村）、県東部（ 松江市） に生育地がある。

海岸沿いの砂礫地に生育し ている。

存続を脅かす原因

　 園芸採取、 周辺樹木による被陰、 周辺波浪による消失。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

井上雅仁・ 丹後亜興（ 2 0 2 3 ） 隠岐郡知夫村およ び中国地方日本海側における ハマボウの生育状況. 隠岐の文化財 4 0 : 1 1 -2 3 .
丹後亜興（ 2 0 1 2 ） 隠岐諸島新産の植物(5 ). 隠岐の文化財 2 9 : 2 8 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ハマボウ
アオイ 科

H ib iscu s h am abo  S ieb o ld  e t Zu cc.

ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 限ら れている。

概　 　 要

　 夏緑性の低木で 高さ は0 .5 ｍ前後で ある。 葉は長楕円形で 長さ 3 －

4 cm、 幅1 －2 cmで 互生する 。 夏に花が咲き 、 枝の先に短い花序を つ

く り 、 数花を つける。 花は筒状で長さ 約１ cmの白色から 淡紅色である。

本州の関東以西、 四国、 九州、 南西諸島に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 飯南町）、 県中部（ 大田市） の一部にまれ

に存在する。 山地の草原や崖地に生える。 県東部では道路法面や山地の

山崩れ起源の崖地に群生し た場があっ たが、 その場の遷移により 樹林化

し て消滅し てし まっ ている。

存続を脅かす原因

　 遷移による生育地の環境変化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）
●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

コ ガンピ
ジンチョ ウゲ科

D ip lom o rp h a  g an p i ( S iebo ld  et Zu cc.)  N aka i

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 限ら れている。

概　 　 要

　 夏緑性の低木で高さ は１ －2 ｍ、 葉は楕円形で長さ 約５ cm、 幅３ cm

前後で対生する。 花は夏に咲き 、 枝先の短い花序に白から 黄色の花をつ

ける。 萼筒は長さ 約１ cmで萼筒は先で４ 裂し て平開する。 国内では本

州（ 近畿地方・ 中国地方西部）・ 四国・ 九州に分布し 、 朝鮮半島南部に

分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での生育地はき わめてまれであっ て、 中部と 西部の山地に知ら れ

ている。 西部では数ヵ 所現在も 生育が見ら れるが、 中部の三瓶山西の原

では、 個体が確認さ れなく なっ ている 。 こ れは草地の遷移による樹林化

が原因と なっ ているこ と が考えら れる 。 生息地は山域の低木が点在する

草原や、 冷温帯樹の林縁に生育する。

存続を脅かす原因

　 遷移による生育地の環境変化、 特に周囲の樹種による被陰。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）　
●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

キガンピ
ジンチョ ウゲ科

D ip lom o rp h a  trich o tom a  ( Th u nb .)  N akai

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での分布が限定さ れており 、 海岸の岩場の割れ目と いう 非常に劣

悪な場所に生えており 、 生育地での個体数はき わめて少ない。 以前には

2 カ 所以上の岩場で見ら れたが、 今は1 カ 所の岩場でし か見ら れない。

概　 　 要

　 河口域や海岸の砂地・ 砂泥地に生える越年生（ 時と し て多年生）植物で、

通常は2 年目の秋に開花・ 結実し てその株は枯死する 1 回繁殖型の植物

である。 和名は海浜に生え葉が長楕円形のさ じ 型である こ と による。 根

はごぼう 状で太く 、 葉は根元に集まっ てつき、 葉の長さ は８ －1 7 cm、

幅は1 .5 －3 cm、 厚く なめら かで、 縁に鋸歯はない。 葉の先端は丸く 、

基部は次第に狭まっ て葉柄へと 続き 、 その部分は赤みを帯びる。 群生す

る 葉の中央から 秋季に高さ 3 0 －5 0 cmの花茎を 伸ばし て多数の黄色の

小穂から なる 円錐状の花序をつく る。 果実は紡錘形で、 長さ 約2 .5 mm。

本州の東北地方以南、 四国、 九州の太平洋側から 朝鮮半島、 中国に分布

する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 日本海側では島根県と 山口県に見ら れ、 県内での分布は浜田付近の海

岸にのみ知ら れ、 岩場の割れ目に生えている。

存続を脅かす原因

　 河口域や海岸での開発行為、 港湾整備による生育地の破壊。

（ 執筆者： 國井　 秀伸）

●参考文献

荒木 悟・ 國井秀伸（ 2 0 1 4 ） 人為的な干潟造成後に見ら れた塩生植物の出現． ホシザキグリ ーン 財団研究報告， 1 7 ： 2 5 3 -2 6 2 ．
大林夏湖・ 程木義邦・ 國井秀伸（ 2 0 0 8 ）中国四国地方における 準絶滅危惧種ハマサジLim on iu m  te tr a g o n u m  (Thunb .) A .A .Bu lloc k と フ ク ド A rte m is ia  fu k u d o  Ma k in oの分布状況．
ホシザキグリ ーン財団研究報告， 1 1 ： 2 0 5 -2 1 0 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 自然環境課

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ハマサジ
イ ソ マツ科

Lim o n iu m  te tra go n u m  （ Th un b .） A.A.Bu llo ck

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 草丈1 0 cmばかり の小型の多年草で山地草原内に生える。 葉は倒披針

形から 楕円形で 長さ 約２ cm、 幅0 .5 cmほど ほど で細い茎に対生する。

花は夏に咲き 、 茎の上部の葉腋に花序を立て、 ２ ～３ 個の白色５ 弁、 径

約１ cmの花を つける。 国内では北海道～九州に分布し 、 北半球の温帯

に広く 分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部中国山地に生育する。生息地はの放牧地起源の草地に生えている。

存続を脅かす原因

　 遷移による樹林化。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

オオヤマフ スマ
ナデシコ 科

M oeh rin g ia  la te ri f lo ra  ( L.)  Fen zl

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地はまれで、 生育地での個体数も 僅かである。

概　 　 要

　 山地の林下や林縁に生育する 草丈1 0 cmほどの多年草。 茎は基部で２

～３ の枝を出し て立ち上がり 、 葉は倒披針形から 楕円形で、 長さ ２ －３

cm、 幅１ －２ cmで対生する。 花は春に咲き 、 茎の上部の葉腋に長い花

柄を出し 、柄の先に白花５ 弁の小花を１ 個だけつける。 国内では本州（ 岩

手県以南）・ 四国・ 九州に分布し 、 中国大陸にも 分布すると さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部や東部での生育が報告さ れており 、 冷温帯の夏緑林内や渓谷の斜

面に生えている。

存続を脅かす原因

　 森林伐採による 生育地の環境変化、 採集。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
澤江　 宏ら （ 2 0 0 3 ） 広高谷で見ら れた植物， 島根植物研究会会報3 :3 -4 　 島根植物研究会、 島根
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 津島辰雄

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ワチガイ ソ ウ
ナデシコ 科

Pseu d o ste l la ria  h e te ran th a  ( M axim .)  Pax

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 生育地はき わめて限ら れており 、 生育個体数も 限ら れている。

概　 　 要

　 夏緑林内の湿り 気の強い地に生える多年草。 草丈は1 ｍ前後になる や

や大形のも ので、 葉は浅く 裂けたほぼ円形で直径1 5 cm前後あっ て、 対

生する。 茎の先端部に筒状の黄色５ 花弁、 長さ 3 －4 cmのやや大き な花

を多数つけて咲く 。 国内では紀伊半島から 四国、 九州に分布し 、 いわゆ

る襲速紀要素の代表的植物と し て知ら れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県西部（ 益田市、 津和野町） の中国山地にのみ知ら

れ、 冷温帯林の沢筋深山の崖錐地に群生する。

存続を脅かす原因

　 森林伐開と 園芸上での採取。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

兼子伸吾・ 井上雅仁・ 大竹邦暁（ 2 0 1 0 ） 島根県に生育する キレン ゲショ ウマの現状と その保全の重要性. 島根県立三瓶自然館研究報告 8 : 7 -1 2 .
国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

キレ ンゲショ ウマ
アジサイ 科

Kiren gesh om a p a lm ata  Yatab e

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 海岸や湖岸に近い湿地に生える 多年草で、 草丈は1 0 cm前後、 根元で

分枝し て、 花茎を 立てる。 葉は倒卵形で、 長さ ２ －５ cm 程、 幅は１ －

２ cm。 全体無毛で、 花茎の先に白色小花を1 0 個ばかり を まばら につけ

る。 国内では北海道・ 本州に分布し 、 北アメ リ カ にも 分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） と 東部の沿岸域での生育が知ら れており 、 島後では各地

に知ら れている が、 東部では1 ヵ 所のみである 。 生息する のは湿っ た場

所であるが、 海岸の水が染み出る岩棚や、 海岸に近いため池の縁、 やや

山中の湿っ た場所等多様である。

存続を脅かす原因

　 遷移、 伐採等による乾燥化。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）
●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 南限）

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 自然環境課

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ハイ ハマボッ ス
サク ラ ソ ウ科

Sam o lu s p a rvif lo ru s Ra f in .

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 生育地が極限さ れていて、 個体数も まれである。

概　 　 要

　 夏緑性の蔓性木本で、 多く 分枝し て周り に絡みつき 、 繁茂する。 葉は

楕円形で長さ 1 5 cm前後、 幅５ cm前後で互生する。 花は白く 径1 .5 cm

程で、 雄花、 雌花、 両性花をつける。 果実は秋に熟し 、 楕円形で、 長さ

３ －４ cm程。 国内では本州（ 紀伊半島・ 島根県・ 山口県）・ 四国・ 九州・

琉球に分布し 、 朝鮮半島南部に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 石見部西部にのみ分布し 、 沿岸域の林縁にまれに生育する。

存続を脅かす原因

　 森林伐開。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）　

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物４ 」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： ー

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

シマサルナシ
マタ タ ビ科

Actin id ia  ru fa  ( S ieb . et Zu cc.)  Plan ch . ex M iq .

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内ではまれな生育であり 、 保護する必要があると 考えら れる。

概　 　 要

　 林下や草原に生える多年草で、葉は扁円形で、長さ 1 .5 －2 .5 cm、幅1 .5

－3 .5 cm。 2 －5 cmの柄がある。 先は丸いかややへこ む。 初夏に1 5 －

2 0 cmのやや赤みを帯びた花茎を伸ばし 、 5 －1 0 個の花をつける 。 花の

萼片は卵状円形、花は緑白色で径1 cm。 国内では南千島・ 北海道・ 本州（ 中

北部以北） に分布し 、 サハリ ン・ 朝鮮半島・ 中国（ 東北部）・ アムール

に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部での生育が報告さ れている。 生育状況は不明である が、 山域の林

下に生育し ていたと 思われる。

存続を脅かす原因

　 遷移、 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

マルバノ イ チヤク ソ ウ
ツツジ科

Pyro la  n ep h ro p h y l la  ( And res)  An dres

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれであり 、 生育地での個体数も 限ら れて

いる。

概　 　 要

　 夏緑性の高さ 2 －3 ｍの低木で、 葉は長さ 4 －5 cm 、 幅２ cmの倒卵形、

枝先に５ －６ 枚が束生状につく 。 花は初夏の頃に咲き 、 花冠は鐘形で長

さ 約１ cm、 先は浅く 裂けて、 裂片の先は丸い。 花色は白地に花冠裂片

部が淡紅色で、 さ ら に紅色の条が目立つ。 枝先に1 0 花程が鈴を 下げた

よう に垂れて咲き 、 美し い。 分布は北海道南部から 本州、 四国、 九州の

一部にあると さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県西部（ 益田市） の西中国山地脊梁部にまれに生育

地がある。 生育地は国定公園内にあり 、 それなり に保護さ れていて、 盗

掘等の心配はないも のと 思われる。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

サラ サド ウダン
ツツジ科

En k ia n th u s cam p an u la tu s  ( M iq .)  G.N ich o lso n  var. cam p an u la tu s

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 生育地での個体数も 多く は

ない。

概　 　 要

　 夏緑性の低木で高さ 2 －3 ｍになる樹種。葉は長さ 3 －4 cmで、倒卵形、

多く は枝先に５ －６ 枚が互生し て束生状につく 。 花期は初夏で枝先に花

穂を垂れ５ －６ 個の赤色、 鐘状の花をつけ美し く 咲く 。 花冠の先端は細

い裂片と なり 特徴的である。 果実は楕円形で長さ 約５ m mで上向き につ

く 。 本州の関東以西、 四国、 九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県西部（ 吉賀町） の中国山地寄り の土地にまれに存

在する。 おも に山地斜面の岩場、 露岩状地に生える。

存続を脅かす原因

　 生育地の一部においては、 遷移によ る 環境変化が考えら れる。 また、

園芸上での採取も 考えら れる。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ベニド ウダン
ツツジ科

En k ia n th u s ce rn u u s  ( S iebo ld  et Zu cc.)  M akin o  f. ru b en s ( M axim .)  Ohw i

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れており 、 生育地での個体数も 僅かで

ある。

概　 　 要

　 匍匐形の常緑小低木で、 茎は枝を分けて地に這う 。 葉は楕円形で、 長

さ 7 －8 cm、 幅３ cm前後で両面に短毛があり 、 葉縁に長毛があっ て特

徴的である。 花は春、 枝先に筒状の長さ １ cm前後で桃色の花を 数個つ

ける。 果実は夏前に熟れ直径１ cm程、 甘く て食べら れる と いわれる。

北海道西南部から 主と し て日本海側に島根県まで分布する も のと さ れ

る。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 安来市） の一部に生育地が知ら れている。

山地の崖地に生育し ている。

存続を脅かす原因

　 遷移、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

廣江伸作（ 2 0 1 8 ） 希少種の新産地報告. 島根植物研究会会報 3 5 : 1 8 -1 9 .
国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： ー

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

イ ワナシ
ツツジ科

Ep ig ae a  asia tica  M axim .

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れている よう に思われるが、 県全域での生育地

や個体数について状況が明ら かでない。

概　 　 要

　 山地林内に生える腐生の多年草である。 植物体は茎が高さ 2 0 cmばか

り に地上に伸び、 少し ばかり の鱗片葉を つけ、 全体が淡黄褐色である。

夏前に、 茎の先の総状花序に５ ～６ 個の花を下向き につける。 萼片、 花

弁と も に４ 枚で長楕円形、 長さ １ cmばかり 、 花後、 果実は上向き に立

ち上がる。 国内では北海道から 本州、 四国、 九州に生え、 北半球の温帯

域に広く 分布域があると さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 安来市、 雲南市） での記録がある。 山地の

コ ナラ 林内などに時折り 生育個体をみるが、 県内全域での生育地や個体

数がどの程度ある のかは不明である

存続を脅かす原因

　 樹林伐開。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

廣江伸作（ 2 0 2 4 ） 安来市の植物誌-維管束植物-. 6 4 pp .
国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

シャ ク ジョ ウソ ウ
ツツジ科

H yp op ith ys m o n o tro p a  Cran tz

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 日当たり のよ い低木林内や岩場に生える 落葉低木である 。 高さ は0 .5

－1 .3 mにな る。 葉は互生し 、 長さ 2 －6 cm、 幅1 －3 cmの卵状楕円形

または楕円形である。 裏面は無毛で、 白色を おびる。 花期は6 －7 月で、

新枝の先に多数の花を 下向き につける。 花は緑白色のつぼ形で、 長さ 、

幅と も 約4 mmである。 山形県以西から 、 鳥取県大山までの日本海側に

分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県東部（ 奥出雲町） で確認さ れている。 生育環境は、

尾根筋の日当たり のよい林縁部や低木林内である。

存続を脅かす原因

　 園芸上の採取、 林縁部の樹林化に伴う 被陰。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 7 ） 改訂新版 日本の野生植物 4  アオイ 科～キョ ウチク ト ウ科. 6 0 6 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ウラ ジロハナヒ リ ノ キ
ツツジ科

Leu co th o e  g rayan a  M axim . var. h yp o leu ca  N aka i

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

維
管
束
植
物

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

396396

https://science-net.kahaku.go.jp/,


選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れており 、生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山地の林内に生える 半落葉低木である 。 高さ は1 －5 mになる。 葉に

は春葉と 夏葉があり 、 春葉は長さ 2 －3 cm、 幅0 .8 －1 .6 cm、 狭楕円形

で 先がと がる。 夏葉は、 長さ 5 －1 5 mm 、 幅2 －5 mmと 細長い。 花期

は5 －6 月で、 紅紫色の花をつける。 ヤマツツ ジの変種と さ れる が、 葉、

花と も にヤマツツ ジの半分程度の大き さ であり 、 花の色も 朱色のヤマツ

ツジと 異なる。 広島県、 山口県に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県西部（ 吉賀町） で確認さ れている。 生育環境は、

山地の林内や林縁部である。

存続を脅かす原因

　 園芸上の採取、 森林伐採。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 7 ） 改訂新版 日本の野生植物 4  アオイ 科～キョ ウチク ト ウ科. 6 0 6 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ヒ メ ヤマツツジ
ツツジ科

Rh od od en d ro n  ka em p fe ri Plan ch . va r. tu b if lo ru m  Kom atsu

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 生育地での個体数も まれで

ある。

概　 　 要

　 常緑の低木で、 高さ １ ｍ前後、 根が細長い数珠状に肥厚する特徴があ

る。 葉は楕円形から 長楕円形で長さ 1 0 cm、 幅３ cm程になり 、 両端が

と がり 、 対生する。 春に花が咲き 、 枝先や葉腋に白色の小花を２ 個つけ

る。 花冠は筒状で長さ １ cm程、 先は４ 裂する 。 果実は直径５ mm程で

赤く 熟れる。 本州の近畿以西、 四国、 九州に分布する 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県中部（ 江津市）、 県西部（ 益田市、 津和野町） で

確認さ れている。 県西部の生育地のひと つでは、 コ ジイ 、 イ チイ ガシ林

内の低木と し て少数の個体の生育が認めら れる。 こ の樹林は優良な神社

林であっ て町の天然記念物と し て保護の対象と なっ ている。 過去に強い

台風によっ て林分が破壊さ れた部分があっ たが、 ジュ ズネノ キには影響

はないよう である。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開による 生育地の破壊。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）
●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ジュ ズネノ キ
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Dam n acan th u s m acro p h y l lu s  S iebo ld  ex M iq .
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（ VU ）
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選定理由

　 県内での生育はまれと 考えら れ、 生育個体には保護が必要と 考えら れ

る。

概　 　 要

　 高さ 1 －2 mの常緑低木で、 葉は対生または3 枚輪生し 、 葉身は倒披針

形から 楕円形で先端は鋭形または鋭尖形。 基部はく さ び形。 両面はほぼ

無毛で、 長さ 3 －1 7 cm、 幅2 .5 －5 cm 。 托葉は合生し 円筒状と なっ て

茎を 包み、 上部は斜めに切れて先はと がる。 花は6 －7 月で萼筒は倒円

錐形、 花冠は白色で裂片は5 －7 個。 倒披針形で開出し 、 開出部は径3 .5

－6 cmになる。 果実は長楕円形で長さ 2 .5 －3 cmになる。 国内では（ 静

岡県以西）・ 四国・ 九州・ 琉球に分布し 、 台湾・ 中国（ 中南部）・ イ ンド

シナに分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部での生育が報告さ れている。 沿岸域の照葉樹林内にまれな生育が

見ら れる。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 被陰化。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ク チナシ
アカ ネ科

Gard en ia  ja sm in o id e s El lis

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 陽当り のよ い草地に生える１ 年草または越年草。 茎は紫色を帯び、 多

く は高さ 3 0 cm程度で、 線形で長さ ３ cm前後の葉を 対生する。 花は夏

から 秋にかけて咲いて、 淡紫色で直径２ cm前後、 花冠裂片は濃紫色の

脈がある。 国内では本州の関東地方以西、 四国、 九州に分布し て、 朝鮮

半島、 中国東北部に分布が続く 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県東部（ 飯南町）、県中部（ 大田市） に点在し ていたが、

現在は状況が不明である。 山地の草原や山道脇の草地などに生える。 時

には道路法面などにも 生えるが、 いつし か消滅し てし まう 。

存続を脅かす原因

　 生育地の遷移による環境変化、 抜き 取り 。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
高橋佳孝・ 井上雅仁・ 兼子伸吾・ 内藤和明（ 2 0 0 8 ） 絶滅危惧植物ムラ サキセン ブリ の島根県内の分布状況と 三瓶山自生地の現状. 島根県立三瓶自然館研究報告 6 : 7 -1 1 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ムラ サキセンブリ
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選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 生育地での個体数も 僅かで

ある。

概　 　 要

　 水湿地に生える１ 年草または越年草。 植物体は草丈3 0 cm前後で、 長

さ ４ －５ cmの倒披針形の葉を 対生する。 茎の上部で枝を 分け花を つけ

る。 花は秋に咲き 、 径1 .5 cm程で、 白色に紫色の条がある 花弁は５ 深

裂する。 国内では本州から 九州に分布し 、 朝鮮半島・ 中国・ ウスリ ーに

分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） と 東部に生育地が知ら れている。 ため池の水辺と 水田脇

の水湿地に、 他のイ ネ科草本などと 混生し て見ら れたよう だが、 どちら

の産地も 生育が確認でき ない状況である。

存続を脅かす原因

　 水湿地草地の遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

イ ヌ センブリ
リ ンド ウ科

Sw ertia  to saen sis  M akin o

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 生育地での個体数も 多く は

ない。

概　 　 要

　 水湿地に生える 夏緑性の多年草。 草丈は約5 0 cmになり 、 長さ 1 0 cm

程の披針形の葉を 互生する。 花は初夏に咲き、 茎頂に径１ cm 前後の青

紫色の花を 多数つける。 花冠は狭長な５ 裂片に裂け、平開し て、美し い。

果実は円柱状で１ 花に２ 本ついて、長さ 5 －6 cm。 本州、 九州に分布し 、

朝鮮半島、 中国に分布が続く 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、隠岐諸島（ 隠岐の島町）、県東部（ 出雲市）、県西部（ 津

和野町、 吉賀町） で確認さ れている、 西部の一部の生育地については現

状が不明である。 生育環境は、池沼の縁や湿性草原、山間の湿地である。

存続を脅かす原因

　 遷移、 埋立て等の人為的な生育地の破壊、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

井上雅仁・ 三島秀夫（ 2 0 1 9 ） 島根県津和野町地倉沼の植生と 植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 1 7 : 1 -1 5 .
国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

チョ ウジソ ウ
キョ ウチク ト ウ科

Am son ia  e l l ip tica  ( Th u nb .)  Roem . et Sch u lt.

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

維
管
束
植
物

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

399399

https://science-net.kahaku.go.jp/,


選定理由

　 県内では生育地が限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 夏緑性の多年草で、 草丈は3 0 －6 0 cm。 葉はほぼ楕円形で 長さ

1 0 cm、 幅５ cm前後で対生する。 花は初夏の頃に咲き、 茎の上部の集

散花序に、 径２ cm ばかり の白色花を 多数つける。 花冠は５ 裂し 、 果実

は袋果で細長く 、 長さ ５ cmほどになる。 本州（ 福島県以西）・ 四国に分

布し 、 朝鮮半島、 中国（ 東北部から 東部） に分布する 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐諸島にのみ生育地が知ら れている。 隠岐（ 島後・ 島前） でも 生育

地はまれであり 、 山地の夏緑二次林内にあっ て、 樹林内の遷移によ り 、

個体数は減少し ている。

存続を脅かす原因

　 遷移による生育地の環境変化。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ク サタ チバナ
キョ ウチク ト ウ科

Cyn an ch u m  ascyrifo l iu m ( Fran ch . e t Savat.) M atsu m .

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 生息地は限定さ れ、 分布の北限をなす。

概　 　 要

　 山麓の湿っ た草地や林縁など に生える つる 性の多年草。 葉は対生し 、

葉柄は3 －8 mm、 葉身は薄く 、 細長い被針状で長さ 3 －1 0 cm、 幅5 －

1 0 mmで、 先はと がり 、 基部は浅い心形と な る 。 花8 －1 0 月、 花序は

葉腋がら 出て、花は2 －1 0 mmほどの短い花序軸の先にまばら につける。

花柄は3 －5 mm、 萼は5 裂し 無毛、 裂片は小さ く やや鋭頭。 花冠は帯黄

白色から 淡緑色で ５ 深裂し 、 径1 cm、 内面に白毛がある 。 副花冠は三

角状鈍頭で、雄蕊と 同じ 長さ 。 袋果は披針形で無毛、4 －5 cm。 本州（ 紀

伊半島）・ 四国・ 九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部の山域の湿っ た環境に群生し てみら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

宮本　 巖（ 1 9 6 3 ）） 西部石見の高等植物目録， 島根県立益田高等学校高津川総合学術調査研究報告： 2 9 -4 9 　 島根県立益田高等学校
大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

アオカ モメ ヅル
キョ ウチク ト ウ科

Vin ce to xicu m  am b ig u u m   M axim .

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

維
管
束
植
物

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

400400



選定理由

　 県内での生育地はまれで、 生育地での個体数も まれである。

概　 　 要

　 海岸風衝、岩礫地、草地に生える 夏緑の多年草。草丈は約5 0 cmである。

葉は楕円形で長さ 1 0 cm、 幅５ cmで対生し て、 全体に毛がある。 花は

初夏の頃、 直径１ cm前後、 ５ 深裂花冠の汚紫色で、 秋の果実は広披針

形で特徴的である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 松江市）、 県西部（ 浜田市、 益田市） で確

認さ れている。 生育環境はいずれも 、 海岸沿いの風衝草原である。

存続を脅かす原因

　 草地の自然な遷移による環境変化、 人による採取。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

フ ナバラ ソ ウ
キョ ウチク ト ウ科

Vin ce to xicu m  a tra tu m  ( Bu n ge )  C.M orren  et Decn e.

ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での分布はまれであり 、 生育個体は保護する必要がある。

概　 　 要

　 湿っ た草地に生える多年草。 茎は高さ 4 0 －1 0 0 cmで、下部が直立し 、

先はややつる 状と なる。 葉は対生し 、 葉柄は2 －5 mm、 葉身は長楕円

状披針形で、 長さ 3 －1 1 cm、 幅1 －4 mmで、 先はと がり 、 基部は多少

心形と なる。 花は7 －9 月、 上部の葉腋がら 出て、 暗紫色で、 径9 mm内

外、 萼裂片は卵状三角形。 袋果は広披針形で無毛、 長さ 4 －5 cm、 幅5

－7 mmと なる 。 本州（ 近畿以西） ～九州に分布する 。 花が帯黄白色の

も のを品種のアオタ チカ モメ ヅルと いう 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） と 中部・ 西部から の生育が報告さ れている 。 こ のう ち島

後と 西部のも のはアオタ チカ モメ ヅルと さ れている。

存続を脅かす原因

　 遷移、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

タ チカ モメ ヅル
キョ ウチク ト ウ科

Vin ce to xicu m  g lab ru m  ( N akai)  Kitag .

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 日当たり の良い野原や海岸に生える、 つる性の寄生植物である。 最初

は地上に生えるが、 その後寄主に巻き つく と 根はなく なる。 茎は細く 糸

状で橙黄色を 帯び、 寄主にから みつく 。 花期は7 －1 0 月で、 花冠は長

さ 約2 mmで5 裂し 、 果実よ り も 短い。 花柱は2 個である。 筒部の内側基

部にある鱗片は先が2 裂し て、少数の突起がある。北海道から 琉球、中国、

東南アジア、 オースト ラ リ アに分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 出雲市） で確認さ れている。 生育環境は、

海岸沿いの砂浜周辺である。

存続を脅かす原因

　 海岸の開発、 遷移の進行による海岸植生のヤブ化、 灌木化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 7 ） 改訂新版 日本の野生植物 5  ヒ ルガオ科～スイ カ ズラ 科. 7 6 0 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類（ E N ）

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

マメ ダオシ
ヒ ルガオ科

Cu scu ta  au stra l is R. Br.

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれであり 、 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山地のやや陰湿な地に生える 。 草丈4 0 －5 0 cmほど の柔ら かい多年

草。 まばら に分枝する 。 葉は長楕円形で、 長さ 1 0 cm、 幅4 －5 cmで、

先はし だいの細く 尖り 、 下部も し だいにせまく なり 、 0 .5 －1 .5 cmの柄

がある。 花は6 －7 月で、 葉の腋に１ ～２ 個の淡緑色の花を つける。 花

冠は広鐘形あさ く 5 裂し 、 外面に短毛がやや密に生える 。 液果は楕円形

で、 淡緑色で、 長さ 1 .3 －2 cmの卵形と なる。 本州（ 関東以西） ～九州

に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の丘陵域から 生育が報告さ れている。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 津島辰雄

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

アオホオズキ
ナス科

Physa l ia stru m  sava tie ri  ( M akin o )  M akin o

ー
情報不足
（ DD）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 生育地での個体数も き わめ

てまれである 。

概　 　 要

　 山地に生えるやや蔓性の多年草。 葉は長卵形で長さ 約５ cm、 幅３ cm

前後のも ので、 し ばし ば３ －５ 片に裂ける。 花は夏に咲き 、 小枝にまば

ら な集散花序を 出し 、 少数の花を つける。 花冠は薄紫色で 径約１ cm、

先は５ 裂し て反曲し て咲く 。 果実は液果で赤く 熟し 、 楕円形で径５ －６

mmのも のである。 国内では北海道から 九州に分布し 、 朝鮮半島・ 中国

（ 中北部・ 東北部） に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐と 東部の山域から の生育が報告さ れている。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開、 遷移による環境変化。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ヤマホロシ
ナス科

So la n u m  jap o n en se  N aka i

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 生育地での個体数も き わめ

て僅かである 。

概　 　 要

　 海岸の砂礫地に生える多年草。 地際から 枝を分けて地に這い、 葉は楕

円形から 広卵形で長さ ５ cm前後、 幅３ cm前後、 互生し て青白い色が特

徴的である。 花は夏に咲き 、 長さ １ cm前後の青色で、 枝先に数個ずつ

つける。 北海道、 本州の海岸に分布するが、 北方系の植物であり 本州で

は生育地はまれなよう である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 隠岐諸島（ 隠岐の島町） で知ら れていて、 海岸の砂

礫の浜に生育し ている。 かつて確認さ れた箇所では生育が見ら れず、 近

年の状況は不明である。

存続を脅かす原因

　 波浪等による自然災害、 浜の改善工事。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
丹後亜興（ 2 0 2 2 ） 隠岐の西限植物. 隠岐の文化財 3 9 : 6 -1 4 .

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 南限）

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ハマベンケイ ソ ウ
ムラ サキ科

M erten sia  m a ritim a  ( L.)  Gray su b sp . asia tica  Taked a

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれで、生育地での個体数も 限ら れている。

概　 　 要

　 日陰の岩壁に生育する 多年草で、 １ －２ 枚の倒卵形で長さ 3 －1 0 cm

の葉柄があり 、 葉身は長さ 1 0 －3 0 cm、 幅5 －1 5 cmの大き な葉を つけ

る。 葉の腋から 1 0 －3 0 cmの花柄を 伸ばし 、 径1 .5 cmほど の紅紫色の

花をつける。 国内では本州（ 秋田・ 岩手以南） から 九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部の山地の渓谷に分布する。

存続を脅かす原因

　 森林伐採による 環境変化、 採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

イ ワタ バコ
イ ワタ バコ 科

Co n an d ro n  ram on d io id es S iebo ld  et Zu cc. var. ram o n d io id e s

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれで、 生育個体がある かどう かも 不明の

状況である。

概　 　 要

　 おも に樹幹に着生し 、 茎は2 0 －5 0 cm這っ たのち 先端は立ち 上がる 。

茎は分枝し て枝先長さ 1 0 cm前後、 幅３ －４ cm程の長楕円形の葉を 数

枚束生する。 花は夏に咲いて、 淡桃色の袋状の花冠は長さ ４ －５ cm。

本州（ 伊豆半島および京都府以西）・ 四国・ 九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 以前より 隠岐（ 島後） に生育地が知ら れており 、国指定天然記念物「 高

尾暖地性闊葉樹林」 内での記録があるが、 絶滅状態と さ れる 。 前回の報

告で、 島内において山草愛好家の間では、 近年採取さ れたも のと し て栽

培する 人も ある と さ れる。 また西部の山地でも 1 9 9 0 年代まで生育し て

いたが、 こ れも 現状不明である。

存続を脅かす原因

　 森林伐採による 環境変化、 採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）
●参考文献

宮本　 巖（ 1 9 6 3 ） 西部石見の高等植物目録、 島根県立益田高等学校高津川総合学術調査研究報告： 2 9 -4 9 　 益田高等学校， 島根
大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 隠岐ジオパーク 推進機構

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

シシンラ ン
イ ワタ バコ 科

Lysio n o tu s p au ci f lo ru s M axim .

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内では生育地はき わめてまれであり 、 生育地での個体数も 多く はな

い。

概　 　 要

　 植物体はやや小型の夏緑多年草で根生状の葉をつけて株と なる。 葉は

柄があっ て葉身は長さ 5 －8 cm程の卵形で、葉縁はやや大き い鋸歯縁で、

全体に毛がある。 花は初夏に咲き 、 根茎から 葉の間に花茎を出し 、 先端

に1 0 個前後の赤紫色の筒状の小花をつけて美し い。 本州近畿地方以西、

四国、 九州に分布する植物である 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 出雲市） にまれに見ら れて、 岩上、 岸壁に

生える。 やや湿り 気のある岩上から 、 時にはかなり 乾燥する立地でも 生

育する。

存続を脅かす原因

　 岩上での遷移、 園芸上での採取など。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

イ ワギリ ソ ウ
イ ワタ バコ 科

Op ith an d ra  p rim u lo id es  ( M iq .)  B.L.Bu rtt

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 島根県の固有種で、 生育地は限ら れていて、 個体数も 限ら れている。

概　 　 要

　 島根県固有の植物で、 夏緑性で 草丈1 5 －3 0 cmの多年草で、 根際で

数本の茎を 分枝する。 葉は倒披針形で 鋸歯があり 、 長さ 約３ cm、 幅

0 .5 cm程で 対生する。 花は夏に咲き、 茎の上部に穂状に青紫色の小花

を多数つける。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 中部にかけて生育地が点在し ており 、 丘陵域の岩山や林縁の

露岩崖地に生育する。

存続を脅かす原因

　 遷移、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

島根県固有種

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

サンイ ント ラ ノ オ
オオバコ 科

Pseu d o lysim ach io n  o g u ra e  Yam azaki

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 生育地がき わめて限ら れていて、 生育地での個体数も 限ら れている。

概　 　 要

　 夏緑性の多年草で、 草丈は2 0 cm前後、 葉は卵形で重鋸歯があっ て、

長さ 3 －4 cm程で対生する。 花は夏から 秋に咲き、 茎頂に穂状に青紫色

の小花をつける 。 こ こ に扱う も のはダイ センク ワガタ と さ れる型のも の

で、 中国地方の山地に固有な分布のも のと し て存在する 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県中部（ 大田市） のごく 一部の地に知ら れるも ので、

山地の林縁露岩地、 岩上に生育するが、 時に基盤の崩落による生育地の

破壊がある不安定立地のため個体の消滅がある。

存続を脅かす原因

　 露岩地の崩壊による生育地の消失、遷移の進行による生育地の草原化、

灌木化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）
●参考文献

杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ミ ヤマク ワガタ（ ダイ センク ワガタ ）
オオバコ 科

Vero n ica  sch m id tian a  Rege l su b sp . se n an en sis  ( M axim .)  Kitam . et M u rata

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県下での分布は非常にまれであり 、 生育個体は保護する必要がある。

概　 　 要

　 草地や林縁に生息する多年草で、 茎は角張っ た４ 稜があり 、 高さ １ ｍ

ほどになる。 葉は対生し 、 長楕円形または卵形でさ き はと がり 、 長さ 6

－1 0 cm、 幅3 －5 cmで、 多く の尖っ た鋸歯がある。 花は8 －9 月。 葉

の先に分枝する円錐花序をつく り 、 多く の花をつける 。 花冠は暗紅紫色

で、 長さ 8 －9 ｍｍと なる 。 蒴果は卵形で、 長さ 6 －9 ｍｍになる。 北海

道南部から 九州、 朝鮮半島に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から の生育が報告さ れている。 河川の河川敷などに非常にまれに

生育が見ら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移、 園芸上の採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

オオヒ ナノ ウスツボ
ゴマノ ハグサ科

Scro p h u la ria  kaku d en sis Fran ch .

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内では生育地が限定さ れ、 生育地での個体数も 限ら れている。

概　 　 要

　 夏緑性の草丈3 0 －5 0 cm程の多年草。 葉は卵形で、 長さ 7 －8 cm、

幅３ cm程で、 やや大き な４ －５ 対の鋸歯縁を も ち 対生する。 花は初夏

に咲き 藍色で茎の上部に多く つく 。

　 北海道から 本州、 九州に分布するも のと さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県中部（ 大田市） に知ら れていて、 生育地は草原状

地であっ て、 各種の草本類と 混生し て、 まれに見ら れる。 近年は生育地

での個体が消失し 、 状況が不明である 。

存続を脅かす原因

　 草原の遷移、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

カ イ ジンド ウ
シソ 科

Aju g a  ci l ia ta  Bu n ge  var. v il lo sio r A.Gray ex N aka i

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 遷移によ る生育地の消滅が

心配さ れる。

概　 　 要

　 山地の林内に生える 夏緑性の多年草。 植物体は、 草丈1 0 cm前後で、

葉は４ －５ cmの葉柄があっ て、 ほぼ五角形で浅い切れ込みがある。 茎

の下部に走出枝が出て、 長く 地表を 這う 。 花は春に咲いて、 茎の上部の

葉腋に薄紫色の花を、 まばら につける。 花冠は筒状で、 上唇は２ 裂、 下

唇は３ 裂する。 本州～九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部の中国山地に見ら れる。 谷筋の夏緑二次林下に生育し ている。

存続を脅かす原因

　 樹林の遷移によ る被陰の進行、 森林伐採による乾燥。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

オウギカ ズラ
シソ 科

Aju g a  jap o n ica  M iq .

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れており 、生育地での個体数も 少ない。

また生育環境である湿地が、 開発や乾燥化、 遷移の進行などにより 各地

で減少し ている。

概　 　 要

　 湿っ た山野や湿地などに生える 落葉低木である。 高さ は2 m前後にな

る。 葉は対生し 、 長さ 3 －7 cm、 幅1 .5 －3 cmの倒卵状楕円形で、 葉上

部の縁には鋸歯がある。花期は7 －8 月で、葉腋のやや上から 花序を出し 、

淡紅紫色の花を1 0 －2 0 個つける 。 果実は直径3 mmの球形で、 熟すと

紫色になる 。 果実が美し いため、し ばし ば庭木と し て用いら れる。 本州、

四国、 九州、 琉球、 朝鮮半島、 中国に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 奥出雲町）、 県中部（ 飯南町、 美郷町） で

確認さ れている。 県東部（ 松江市、 出雲市） での標本情報の中には、 植

栽の可能性のも のも ある。 生育環境は、 湿地林の林床や湿り 気のある林

縁部などに生育する 。 果実が美し く 庭木に用いら れるため、 自生か判断

に迷う 場合も あるが、 山間の湿地に生えているこ と から 、 野生個体と み

ら れる。

存続を脅かす原因

　 園芸上の採取、 遷移の進行による湿地の乾燥化、 樹林化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

井上雅仁（ 2 0 2 5 ） 島根県自然環境保全地域「 赤名湿地性植物群落」 の植生と 植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 2 3 : 9 -2 4 .
大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 7 ） 改訂新版 日本の野生植物 5  ヒ ルガオ科～スイ カ ズラ 科. 7 6 0 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

コ ムラ サキ
シソ 科

Call ica rp a  d ich o to m a  ( Lou r.)  K.Koch

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県下での生育は非常にまれであり 、 生育個体は保護する必要がある。

概　 　 要

　 山の道腋などに生える一年草で、 似たナギナタ コ ウジュ に対し て、 葉

は広卵形で、 長さ 2 .5 －7 cm 。 幅1 .5 －4 cm。 縁の鋸歯は数が多く てや

や鈍く 、 花穂も やや太く 、 長さ 2 －5 cm 、 幅約1 cmと な る。 苞は中央

よ り やや上部がも っ と も 広く 、 背面に短い軟毛がある。 花は秋に咲き、

花冠は淡赤紫色でナギナタ コ ウジュ と 同じ だが、 やや淡い。 本州（ 宮城

県以南）・ 四国・ 九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の山域から の生育が報告さ れている。 生育地の詳細は不明だが林

縁や路傍の草地に生育し ていたも のと 思われる。

存続を脅かす原因

　 遷移、 刈取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

フ ト ボナギナタ コ ウジュ
シソ 科

Elsh o ltzia  n ip p o n ica  Ohw i

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 生育地での個体数も き わめ

て限ら れている。

概　 　 要

　 山地林内に生える夏緑性の多年草。 草丈は約5 0 cm、葉は長楕円形で、

長さ 1 0 cm、 幅３ cm前後のも ので対生する。 花は秋に咲き 、 葉腋の総

状花序に白色小花を多数つける。 個々の花は皆、 一方の側に向いて咲く

のが特徴的である。 本州の関東地方以西、 四国、 九州に分布する植物と

さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県中部（ 江津市、 川本町、 浜田市） のき わめて限ら

れた地に存在する。 生育地は人工林内の林床、 道路沿いの林縁などで、

個体数も 多く はない。

存続を脅かす原因

　 人工林内の林床の遷移による環境変化、 園芸上の採取。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

シモバシラ
シソ 科

Ke iske a  ja p o n ica  M iq .

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 生育地は明ら かに減少し ていて、 自生地がほぼ無く なっ ている。

概　 　 要

　 山地の草地に生える夏緑性の多年草であり 、 草丈は１ ｍ程になる。 茎

は４ 角で、 狭卵形で長さ ７ －８ cm、 幅５ cmばかり の葉を対生する。 花

は夏に咲き 、 茎の上部で葉腋に紅紫色の花を数個ずつつけて咲く 。 花冠

は筒状、 唇形で、 下唇の中央裂片は下方に強く 曲がる 。 花冠は密に白い

毛があるのが特徴的である。 国内では北海道から 本州、 四国、 九州に分

布し て中国大陸に分布が続く も のと さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 昭和6 0 年代までは出雲部山地に生育地が点在し ていて 、 こ れまで路

傍の明るい草地で生育が見ら れるなど、 県内に広く 生育地が存在し てい

たが、 各生育地で消滅し ている。 近年確認さ れたのは隠岐（ 島後） のみ

と なっ ている。

存続を脅かす原因

　 遷移等による他の植物の繁茂。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

キセワタ
シソ 科

Leo n u ru s m acran th u s M axim .

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

絶滅危惧Ⅰ類
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選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 全個体数も 少ない。

概　 　 要

　 ヤマ ジソ の変種と さ れて、 ヤマジ ソ に比べ葉が大き く 丸く 、 葉は直

立し て高さ 1 0 －2 5 cmばかり 、 開出毛が目立つ。 花序の苞が卵円形で、

長さ ５ －1 5 mmも ある点も 特徴的である。 本州（ 西部） ･四国（ 徳島県）・

九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） と 東部と 中部の海岸の乾燥し やすい岩棚や岩の隙間にわ

ずかに生育し ている。

存続を脅かす原因

　 遷移による 被陰。

特記事項

　 前回の報告でオオヤマジソ と し て掲載さ れているが、 県下のも のは茎

が緑白色で、 花が白いのでヤマジソ の変種と さ れるシロバナヤマジソ と

考えら れる。 し かし 、「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 の写真を 見る と

県下の該当植物は葉の形はヤマジソ ではなく 、 オオヤマジソ の葉と 同じ

である。 さ ら にヤマジソ は茎の毛は下向き と あるが、 こ れも 開出し て先

端がやや下に下がる開出毛なので、 オオヤマジソ の記載にある「 開出毛

を 密生する。」 に該当する。 また、 花穂の長く なら ないのでオオヤマジ

ソ と 同じ 形態である。 こ の分類については疑問点がある が、 今回ヤマジ

ソ の変種と さ れるシロバナヤマジソ と し ておく 。 また、 島後の海岸部の

水のたまる広い岩上の湿地に花の色が淡赤紫色で花穂も 長いヤマジソ の

形態と 合致する個体が確認でき た。 県内では両者の生息適地は異なっ て

いた。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
柳浦正夫（ 2 0 2 4 ） 植物の分布・ 観察報告(7 8 )シロバナヤマジソ について考える ， 島根植物研究会会報4 5 :3 -4 、 島根植物研究会

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

シロバナヤマジソ
シソ 科

M osla  ja p o n ica ( Ben th .) M axim . var.th ym o li fe ra  ( M akin o ) Kitam .

ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れており 、生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山地の草地や砂礫地に生える 1 年草である 。 草丈は茎を 伸ばすと 6 －

2 0 cmになる。 茎は直立し て単一またはまばら に分枝する。 葉は対生し 、

長さ 5 －1 0 mm、 幅4 －6 mmの卵形で、 上半部には鋭く と がる 鋸歯があ

る。 花期は7 －8 月で、上部の葉腋に1 つずつ花をつける。 花冠は白色で、

紫色の条があり 、 下唇の付け根には黄色い斑がある。 萼は短く 、 花冠の

長さ が萼の2 .5 －3 倍である。 コ ゴメ グサの名は、 小さ な白い花を 米粒

に例えたも のと さ れる。 九州北西部、 中国地方、 近畿地方北部の山地に

分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県中部（ 大田市） で確認さ れている。 生育環境は、

山頂や尾根沿いの岩場や露岩地、 砂礫地で、 明るく 開けた場所で、 他の

植物が少ない立地に生育する。

存続を脅かす原因

　 遷移の進行によ る岩場や砂礫地の草地化、 灌木化、 岩場の崩壊による

生育地の消失。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 7 ） 改訂新版 日本の野生植物 5  ヒ ルガオ科～スイ カ ズラ 科. 7 6 0 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

キュ ウシュ ウコ ゴメ グサ
ハマウツボ科

Eu p h ra sia  in sig n is Wettst. su b sp . iin u m ae  ( Taked a )  T.Yam az. var. k iu sia n a  ( Y. Kim u ra )  T. Yam az.

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

維
管
束
植
物

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

410410



選定理由

　 県内では産地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 こ の属は葉緑体を欠く 寄生植物で、 ブナ科やカ バノ キ科、 ヤナギ科な

どの根に寄生し 、 地上に直立する 花茎を出し 、 多く の花をつける。 ヤマ

ウツ ボは山地の落葉樹林下に生育し 、 全体が白色でやや褐黄色を 帯び、

花のない茎は長さ 6 －1 0 cmで、 花茎は長さ 1 3 －3 0 cmになる 。 茎は無

毛か軟毛を散生する。 葉は心形で先は丸く 長さ 5 －1 0 ｍｍ。 内部に空所

がある。 花期は5 －7 月で萼は白色で腺毛を 産生、 花冠は白色でやや赤

紫色を 帯びる。 国内では本州（ 宮城県以南）・ 四国・ 九州に分布し 、 国

外では韓国(鬱陵島)・ 中国に分布する 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部の山地での生育が報告さ れている。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物５ 」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
柳浦正夫（ 2 0 2 1 ） 島根県で初確認さ れたヤマウツボについて． 島根県立三瓶自然館研究法国(1 9 )： 4 9 -5 0 ． 島根県立三瓶自然館・ し まね自然と 環境財団

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 田中哲郎

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ヤマウツボ
ハマウツボ科

La th ra ea  jap o n ica  M iq . va r. jap on ica

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 減反ある いは圃場整備により 、 主要な生育場所であるため池の保全・

管理が年々行われなく なっ ている 。 以前は生育するため池が多く 見ら れ

た宍道湖湖北ため池群で姿を消し たため、 ラ ンク をこ れまでの絶滅危惧

Ⅱ類から 絶滅危惧I類に変更し た。

概　 　 要

　 本州以西、 四国、 九州、 南西諸島の湖沼やため池に群生する１ 年生の

浮漂植物で、弱酸性の水体を好む。 茎はよく 分枝し 、長さ 1 .5 mに達する。

長さ ３ －８ cmの葉は基部から 3 本の枝に分かれ、 タ ヌ キモやイ ヌ タ ヌ

キモと 異なり 、 毛筆状にふさ ふさ と 立体的に分裂する。 花茎は水中茎よ

り も 太く 、 長さ 7 －2 0 cmで、 鱗片葉はなく 花茎上方に淡黄色の3 －1 1  

個の唇形花を つける。 花期は7 －1 0 月。 自家受粉によ っ てよ く 結実し 、

果実は直径4 －7 mmの球状、 種子はプ リ ズム状で、 縁に鈍い５ －６ 稜

がある。 本種は1 年草で殖芽を形成し ないが、 湧水に涵養さ れる 場所で

はそのまま越冬し 、 亜熱帯地域では多年草である と いう 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 宍道湖・ 中海周辺の丘陵部及び平野部のため池などにジュ ンサイ やガ

ガブタ などと と も に生育。

存続を脅かす原因

　 農業形態の変化によるため池の管理不足。

（ 執筆者： 國井　 秀伸）

●参考文献

角野康郎（ 1 9 8 5 ） ノ タ ヌ キモの生態． 水草研究会会報， 2 2 ： 5 -8 ．
角野康郎（ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp . 文一総合出版, 東京．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 辻井要介

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ノ タ ヌ キモ
タ ヌ キモ科

Utricu la ria  a u rea  Lou r.

準絶滅危惧
（ N T）
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（ VU ）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 常緑の樹種で、 樹高は1 0 数ｍになる。 葉は長楕円形で、 長さ 1 0 cm、

幅３ cm前後で両面無毛平滑、 鋸歯も 弱く 疎い。 雌雄異株で、 花は初夏

の頃、 葉腋に短い花序を つけて小花を 咲かせる が、 あまり 目立たない。

果実は秋に、 楕円形で長さ １ cm程、 赤く 熟れて目立つ。

　 国内では東海地方以西、 四国、 九州に分布し 、 中国にも 分布が続く も

のと さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県中部（ 邑南町） と 県西部（ 益田市、 津和野町） に

かけての山地にややまれに知ら れる。 おも に露岩状地や崖錐地などの不

安定な立地に生えて、 し ばし ばアラ カ シ林に伴われて出現する。 石見部

の一部では県立自然公園内の樹林内にあっ て生育地が保護さ れている場

も ある。

存続を脅かす原因

　 森林伐開。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ナナミ ノ キ
モチノ キ科

I lex ch in en sis S im s

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 生育地での自然な遷移により 絶滅が考えら れる。

概　 　 要

　 山地の湿地に生える 落葉低木で ある。 葉は長さ 3 －1 0 cm 、 幅1 .5 －

5 cmで、 基部は鋭形で葉柄に流れる。 花期は6 月、 雌雄異株で雄花序は

4 －6 花を、雌花序は2 －4 花をつける 。本来、近畿地方北部から 中部地方、

東北地方に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県西部（ 浜田市） の山地の一部に僅かな個体が分布

し ている。

存続を脅かす原因

　 生育地での自然な遷移。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 7 ） 改訂新版 日本の野生植物 5  ヒ ルガオ科～スイ カ ズラ 科. 7 6 0 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ミ ヤマウメ モド キ
モチノ キ科

I lex n ip p o n ica  M akin o

ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れており 、 生育地での個体数も 限ら れ

ている。

概　 　 要

　 山地の林縁や草原に生える 多年草である 。 草丈は茎を 伸ばすと 3 0 －

1 0 0 cmになり 、 全体に毛を散生する。 葉は、 下部のも のには柄があり 、

上部のも のは無柄と なる。 葉身は長さ 4 －1 0 cmの卵形で、 縁には不規

則な鋸歯がある。 花期は7 －8 月で、 茎の上部に総状花序を つける。 花

冠は青紫色で、 基部ま で5 裂する。 花冠の裂片は長さ が1 0 －1 5 mm、

幅1 －2 mmの線形と なる。 本州、 九州、 朝鮮半島、 中国（ 東北）、 アムー

ル、 ウスリ ーに分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県東部（ 飯南町） でのみ知ら れている。 生育環境は、

山麓の作業道沿いで、 定期的に草刈り が行われる林縁である 。

存続を脅かす原因

　 草刈り などの管理放棄にと も なう 遷移の進行による樹林化、森林伐採。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

飯南町森の案内人会編（ 2 0 1 3 ） 飯南町の植物ガイ ド ブッ ク  改訂版. 3 4 9 pp . 飯南町森の案内人会. 島根.
大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 7 ） 改訂新版 日本の野生植物 5  ヒ ルガオ科～スイ カ ズラ 科. 7 6 0 pp . 平凡社, 東京.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 青木充之

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

シデシャ ジン
キキョ ウ科

Asyn eu m a  ja p o n icu m  ( M iq .)  Briq .

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 生育地での個体数も 激減し

ている。

概　 　 要

　 山地草原に生える夏緑多年草であり 、 アザミ 類の一種である。 植物体

は長楕円形で長さ 約2 0 cmの葉を 数枚根生する も のである。 開花株は高

さ １ ｍ程になり 、 長楕円形で多く は羽状に裂ける葉を 互生し 、 上部で分

枝し 、 枝先に頭花をつける。 花は秋に咲き 、 頭花は幅が3 －4 cmあっ て、

総苞片は幅広く 、長く 開出するのが特徴的である。 国内では本州、四国、

九州に分布域がある。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県中部（ 大田市）、 県西部（ 浜田市、 津和野町） で

記録があるが、 いずれの地域についても 近年は確認さ れておら ず、 現況

が不明である。

存続を脅かす原因

　 草原の樹林化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

モリ アザミ
キキョ ウ科

Cirsiu m  d ip saco le p is  ( M axim .)  M atsum .

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内ではき わめてまれな植物で、 過去において標本が得ら れた場所で

の調査でも 、 こ の種の生育を確認するこ と はでき ていない。

概　 　 要

　 山地林縁などに生える多年草の蔓草。ツルニンジン に似た草であるが、

全体に白毛があり 、 塊根は球形で花は小さ い。 日本から 朝鮮半島、 中国

東北地方などに分布域があるも のと さ れるが、 も と も と まれな分布の植

物のよう である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部の山地で生育が報告さ れている が、 現在生育が確認でき ない。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

バアソ ブ
キキョ ウ科

Co do n op sis u ssu rien sis ( Ru pr. et M axim .)  H em sley

ー
情報不足
（ DD）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も き わめて僅かと

なっ ている。

概　 　 要

　 山地の草原状地に生える夏緑性の多年草。植物体は草丈5 0 cm前後で、

葉は長さ 5 －6 cm、 幅２ cm程で、 互生から 対生、 さ ら に輪生し て着く 。

花は夏から 秋に咲き 、 茎頂に数個がつく 。 花冠は広い鐘形で先き が浅く

５ 裂し て径4 －5 cmのも ので、 多く は青紫色である。

　 国内では北海道から 四国、 九州に分布し て、 朝鮮半島、 中国に続く 分

布域をも つ。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 松江市、 出雲市、 奥出雲町、 飯南町）、 県

中部（ 大田市、 邑南町）、 県西部（ 浜田市） で確認さ れている が、 生育

地での個体数も まれであっ て、 各地で個体数の消滅がある。

存続を脅かす原因

　 生育地である草原状地と し ての管理が放棄さ れ、 樹林化による影響が

も っ と も 大き いも のと 考えら れる。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

林　 正久・ 井上雅仁・ 三島秀夫（ 2 0 1 3 ） 第4 章 自然環境の特性. 奥出雲町文化的景観調査報告書-奧出雲たたら と 棚田の文化的景観-（ 奥出雲町教育委員会編） . 3 1 -5 0 . 奥出雲町.
国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

キキョ ウ
キキョ ウ科

Pla tyco d o n  g ra n d if lo ru s  ( Jacq .)  A.DC.

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地によっ ては遷移により 消滅し

た部分も ある 。

概　 　 要

　 水湿地や浅い水中に生える夏緑の多年草で、 太い根茎を持ち、 先端に

長い柄を も っ た３ 小葉から なる 葉を 数枚、 根生状につけて、 草丈は3 0

－4 0 cmで ある 。 小葉は楕円形で、 長さ 1 0 cm、 幅５ cmにな る 。 花は

早春に咲き 、 葉が展開する と 同時に高さ 約3 0 cmに花茎を 立て、 直径1

－2 cmの白色、 漏斗状花冠の花を 多数つける 。 花冠は５ 深裂し て、 裂

片内側には毛がある。 国内では北海道、 本州、 九州、 そし て北半球に広

く 分布する。 中国地方ではき わめてまれな分布と なる 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 飯南町） の山間の湿地やため池に存在し て

いる。 県の自然環境保全地域内にあっ て個体群が保護の対象と なっ てい

る。 県東部（ 出雲市） にも 記録があるが、 現在の状況は不明である。

存続を脅かす原因

　 水湿地の遷移による環境変化によっ て個体群が衰退する 。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

井上雅仁（ 2 0 2 5 ） 島根県自然環境保全地域「 赤名湿地性植物群落」 の植生と 植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 2 3 : 9 -2 4 .
国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ミ ツガシワ
ミ ツガシワ科

M en yan th es trif o l ia ta  L.

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 生育場所が１ 地域に限定さ れており 、 その生育場所で河川改修が進行

し ている。

概　 　 要

　 全国各地の湖沼やため池、 水路に群生する多年生の浮葉植物。 直径１

cmほど の地下茎は蓮根のよ う に多孔質で長く 水底を 這う 。 水中茎と 葉

柄が地下茎から 伸び、水面に浮葉を 展開する。 浮葉は広楕円状心臓形で、

長さ ５ －1 5 cm、 幅４ －1 0 cm、 葉縁はゆる やかに波打ち 、 基部は葉柄

の付け根まで深く 切れ込む。 浮葉の表面は濃緑色で光沢があり 、 裏面は

光沢が無く 淡黄緑色または紫褐色でざら つく 。 花は杯状の５ 花弁の合弁

花であり 、 縁に長さ １ mm内外の微歯が連なる。 キュ ウリ の花に似た黄

色の花の直径は２ －４ cmと 大き く 、 人目を 引く 。 種子は扁平で、 長さ

４ mm、 幅約３ mm、 表面に柱状の突起があり 水鳥など に付着する 。 発

芽は水中で抑制さ れ、 実生の定着は春先に一時的に干出し た場合にの

み起こ る 。 開花し ない集団も 多く 、 全国に点在する 6 7 地域個体群のう

ち5 7 地域個体群は１ ク ローン のみで構成さ れている と いう 報告も ある。

県内のアサザも 開花し ない集団であり 、 １ 系統と 考えら れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 斐川平野の用排水路。

存続を脅かす原因

　 河川改修の進行と 人為的な刈り 取り 。

特記事項

　 ビオト ープの造成を目的と し て自生地内に他地域のアサザが持ち込ま

れた過去がある。

（ 執筆者： 國井　 秀伸）

●参考文献

上杉龍士・ 西廣 淳・ 鷲谷いづみ（ 2 0 0 9 ） 日本における 絶滅危惧水生植物アサザの個体群の現状と 遺伝的多様性． 保全生態学研究， 1 4 ： 1 3 -2 4 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 國井秀伸

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

アサザ
ミ ツガシワ科

N ym ph o id es p e l ta ta  ( S.G.Gm el.)  Ku n tze

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育はまれであり 、 生息するも のがあれば付近の環境と と も

に保全し ていく 必要がある。

概　 　 要

　 礫質など の河原に生える 多年草で、 茎は3 0 －5 0 cmで中部以上でよ

く 分枝する。 葉はまばら につき、 線形で長さ 3 －8 mm、 幅1 .5 mm、 縁

は強く 内側に巻く 。 裏面は密に灰白色の綿毛を 生じ る 。 総苞片は3 －4

列で丈夫は白色、 中部以下は黄褐色になる。 北海道～九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部の高津川の下流域で1 9 9 0 年代に確認し ている。 近年は調査が不

十分であるが確認でき ていない。 鳥取県などでも 以前に確認し ているの

で、 同様な立地のある江川などにも 生育する可能性はある 。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 野津貴章

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

カ ワラ ハハコ
キク 科

An aph a l is m arg aritacea  ( L.)  Ben th . et Hook.f . su bsp . yedo en sis ( Fran ch . et Sav.)  Kitam .

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 夏緑の多年草、 草丈は3 0 －5 0 cm程で、 葉は長狭楕円形で長さ 1 0 cm

ばかり で対生する。 花は秋に咲いて、 茎頂に5 －1 0 個程のやや小型の

頭花をつけて咲く 。 頭花は長い柄があり 、 柄には白毛が密に生えていて

特徴的である 。 小花は筒状で、 花冠は黄色で時に美し い。 本州、 四国の

冷温帯に分布し ている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 隠岐諸島（ 隠岐の島町）、 県東部（ 奥出雲町） で確

認さ れている 。 生育環境は、 いずれも 深山のやや湿り 気の強い岩上、 岩

壁に生え、 時に茎は下垂する。

存続を脅かす原因

　 生育地での自然な遷移と 園芸上での採取。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
丹後亜興（ 2 0 2 2 ） 隠岐の西限植物. 隠岐の文化財 3 9 : 6 -1 4 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 自然環境課

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

チョ ウジギク
キク 科

Arn ica  m a l lo to p u s M akin o

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地はまれであっ て、 生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山地の林縁や草地の水湿地から 水田の傍などの水湿地に生える夏緑の

多年草。 根生葉は長楕円形で長さ 2 0 －3 0 cm、幅1 0 cm程で、羽状に中、

深裂する。 花は夏に咲き、 高さ 3 0 －5 0 cmばかり に花茎を 伸ばし 、 上

部で２ ～３ の枝を分けて、 先に頭花が点頭し てつく 。 国内の中国地方山

間にのみ分布する植物と さ れる。 マアザミ と ノ アザミ の自然雑種起源の

植物と も さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 出雲部中国山地沿いの地にまれに生育地が確認さ れていたが、 現在で

は生育が確認でき てない。

存続を脅かす原因

　 遷移による生育地の消滅。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ムラ ク モアザミ
キク 科

Cirsiu m  m a ru yam an u m  Kitam u ra

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 生育地での個体数も き わめ

て僅かと なっ ている。

概　 　 要

　 夏緑性の多年草。 葉は長楕円形、 長さ 2 0 －3 0 cm、 羽状に裂け、 縁

には刺毛があっ て裏面は白毛があっ て白色である。花は夏から 秋に咲き 、

高さ １ ｍ前後の太い花茎を 伸ばし 、 上部で2 －3 の枝を 出し 、 球形の頭

花に青紫色の小花を多数つけて美し く 咲く 。

　 日本と 朝鮮半島に分布するが、国内では中部地方の一部から 中国地方、

九州にかけて隔離的に分布し 、 氷河時代から の残存する 植物と さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 東部、 中部の一部に生育地が確認さ れていたが、 現

在では県東部（ 飯南町） にき わめて僅かな個体数が認めら れるだけの状

態と なっ ている。 生育地は林縁の草地などの草原状地であり 、 過去にお

ける草刈場に多く の個体が見ら れたも のである。

存続を脅かす原因

　 遷移、 生育地の樹林化、 園芸上の採取、 過去においては盆花等に利用

さ れたと 聞く 。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

兼子伸吾・ 井上雅仁・ 高橋佳孝・ 井鷺裕司（ 2 0 0 9 ） 赤名地方に栽培さ れている ヒ ゴタ イ の遺伝的な特徴と 保全上の価値. 島根県立三瓶自然館研究報告 7 : 6 5 -6 8 .
国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ヒ ゴタ イ
キク 科

Ech in o p s se ti f e r I l j in

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれで、 生育地での個体数も き わめて僅か

である。

概　 　 要

　 草丈5 0 cmばかり の多年草。 長さ 5 －1 0 cmばかり の披針形の葉を 多

く 互生する。 花は秋に咲き 、茎の上部に直径2 －3 cmの黄色舌状花冠（ 頭

花） を散房状に多く つける。 国内では北海道、 本州、 九州に分布し 、 北

半球に広く 分布するも のと さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 出雲市、 雲南市）、 県中部（ 大田市）、 県西

部（ 浜田市） で確認さ れており 、山地湿生地に分布する。 多く の場所で、

現在の生育状況が不明である。

存続を脅かす原因

　 遷移による樹林化、 乾燥化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ヤナギタ ンポポ
キク 科

H iera ciu m  u m be lla tu m  L.

ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれであり 、 個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 水湿地に生え る 多年草。 葉は披針形で 長さ 2 0 cm前後で 数枚が根生

状に着いて、 多く は垂直に立ち 上がる。 花は秋に咲き、 開花株は高さ

5 0 cmほど の花茎を 立て、 上部で枝を 分かち、 枝先き に径３ cmばかり

の淡黄色の頭花をつける。国内では本州（ 中部以西）から 九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 中部の山域で確認さ れている。 生育地は水湿地で、 山中の湿地の他、

水田跡や水田脇、 ため池の上流部などで見ら れたよう だが、 見ら れなく

なっ た場所も あり 、 現状は不明である 。

存続を脅かす原因

　 水湿地の遷移による環境変化、 埋め立てによる生育成地破壊。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

スイ ラ ン
キク 科

H o lo le io n  Kram e ri ( Fran ch .et Savat.) Kitam .

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内では産地がが1 ヵ 所のみ知ら れているだけであり 、 個体数も 非常

に少ない。

概　 　 要

　 山地や亜高山帯の湿っ た草地に生育する多年草で高さ 5 0 －1 0 0 cmに

なる。 茎は直立し 、 無毛。 根生葉は葉柄が長く 、 葉身は三角状心形から

三角状ほこ 形で長さ 2 4 cm、 幅2 0 cmに達し 、 縁には短いが鋭鋸歯が並

ぶ。 花は黄色で、 花期は6 －1 0 月と 長く 、 総状花序と なっ て多数つく 。

舌状花冠は長さ 2 －2 .5 cm 6 、 幅3 －4 ｍｍで1 －3 個。 筒状花は長さ 6 －

1 1 mm。 本州から 九州に分布し 、 国外では台湾・ 中国に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の中国山地の稜線付近のやや明るい湿っ た露岩地の斜面に生育が

見ら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移による被陰、 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物5 」 4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
杦村喜則（ 2 0 0 6 ） 島根県の種子植物相（ 補遺） ,島根県立三瓶自然館研究報告４ ： 4 1 -4 3 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 青木充之

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

メ タ カ ラ コ ウ
キク 科

Lig u la ria  sten o cep h a la  ( M axim .)  M atsu m . e t Ko idz.

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 生育地はき わめて限ら れており 、 生育個体数も 限ら れている。

概　 　 要

　 夏緑林内に生える 大形の多年草で、 高さ 2 mを 超える こ と も 多い。 葉

身は三角形状腎形で、 長さ 2 0 cm、 幅3 5 cmに達し 、 先は短く 鋭尖頭で

縁にはふぞろ いな鋸歯がある。 葉柄には広い翼があり 、 大き く 耳状に茎

を 抱く 。 花は7 ～8 月、 茎の上部に大型の円錐花序を なし 、 総苞は狭筒

形で 長さ は7 ～8 mmである。 分布と し て、 本州の東北地方、 関東地方

の北部に産すと さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 生息地は県境部の西中国山地の1 か所のみである 。 冷温帯の深山沢筋

に群生する。

存続を脅かす原因

　 森林伐開。

特記事項

　 隔離分布し ている自生地は、 島根県西部、 広島県北西部の県境域でと

ても 貴重である。また、広島県より 個体数も 多く 、環境も 良いよう である。

（ 執筆者： 津島　 辰雄）
●参考文献

大橋広好ら 編（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物５ 」 4 7 4 pp .平凡社.東京
レ ッ ド データ ブッ ク ひろ し ま改訂検討委員会（ 2 0 1 2 ）「 広島県の絶滅のおそれのある 野生生物（ 第3 版） 6 3 3 pp .広島県， 広島

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 津島辰雄

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

イ ヌ ド ウナ
キク 科

Ｐ a rasen ecio  a id su en sis （ Ko idz.） Kadota

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内では以前にはかなり あちこ ちに生育地があっ たが、 近年急激に減

少し 、 絶滅が心配さ れる。

概　 　 要

　 山地林縁な ど 草原状地に生え、 草丈5 0 －1 0 0 cmにな る 多年草。 葉

は長楕円形で長さ 2 0 －3 0 cm、 羽状深裂する 。 花（ 頭花） は秋に咲き 、

直径約１ cmで、 散房状に多く つける。 国内では西日本、 国外では朝鮮

半島、 中国東北部にかけて分布域がある植物と さ れる 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県中部（ 大田市） で確認さ れているほか、県東部（ 奥

出雲町、 飯南町） での記録も ある。 生育環境は山地草原である。

存続を脅かす原因

　 遷移による生育地の消滅。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ミ ヤコ アザミ
キク 科

Sau ssu rea  m axim ow iczii  Herder

ー
情報不足
（ DD）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 低山から 山地や海岸沿いの日当たり のよ い草原に生える 越年草であ

る。 草丈は茎を 伸ばすと 3 0 －1 5 0 cmにな る。 葉は長さ 1 2 －1 8 cmで

羽状深裂する が、 中部から 上部のも のは全縁と な る。 葉柄は長さ 3 －

6 cmで基部は流れて 狭い翼になる。 花期は8 －1 0 月で、 茎は上部で分

枝し て、 その先に多数の頭花を つける。 頭花は直径1 2 －1 6 mmで、 花

冠の色は紅紫色である。 総苞片には淡紅色の付属体がある。 北海道から

九州、 朝鮮半島、 中国（ 東北部・ 中部）、 モン ゴル、 サハリ ン、 ロ シア

沿海地方に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 隠岐諸島（ 隠岐の島町）、 県東部（ 奥出雲町）、 県中

部（ 大田市） で確認さ れている。 生育環境は、 隠岐諸島では海岸付近の

風衝地や明るい林内などに、 県東部と 県中部では、 山地の明るく 開けた

風衝草原や山麓の二次草原である。

存続を脅かす原因

　 園芸採取、 遷移の進行による樹林化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 7 ） 改訂新版 日本の野生植物 5  ヒ ルガオ科～スイ カ ズラ 科. 7 6 0 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館
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選定理由

　 生育適地と なるよう な草原状地が遷移により 消滅し つつあるこ と によ

り 、 生育地の消滅、 個体の消滅により 絶滅の心配が大き く なっ ている。

概　 　 要

　 山地草原状地に 生え、 草丈3 0 －5 0 cmの多年草。 葉柄部は長さ 約

1 0 cm、 葉身部は長さ 1 0 －2 0 cmで、 葉は羽状浅裂－中裂のやや堅い

質のも の。 花は秋に咲き 、 頭花は1 0 個ばかり 散房状につく 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県中部（ 大田市） の山地草原に限ら れた生育地が知

ら れていた。 また県西部（ 津和野町） での標本の記録があるが、 いずれ

の場所でも 近年の生育状況は不明である。

存続を脅かす原因

　 生育地での遷移による樹林化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

キク アザミ
キク 科

Sau ssu rea  u ssu rien sis M axim . var. u ssu rie n sis

ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 生育地での個体数も 多く は

ない。

概　 　 要

　 山地林内に生える夏緑性の多年草で、 根生葉は長い柄があっ て葉身は

卵形から 卵状三角形で 長さ 1 0 cm、 幅５ cm前後。 茎は高さ 5 0 cmばか

り で、 じ 上部に散房状の枝を分け、 先にやや疎ら に頭花をつける。 花は

夏から 秋にかけて咲き 、 頭花は長さ １ cmばかり 、 総苞外片は短く 反曲

する。 小花は筒状で淡紅紫色である。 国内では本州（ 近畿地方・ 中国地

方）・ 四国・ 九州（ 北部） に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内では中部の山地に生育し ている 。 林縁に生育し ているが、 樹木が

広がり 被陰さ れる 状況にあり 、 個体数が激減し ており 、 少数が残っ てい

るのみで近い将来絶滅が非常に心配さ れる。

存続を脅かす原因

　 樹林の遷移によ る被陰、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）
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Sau ssu re r n ip p o n ica  M iq .
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選定理由

　 生育適地と なるよう な草原状地が遷移により 消滅し つつあるこ と によ

り 、 生育地の消滅、 個体の消滅により 絶滅の心配が大き く なっ ている。

概　 　 要

　 山地の草原や林間の草地に生える 多年草で高さ 1 －2 mになる。 茎は

上方で分枝し 、 根生葉は花時に枯れている。 下部や中部の葉は卵形で、

長さ 1 0 －2 0 cm、 幅9 －1 5 cmで 先端は鋭尖頭、 葉柄があり 、 基部は

2 個の小さ い耳がある。 頭花は散房花序につき、 径2 cm、 総苞は筒形、

舌状花は5 －7 個で黄白色で、 舌状部は長さ 1 2 －1 3 mm、 幅1 .5 －2 mm

と なる。 国内では南千島・ 北海道・ 本州（ 中部以北） に分布し 、朝鮮半島・

中国（ 東北部）・ シベリ ア北部・ サハリ ン・ 千島列島・ カ ムチャ ツカ 半島・

アリ ュ ーシャ ン列島に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の山域の湿地にわずかに生育が見ら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 青木充之

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ハンゴンソ ウ
キク 科

Sen ecio  can n ab ifo l iu s  Less. va r. ca n n ab ifo l iu s

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれである。

概　 　 要

　 乾いた草地に生える 2 0 －6 0 cmになる 多年草で、 根生葉は長楕円形、

長さ ５ －1 0 cmで、 ５ ～1 0 枚がロゼッ ト 状に広がり 草丈は3 0 －5 0 cm。

茎頂部に初夏の頃、 径２ cmばかり の頭花黄花を1 0 個ばかり 散房状につ

ける。 国内では本州から 琉球に生育し 、 朝鮮半島・ 台湾・ 中国・ モンゴ

ル・ ロシア極東地方に広く 分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部のやや奥地の２ ・ ３ の地での生育が報告さ れており 、 乾燥気味の

路傍、 露岩状草刈り 場などに生育する と さ れる。

存続を脅かす原因

　 遷移による環境変化。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫
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ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

維
管
束
植
物

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

422422



選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 生育地での個体数も 多く は

ない。

概　 　 要

　 海岸に生える 多年草で、 茎は3 0 －1 0 0 cmで、 根生葉は花時に枯れ、

茎葉は長さ 1 0 －2 0 cmの長楕円形で互生する 。 花は夏から 秋にかけて

咲き 、 茎頂部で枝を 分けて、 径４ cm程の黄色い頭花を 着ける。 国内で

は北海道から 九州に分布するが、 本州中部以北の海岸に多い。 国外では

ウスリ ー・ アムール・ サハリ ン・ ダフ リ ア・ アルタ イ ・ 朝鮮半島・ 中国

に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） での生育が報告さ れている。 出雲・ 石見の海岸に少産す

ると の報告も ある が、 現状は不明である 。

存続を脅かす原因

　 波浪等による自然災害や海岸の環境整備による生育地の破壊。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

丸山　 巖（ 1 9 8 2 ） ハチジョ ウナ， 島根県大百科事典編集委員会・ 山陰中央新報社開発局「 島根県大百科事典　 下巻」 山陰中央新報社　 p .3 2 0
大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 青木充之

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ハチジョ ウナ
キク 科

So n ch u s b rach yo tu s DC.

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 里地の路傍や草地に生える 多年草。 葉は長さ が2 0 －3 0 cm、 倒披針

形から 披針形で、 羽状に中裂し 、 根生する。 花茎は3 0 cm程度で、 先に

薄いク リ ーム色の頭花をつける。 シロバナタ ンポポに比べると 、 角状突

起がほと んどないこ と 、 頭花が小さ いこ と 、 花茎が短いこ と 、 痩果が黒

褐色である こ と などが相違点である。 近畿地方、 中国地方、 四国、 九州

北部に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 安来市） で確認さ れている。 生育環境は、

路傍や畦などである。

存続を脅かす原因

　 圃場整備、 土地造成、 除草剤散布などの人為的攪乱。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

井上雅仁・ 松原勝志・ 安部祐史・ 齋藤正幸（ 2 0 2 3 ） タ ン ポポ調査・ 西日本2 0 2 0  で確認さ れた島根県のタ ンポポ. 島根県立三瓶自然館研究報告 2 1 : 3 9 -5 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館
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選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れており 、生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 日当たり のよい路傍や畦畔、 草原などに生える多年草である。 多数の

根生葉をも ち 、 葉は長さ 1 0 －3 0 cm、 幅1 .8 －5 cmで、 羽状に中裂ある

いは浅裂する 。 花期は4 －5 月で、 葉腋から 花茎を 出し 、 その先に1 個

の頭花を つける 。 花茎には葉を つけない。 頭花は黄色で、 直径約4 cm

である。 総苞外片は長く 、 総苞の2 /3 ～3 /4 になり 、 上部には長さ 2 －

6 mmになる 大き な角状突起がある 。 千葉県（ 房総半島南部） から 和歌

山県（ 紀伊半島東部） にかけての太平洋沿岸に分布する。 愛媛県や山口

県にも 分布が認めら れるが、 人為分布の可能性も ある。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内では、 県東部（ 安来市） で確認さ れている。 生育環境は、 道路脇

や水田の畔など、 定期的に草刈り が行われる明るい場所に生育する。

存続を脅かす原因

　 管理放棄による 畦畔や路傍のヤブ化、 灌木化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

井上雅仁・ 松原勝志・ 安部祐史・ 齋藤正幸（ 2 0 2 3 ） タ ン ポポ調査・ 西日本2 0 2 0  で確認さ れた島根県のタ ンポポ. 島根県立三瓶自然館研究報告 2 1 : 3 9 -5 0 .
大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 7 ） 改訂新版 日本の野生植物 5  ヒ ルガオ科～スイ カ ズラ 科. 7 6 0 pp . 平凡社, 東京.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ト ウカ イ タ ンポポ
キク 科

Taraxacu m  p la tyca rp u m  Dah lst. va r. lo n g eap p en d icu la tu m  ( N aka i)  M orita

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 以前から 産地も 個体数も 少なく 、 現在生育が確認さ れていない。

概　 　 要

　 山地の草原に生育する 多年草で、 茎は直立し 高さ 3 0 －6 0 cm、 分枝

し な い。 根生葉は花時にはな く 、 下部の葉は広倒披針形、 長さ 1 0 －

1 6 cm、 幅1 8 －3 5 mm、 鈍頭で基部はやや茎を 抱き 縁には不ぞろ いな

小さ な突起がある。 上部の葉は披針形。 花は7 －9 月、 頭花が6 －1 3 個

が散形状につく 。 舌状花冠は赤黄色で長さ 1 7 －2 2 mm、 幅2 mmで反り

返る。 本州・ 朝鮮半島に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 中部の山地の草原に1 9 8 0 年代までは僅かに確認さ れていたが、 現在

確認でき ない状況である。

存続を脅かす原因

　 遷移、 園芸上の採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

丸山　 巖・ 林　 亨（ 1 9 8 5 ）「 野生生物シリ ーズ②　 し まねの花」 1 1 5 pp .山陰中央新報社， 島根
大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

コ ウリ ンカ
キク 科

Tep h ro se ris f lam m ea  ( Tu rcz. ex DC.)  Ho lub  su bsp . g la b ri fo l ia  ( Cu fod .)  B.No rd .

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 海岸の塩湿地や汽水域などに生育する越年草である 。 草丈は茎を伸ば

すと 2 5 －5 5 cmになる。 葉は長さ 5 －1 0 cm、 幅0 .3 －1 .2 cmの披針形

で、 基部はやや茎を 抱く 。 花期は8 －1 1 月で、 頂部に多数の頭花を つ

ける。 頭花の直径は約2 cmで、 舌状花は淡青色～青紫色である 。 北海

道東部、 本州（ 関東以西の太平洋側）、 四国、 九州、 南千島に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 松江市） で確認さ れている。 中海の湖岸沿

いで、 潮位が増すと 水を被るよう な低湿地に生育する。

存続を脅かす原因

　 湖岸の開発。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 7 ） 改訂新版 日本の野生植物 5  ヒ ルガオ科～スイ カ ズラ 科. 7 6 0 pp . 平凡社, 東京.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ウラ ギク
キク 科

Trip o l iu m  p an n o n icu m  ( Jacq .)  Dobrocz.

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 北海道から 九州ま で、 山地や林縁に自生する 落葉低木で 樹高1 ～3

ｍで、 枝は太い棘が散在、 葉は互生掌状複葉で 小葉は5 枚、 長さ 4 ～

1 2 cm幅2 ～6 cmあり 葉縁は重鋸歯で葉裏や葉柄は、 毛が密生する。 花

序や葉が大形で別名オニウコ ギ。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内では隠岐諸島と 出雲部中国山地沿いの山地林縁に生育する。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開による 環境変化。

（ 執筆者： 山田　 明）

●参考文献

大橋広好ら 編（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物５ 」 4 7 4 pp .平凡社.東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相.島根県立三瓶自然館研究報告3 :1 -4 9 ,三瓶自然館.島根

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ケヤマウコ ギ
ウコ ギ科

Acan th o p an ax d iva rica tu s ( S ieb .et.Zu cc.)  Seem . Ara liaceae

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれであり 、 生育地での個体数も 限ら れて

いる。

概　 　 要

　 夏緑の低木で、 高さ は２ ｍ程度になり 、 茎には長さ ５ mm 程の細い刺

が多い。 葉は小葉５ 枚の掌状複葉で、 互生する。 小葉は楕円形で長さ

1 0 cm、 幅約４ cm、 裏面は白色を 帯びている。 花は夏に咲き、 枝先に

伸びる花序軸に２ ～３ の散形花序をつけ、 多数の小花を咲かせる。 先端

の花序は雌花、 側生の花序は雄花と なる傾向がある。 本州（ 関東以西）・

四国・ 九州の山地に生え、 石灰岩地域にあるこ と が多いと さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部と 西部の中国山地脊梁部に、 き わめてまれに見ら れる。 山地の露

岩地、 岩角地に生える。

存続を脅かす原因

　 生育地での遷移による環境変化、 森林開伐。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相， 島根県立三瓶自然館会報3 ： 1 -4 9 　 島根植物研究会， 島根県

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ウラ ジロウコ ギ
ウコ ギ科

Acan th o p an ax h yp o le u cu s  M akin o

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れており 、 生育地での個体数も き わめ

てまれである 。

概　 　 要

　 植物体は２ ～３ 回３ 出羽状複葉を 根生し 、 草丈3 0 －5 0 cm程のも の

であるが、 開花株では花茎を高さ １ ｍ程度に伸ばし 、 枝を分けて枝先に

複散形花序に白色小花を多数つける。 国内では北海道・ 本州（ 中部地方

以北・ 大山） と さ れるが、 本県（ 隠岐諸島） にも 分布が知ら れている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） にのみ生育地が知ら れており 、路傍、林縁の草地に生える。

存続を脅かす原因

　 依然と し て生息地が残さ れていると こ ろ も あるが、 道路拡幅工事など

による路傍、 林縁の草地の破壊などで２ ヵ 所の生育地が破壊、 消失し た

と さ れる。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相， 島根県立三瓶自然館会報3 ： 1 -4 9 　 島根植物研究会， 島根県

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： ー

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

エゾノ ヨ ロイ グサ
セリ 科

An ge l ica  an o m a la  Lallem an t

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）
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選定理由

　 県内での生育地は局限さ れており 、生育地での個体数も 激減し ている。

概　 　 要

　 植物体は２ ～３ 回３ 出羽状複葉で根生し 、 草丈は5 0 cm程である が、

開花株は花茎を２ －３ ｍ程に伸ばし 、 枝を分けて枝先に大形の複散形花

序をなし て白色小花を多数つける 。 国内では本州・ 九州に分布し 、 朝鮮

半島・ 中国（ 東北）・ アムール・ ウスリ ー・ シベリ ア東部に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 中部の丘陵域に生育地が知ら れ、 林縁、 草地に点々と 生育す

るが、 草地の遷移により 生育地が消失し た所も ある。 また、 近隣の思わ

ぬ所に新たな生育地を見るこ と も ある 。

存続を脅かす原因

　 開発、 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相， 島根県立三瓶自然館会報3 ： 1 -4 9 　 島根植物研究会， 島根県

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ヨ ロイ グサ
セリ 科

An ge l ica  d ah u rica  ( Fisch .)  Ben th . e t H ook

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れており 、 生育地での個体数も 多く な

い。

概　 　 要

　 植物体は１ ～２ 回３ 出羽状複葉を 根生し 、 草丈5 0 cm前後。 開花株は

花茎を１ ｍ前後に伸ばし 、 花茎先端部で２ ～３ の枝を 分け、 径2 0 cm程

の大き な複散形花序に白色の小花を 多数つける。 国内特産で、 北海道、

本州の主と し て中部以北に分布し 、 中国地方、 四国にも 分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の中国山地脊梁部に僅かな生育地が知ら れる。 沢の上部、 谷頭の

崖錐状地のやや被陰さ れた場所に生育する。

存続を脅かす原因

　 遷移、 森林伐開。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相， 島根県立三瓶自然館会報3 ： 1 -4 9 　 島根植物研究会， 島根県

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 西限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： ー

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

アマニュ ウ
セリ 科

An ge l ica  ed u l is M iyabe

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

維
管
束
植
物

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

427427



選定理由

　 県内での生育地は一地域のみで、 き わめて限ら れている。

概　 　 要

　 山地に生える 多年草。 葉は2 －3 回の羽状に分かれ、 小葉は卵形で縁

に荒く 不規則な切れ込みがある。 花期は6 －7 月で、 白い花弁を も つ複

散形花序と なる 。 本種が含まれるセリ モド キ属には、 本種と セリ モド キ

の２ 種のみがあり 、 本種はこ れまで韓国の鬱陵島にのみ生育する固有種

であると さ れてき た。 セリ モド キの草丈が3 0 －9 0 cm、 花序の直径が5

－1 0 cmである のに対し 、 本種は草丈が1 5 0 －2 0 0 cm 、 花序の直径も

2 0 cmになる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 隠岐諸島（ 海士町） の一カ 所のみである。 林縁の草

地や道路法面に生育し ている。

存続を脅かす原因

　 遷移によるヤブ化、 樹林化。

特記事項

　 平成2 4 年に海士町の文化財に指定さ れている。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
丹後亜興（ 2 0 2 2 ） 隠岐の西限植物. 隠岐の文化財 3 9 : 6 -1 4 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

タ ケシマシシウド
セリ 科

Dystaen ia  ta kesh im an a  ( N aka i)  Kitag .

ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 生育地での個体数も 僅かで

ある。

概　 　 要

　 海岸に生えるやや大型の多年草。 葉は１ ～３ 回羽状複葉で、 青白い色

が特徴的である。 花は夏に咲く 。 花茎は高さ 5 0 cmばかり 、 時に１ ｍ程

にも なり 、 先で２ ～３ の枝を出し 、 枝先の複散形花序に白色の小花を多

数つける。 国内では本州の関東地方以西・ 四国・ 九州・ 琉球に分布し 、

国外では、 台湾・ 中国・ フ ィ リ ピン に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部の海岸に見ら れる。 生育地は海岸の路傍で、 急な崖地にある。

存続を脅かす原因

　 道路管理上での何ら かの影響、 ある いは生育地そのも のの破壊が心配

さ れる。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
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選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれで、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 水湿地に生える 草丈約5 0 cmになる 夏緑性の多年草。 葉は単羽状複葉

で小葉は円形から 線形で互生する 。 花は秋に咲いて、 葉腋に枝を出し て

先の複散形花序に多く の小花をつける。

　 北海道から 本州、四国、九州に分布し 、朝鮮半島から 中国に分布が続く 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県東部（ 飯南町）、県中部（ 邑南町） の中国山地山間で、

ため池などの水湿地にまれに生育地がある。

存続を脅かす原因

　 埋め立てによる 生育地の消滅、 ため池の放置による生育地での遷移。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
渡津友博・ 桑原一司・ 井上雅仁（ 2 0 2 2 ） 島根県邑南町淀原湿地の植生. 島根県立三瓶自然館研究報告 2 0 : 1 -7 .
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 夏緑の高さ １ ｍ程になる低木である。 葉は対生し 、 卵状楕円形で長さ

５ cm、 幅３ cmほど、 葉表は短毛が散生し 、 葉表脈上にも 毛がある。 花

は春、葉の展開と 同時に咲き 、新梢の下部から 出る花柄に２ 花をつける。

苞は大き く 目立ち、 卵形の葉状で長さ ２ cm、 幅約１ cm。 花冠は漏斗状

で長さ 約２ cm、緑白色から 淡黄緑色で下垂し て咲く 。果実は液果で球形、

径約１ cmで赤く 熟れる。 アラ ゲヒ ョ ウタ ン ボク （ オオバヒ ョ ウタ ン ボ

ク ） は北海道（ 南西部）・ 本州・ 四国（ 剣山） に分布する が、 こ のう ち

子房・ 花柱が無毛のも のを変種や品種のダイ センヒ ョ ウタ ンボク と し て

扱われ、 近畿や中国地方に多いと さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 出雲部の中国山地脊梁部にまれに見ら れ、 ブナ林内の露岩上などに生

育する。

存続を脅かす原因

　 遷移や伐採、 採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。 生育環

境である草原は、 管理放棄に伴う 遷移の進行などによ り 、 各地で減少し

ている。

概　 　 要

　 山地の草原に生える 越年草である 。 草丈は茎を 伸ばすと 6 0 －9 0 cm

になる。 葉は対生し 、 下部や中部の葉は羽状に切れ込み、 裂片はさ ら に

分かれる。 花期は8 －1 0 月で、 茎から 伸びる長柄の先に多数の頭花をつ

ける。 頭花は青紫色、 直径約4 cmで、 上向き に咲く 。 頭花のう ち、 縁

にある 小花は5 裂し 、 外側の裂片は長く 伸びる 。 北海道から 九州に分布

する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県中部（ 大田市）、県西部（ 浜田市） で確認さ れている。

また隠岐諸島（ 隠岐の島町） に生育すると の報告も ある。 生育環境は山

地の明るい草原である。

存続を脅かす原因

　 園芸採取、 遷移の進行による樹林化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

井上雅仁（ 2 0 0 5 ） 三瓶山北の原における 草原性植物のフ ェ ノ ロジー. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 5 1 -5 5 .
大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 7 ） 改訂新版 日本の野生植物 5  ヒ ルガオ科～スイ カ ズラ 科. 7 6 0 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
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選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれであり 生育地での個体数も 限ら れてい

る。

概　 　 要

　 夏緑性の低木で高さ 2 －3 ｍの植物。 葉は楕円形で 長さ 1 0 cm、 幅５

cmばかり で対生する。 花は春に咲き 、 枝先の短い散房花序に数個の花

を つける。 花冠は長さ 3 －4 cm、 暗紫紅色で漏斗状、 先は５ 裂片に分か

れる。 多く は下垂し て咲く 。 果実は長さ 2 －3 cmの蒴果と なる。 本州の

関東以西、 四国に分布域があるが、 おも に太平洋側に分布する植物であ

る。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県中部（ 大田市、美郷町、川本町） で確認さ れている。

生育環境は、 おも に山地の林縁部であり 、 時に川岸の岩場にも 生える。

存続を脅かす原因

　 道路拡幅工事、 河川護岸工事などによる生育地の破壊、 遷移による環

境変化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
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